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関 係 者 各 位

謹　啓
　ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　この度は「2019国際ロボット展」の開催にあたりまして、格別のご支援、
ご協力を賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。おかげ様をもちまして、
2019年12月18日（水）～21日（土）の4日間の会期で、無事閉幕しましたこと
をここにご報告いたします。
　今年は、過去最大規模であった前回2017年を更に上回る637社・団体、
3,060小間での開催となりました。これもひとえに、ご出展者各位、ご支援
をいただいた関係官庁並びに産業諸団体、関係学会のご協力によるものと、
主催者といたしまして深く感謝申し上げます。
　なお、本展開催中の模様につきまして、日刊工業新聞紙上などで報道し
ましたが、ここにその結果をまとめてご報告いたします。
　今後とも関係各位のご支援、ご協力のほどお願い申し上げます。

謹　白
2020年2月

一般社団法人 日本ロボット工業会

日刊工業新聞社
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結果報告
■名　　称

2019国際ロボット展［ INTERNATIONAL ROBOT EXHIBITION 2019 ］

■テ ― マ
「ロボットがつなぐ人に優しい社会」

■開催趣旨
国内外における産業用・サービス用ロボットおよび関連機器を一堂に集めて展示し、利用技術の向上と市場の
開拓に貢献し、ロボットの市場創出と産業技術の振興に寄与する。

■会期・会場
2019年（令和元年）12月18日（水）〜21日（土）10：00〜17：00
東京ビッグサイト　青海・西・南ホール

■主　　催
一般社団法人 日本ロボット工業会、日刊工業新聞社

■後　　援
経済産業省、厚生労働省、農林水産省、国土交通省、総務省、文部科学省、日本商工会議所、
新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、日本貿易振興機構（JETRO）、NHK

［法人格略・順不同］

■協　　賛
計測自動制御学会、情報通信ネットワーク産業協会、製造科学技術センター、全日本プラスチック製品工業
連合会、テクノエイド協会、日本アミューズメントマシン協会、日本機械工業連合会、日本金属プレス工業協会、
日本クリーン環境推進機構、日本建設機械工業会、日本建設機械施工協会、日本工作機械工業会、日本産業
機械工業会、日本自動車工業会、日本自動車部品工業会、日本食品機械工業会、日本鍛圧機械工業会、日本
鉄鋼協会、日本電気計測器工業会、日本電機工業会、日本電気制御機器工業会、日本塗装工業会、日本半導体
製造装置協会、日本福祉用具供給協会、日本福祉用具・生活支援用具協会、日本物流システム機器協会、日本
フルードパワー工業会、日本ベルト工業会、日本防錆技術協会、日本包装機械工業会、日本溶接協会、日本ロボット
学会、マイクロマシンセンター、ロボット革命イニシアティブ協議会

［法人格略・順不同］

■入場料
1,000円　　※事前登録者および招待券持参者、中学生以下は無料
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■同時開催展
2019部品供給装置展（主催：日本部品供給装置工業会、日刊工業新聞社）

■併催企画
・「第8回ロボット大賞」受賞ロボット合同展示
・体験企画「つくる☆さわれる国際ロボット展」（12月21日のみ開催）
・World Robot Summit トライアル競技会2019

■開催規模

出展者数 637社・団体 （612社・団体） 

出展小間数 3,060小間 （2,775小間）

（前回2017年実績）

■来場者数
日　　付 天　　候 来場者数（前回2017年実績）

12月18日（水） 晴れ時々曇り 31,939名　　（29,613名）

12月19日（木） 曇り一時雨 37,068名　　（34,531名）

12月20日（金） 晴れ時々曇り 42,697名　　（41,035名）

12月21日（土） 曇り 29,429名　　（25,301名）

合　計 141,133名  　（130,480名）

●うち海外出展者数　16カ国　95社・団体　389小間

●うち海外来場者数　64カ国　7,308名

来賓視察
● 経済産業大臣  梶山 弘志 氏
● 国土交通大臣  赤羽 一嘉 氏
● 経済産業副大臣 牧原 秀樹 氏
● 経済産業大臣政務官 中野 洋昌 氏　　他

梶山経済産業大臣 赤羽国土交通大臣
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合同開会式・テープカット
日　時：2019年12月18日㈬　9:30〜10:00

会　場：東京ビッグサイト 青海Aホール内

参加者：約200名

〈挨拶・祝辞〉　

来賓祝辞 経済産業省　大臣官房審議官 上田 洋二 氏

主催者挨拶 日本ロボット工業会　会長 橋本 康彦 氏

主催者挨拶 日刊工業新聞社　代表取締役社長 井水 治博

テープカット出席者：	
来賓　経済産業省　大臣官房審議官 上田 洋二 氏
主催　日本ロボット工業会　会長 橋本 康彦 氏
主催　2019国際ロボット展　運営委員長 小笠原 浩 氏
主催　日本部品供給装置工業会　会長 永井 博幸 氏
主催　日刊工業新聞社　代表取締役社長 井水 治博

祝辞　上田 洋二 氏 主催者挨拶　橋本 康彦 氏 主催者挨拶　井水 治博

主催者挨拶　小笠原 浩 氏来賓挨拶　上田 洋二 氏

合同開会レセプション
日　時：2019年12月18日㈬　17:45〜19:15

会　場：東京ビッグサイト 会議棟1F　レセプションホールA

参加者：約600名

主催者挨拶	 2019国際ロボット展　運営委員長 小笠原 浩 氏

来 賓 挨 拶	 経済産業省　大臣官房審議官 上田 洋二 氏

乾 杯 挨 拶	 日本ロボット工業会　専務理事 冨士原 寛 氏

中 締 め	 日刊工業新聞社　取締役　総合事業局長 饒波 正紀
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併催事業

iREXロボットフォーラム2019 
『ロボットはパートナー　変わりつつある働く現場』

日　時 12月18日㈬	15:00～17:00 約900名参加者会　場
東京ビッグサイト
会議棟７Ｆ 国際会議場

主催：日本ロボット工業会、日刊工業新聞社

		パネルディスカッション	　
●ロボットメーカー：
川崎重工業　取締役常務執行役員 精密機械・ロボットカンパニープレジデント

　　　　　　自動化推進担当 橋本 康彦 氏

ファナック　取締役専務執行役員 ロボット事業本部長 稲葉 清典 氏 

不二越　上席執行役員 IoT事業本部長 ロボットシステム技術担当 国崎 晃 氏

安川電機　取締役執行役員 ロボット事業部長 小川 昌寛 氏  

ABB　President, Robotics & Discrete Automation business,

　　　Member of the Group Executive Committee of ABB, Switzerland

 サミ・アティヤ 氏

KUKA　Deutschland　CEO クラウス・クーニヒ 氏

●パネリスト：
デンソー　生産革新センター 生産技術部 担当部長 河野 恵介 氏

PALTAC　執行役員 研究開発本部長 三木田 雅和 氏

三明機工　代表取締役社長 久保田 和雄 氏

経済産業省　製造産業局 産業機械課 ロボット政策室長 石井 孝裕 氏

●コーディネータ：
ジャーナリスト 三神 万里子 氏  

●ロボットメーカー

●パネリスト　 ●コーディネータ

日英同時通訳あり

橋本 康彦 氏

河野 恵介 氏 三神 万里子 氏

稲葉 清典 氏

三木田 雅和 氏

国崎 晃 氏

久保田 和雄 氏

小川 昌寛 氏

石井 孝裕 氏

サミ・アティヤ 氏 クラウス・クーニヒ 氏
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	はじめに	　
東京都　戦略政策情報推進本部 戦略事業担当部長 小川 祥直 氏

	Tokyo	Robot	Collection	の事業概要	　
NTTデータ経営研究所　パートナー 三治 信一朗 氏

	ロボット実証の成果報告	　
「コミュニケーションAI育成」
東日本旅客鉄道　技術イノベーション推進本部ITストラテジー部門 次長 中川 剛志 氏

「街全体のロボット実装化に向けた実証」
竹芝エリアマネジメント 事務局長／東急不動産 都市事業ユニット都市事業本部　

ビル事業部 事業企画グループ グループリーダー 田中 敦典 氏

〈ロボット事業者による報告〉
サイバーエージェント／メルカリ／コネクテッドロボティクス／CiP協議会／川崎重工業

「次世代型施設管理構築の実証/運搬ロボットの自律・追従走行実証」
三菱地所　DX推進部 統括 渋谷 一太郎 氏

「空港の警備・災害・移動対応等ロボットの実証」
日本空港ビルデング　旅客ターミナル運営本部 施設管理グループ 施設運営部 担当部長　

兼 施設企画管理部担当部長 兼 施設計画室／東京オリンピック・パラリンピック推進室担当室長　

兼 事業開発推進本部 事業開発部 担当部長 志水 潤一 氏

〈ロボット事業者による報告〉
セコム

 

	パネルディスカッション	　
●パネリスト：
東京都　戦略政策情報推進本部 戦略事業担当部長 小川 祥直 氏

東日本旅客鉄道　技術イノベーション推進本部 ITストラテジー部門 次長 中川 剛志 氏

竹芝エリアマネジメント　事務局長／東急不動産 都市事業ユニット 都市事業本部 

ビル事業部 事業企画グループ グループリーダー 田中 敦典 氏

三菱地所　DX推進部 統括 渋谷 一太郎 氏

日本空港ビルデング　旅客ターミナル運営本部 施設管理グループ 施設運営部 

担当部長 兼 施設企画管理部担当部長 兼 施設計画室／東京オリンピック・パラリンピック推進室

担当室長 兼 事業開発推進本部 事業開発部 担当部長 志水 潤一 氏

●コーディネータ：
NTTデータ経営研究所　パートナー 三治 信一朗 氏

Tokyo Robot Collection 未来は東京で創られる

日　時 12月18日㈬		10:30～12:00 会　場 東京ビッグサイト
西4ホール内メインステージ

主催：東京都

約500名参加者
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小川 祥直 氏

志水 潤一 氏渋谷 一太郎 氏

田中 敦典 氏中川 剛志 氏

三治 信一朗 氏

	未来ロボティクスエンジニア育成協議会覚書締結式	　
【概要説明】　　東京大学 名誉教授 佐藤 知正 氏

【挨　　拶】　　経済産業副大臣 牧原 秀樹 氏

	将来に向けたロボット関連人材育成セミナー	
【プレゼン1】　　国立高等専門学校機構本部　教育研究調査室 教授 本江 哲行 氏

【プレゼン2】　　北九州工業高等専門学校　専攻科２年 山本 悠加 さん

【プレゼン3】　　山梨県立甲府工業高等学校　機械科 第３学年

　　　　　　　　　　　　　　　　　 土屋 都人 さん／由井 琳久 さん／米永 有希 さん

将来に向けたロボット関連人材育成の方向性について

日　時 12月18日㈬		12:45～14:00 会　場 東京ビッグサイト
西4ホール内メインステージ

主催：経済産業省

約500名参加者

牧原 秀樹 氏 山本 悠加 さん

山梨県立甲府工業高等学校

佐藤 知正 氏 本江 哲行 氏
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インターナショナルサービスロボットフォーラム
『海外におけるサービスロボット産業の現状 ～欧州、ロシア、中国』

日　時 12月18日㈬	15:00～17:00 約400名参加者会　場 東京ビッグサイト
西4ホール内メインステージ

主催：日本ロボット工業会、日刊工業新聞社

Director of Robotics, EUnited ‒ European Engineering Industries Association 

 Patrick Schwarzkopf 氏

Head of Sberbank Robotics Laboratory Albert Yefimov 氏

Executive President, China Robot Industry Alliance  Song Xiaogang 氏

Regional Coordinator:Japan, Global NPO SprintRobotics  Michele Guarnieri 氏

日英同時通訳あり

	講演1	　
「建設生産・管理システムにおけるAI・ロボットの活用」
国土交通省　総合政策局 公共事業企画調整課 課長補佐 渡邉 賢一 氏

	講演2	　
「インフラ点検へのロボット導入推進について（点検AIの可能性）」
土木研究所　技術推進本部 先端材料チーム 上席研究員 新田 恭士 氏

建設生産・管理システムにおけるAI・ロボットの活用

日　時 12月19日㈭		10:30～12:00 会　場 東京ビッグサイト
西4ホール内メインステージ

主催：国土交通省

約400名参加者

渡邉 賢一 氏 新田 恭士 氏

Albert Yefimov 氏 Michele Guarnieri 氏Patrick Schwarzkopf 氏 Song, Xiaogang 氏
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開会挨拶
経済産業省　製造産業局　審議官 上田 洋二 氏

講演1 「産業IoTの将来ビジョンへの道筋：人と機械の将来、そしてシステムアプローチ」
ロボット革命イニシアティブ協議会　会長 大宮 英明 氏

講演2 「ドイツの新しい戦略的発展と日本との二国間協力」
ドイツ連邦　経済エネルギー省　次長 Markus Heß 氏

	セッション1	　「世界とつながる産業IoTの将来像」
基調講演1「人の能力を支援し高めるロボティクスイノベーション」
トヨタ・リサーチ・インスティテュート（TRI）　ロボティクス担当副社長 Max Bajracharya 氏

基調講演2「人間と機械のコラボレーションの新しいパラダイム」
acatech　理事会議長 Henning Kagermann 氏

講演3 「プラットフォーム・エコノミーには、国を超えた協力が必要」
東京大学　教授 梅田 靖 氏

パネルディスカッション 
●パネリスト：
トヨタ・リサーチ・インスティテュート（TRI）　ロボティクス担当副社長 Max Bajracharya 氏

acatech　理事会議長 Henning Kagermann 氏

東京大学　教授 梅田 靖 氏

独 経済エネルギー省　次長 Markus Heß 氏

●コーディネータ：
経済産業省　製造産業局　参事官 中野 剛志 氏

	セッション2	　「産業IoT将来像に向けた国際標準調整」
講演4「IIC：産業用IoTシステムの構築方法の学習」
Industrial Internet Consortium　最高技術責任者 Stephen Mellor 氏

講演5「スマート生産技術の持続可能な研究戦略」
インダストリー4.0研究評議会　科学委員長／ダルムシュタット工科大学　教授

 Reiner Anderl 氏

講演6「信頼できるデータ共有アーキテクチャを確立するためのシステムアプローチ」
International Data Spaces Association　副会長／フラウンホーファー研究所　教授

 Boris Otto 氏

ロボット革命・産業IoT国際シンポジウム2019
『グローバルトップが語る「産業用IoTの将来ビジョンへの道筋」』

日　時 12月19日㈭	13:00～17:45 約800名参加者会　場
東京ビッグサイト
会議棟1F レセプションホールA・B

主催：経済産業省、ロボット革命イニシアティブ協議会日英同時通訳あり



10

講演7「第4次産業革命における日独専門家協力」
ロボット革命イニシアティブ協議会　国際標準化アクショングループ　主査

／東京大学　名誉教授 木村 文彦 氏

パネルディスカッション 
●パネリスト：
Industrial Internet Consortium　最高技術責任者 Stephen Mellor 氏

インダストリー4.0研究評議会　科学委員長／ダルムシュタット工科大学　教授

 Reiner Anderl 氏

International Data Spaces Association　副会長／フラウンホーファー研究所　教授

 Boris Otto 氏

●コーディネータ：
ロボット革命イニシアティブ協議会　国際標準化アクショングループ　主査

／東京大学　名誉教授 木村 文彦 氏

閉会挨拶 
ロボット革命イニシアティブ協議会　運営幹事 中富 道隆 氏

●パネリスト：
フューチャー　代表取締役会長兼社長 金丸 恭文 氏

ロボットビジネス支援機構（RobiZy）　理事 源田 浩 氏

農林水産省　農林水産事務次官 末松 広行 氏

オプティム　代表取締役社長 菅谷 俊二 氏

●コーディネータ：
モビリティジャーナリスト 楠田 悦子 氏

ロボット・ICTが拓くスマート農業の未来

日　時 12月19日㈭		13:30～15:00 会　場 東京ビッグサイト
西4ホール内メインステージ

主催：日本ロボット工業会、日刊工業新聞社

約500名参加者

金丸 恭文氏 菅谷 俊二氏 楠田 悦子 氏末松 広行氏源田 浩氏
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	開会挨拶	　
新エネルギー・産業技術総合開発機構　理事 今井 淨 氏

	招待講演1	　
President, Association for Advancing Automation　 Jeff Burnstein 氏

	招待講演2	
大阪大学　先導的学際研究機構附属共生知能システム研究センター 特任教授

 浅田 稔 氏

	NEDOピッチ	　「2020年、NEDOの次なる一手」
新エネルギー・産業技術総合開発機構　ロボット・AI部

　　　　　　　　　　　　　　金谷 明倫 氏／仙洞田 充 氏／茂手木 敦史 氏／和佐田 健二 氏

	閉会挨拶	
新エネルギー・産業技術総合開発機構　ロボット・AI部長 弓取 修二 氏

NEDOロボット・AIフォーラム2019

日　時 12月20日㈮		10:15～12:00 会　場 東京ビッグサイト
西4ホール内メインステージ

主催：新エネルギー・産業技術総合開発機構

約500名参加者
日英同時通訳あり

今井 淨 氏 浅田 稔 氏Jeff Burnstein 氏

仙洞田 充 氏

金谷 明倫 氏

茂手木 敦史 氏 和佐田 健二 氏 弓取 修二 氏
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	講演	　
「空飛ぶクルマの世界動向と技術的、制度的課題」
東京大学　特任教授、名誉教授 鈴木 真二 氏

「空の移動革命に向けた政府の取組」
経済産業省　製造産業局 総務課長 藤本 武士 氏

「ヤマトの『空飛ぶトラック』がもたらす未来とその開発」
ヤマトホールディングス　社長室 eVTOLプロジェクトチーフR&Dスペシャリスト 伊藤 佑 氏

「日本発 空飛ぶクルマ”SkyDrive”の開発について」
SkyDrive 代表取締役／有志団体CARTIVATOR 共同代表 福澤 知浩 氏

	パネルディスカッション	　
●パネリスト：
経済産業省　製造産業局 総務課長 藤本 武士 氏

ヤマトホールディングス　社長室 eVTOLプロジェクトチーフR&Dスペシャリスト 伊藤 佑 氏

SkyDrive 代表取締役／有志団体CARTIVATOR 共同代表 福澤 知浩 氏

●コーディネータ：
東京大学　特任教授、名誉教授 鈴木 真二 氏

空飛ぶクルマの実用化に向けた最新の開発動向と取り組み

日　時 12月20日㈮		13:30～16:10 会　場 東京ビッグサイト
西4ホール内メインステージ

主催：モノづくり日本会議

約700名参加者

藤本 武士 氏 福澤 知浩 氏伊藤 佑 氏 鈴木 真二氏 
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中野 剛志 氏 岩本 晃一 氏

表彰式 ポスターセッション

野瀬 由喜男 氏

長谷川 達也 氏 久貝 卓 氏

	開会挨拶	　
経済産業省　製造産業局 参事官 中野 剛志 氏

	取組紹介	　
北九州産業学術推進機構(FAIS)　ロボット技術センター長 野瀬 由喜男 氏

経済産業研究所／日本生産性本部　上席研究員 岩本 晃一 氏

広島県　商工労働局 イノベーション推進チーム担当課長 長谷川 達也 氏

	第3回スマートものづくり応援ツール	表彰式	

	閉会挨拶	
日本商工会議所　常務理事 久貝 卓 氏

	ポスターセッション	　
・ポスター掲示＆情報交換（ネットワーキング）・ライトニングトーク

スマートものづくり応援機関全国フォーラム 
『IoT、ロボット、カイゼン活動による中小企業の生産性向上』　

日　時 12月20日㈮	13:00～16:00 約250名参加者会　場
東京ビッグサイト
会議棟1F レセプションホールA

主催：経済産業省、ロボット革命イニシアティブ協議会（RRI）
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	開会挨拶・プロジェクトの概要について	　
産業技術総合研究所　プロジェクトリーダ [ソフトウェアG] 安藤 慶昭 氏

	ソフトウェアコンソーシアムにおける安全に関する取組	　
日本品質保証機構（JQA）

[ソフトウェアG：産総研・東大・TORK・eSOL・JQA] 櫛引 豪 氏

	移動分野	

「汎用自律走行ロボットプラットフォーム普及に向けて/iRex統合デモについて」
東芝　[東芝G] 山本 大介 氏

「自律移動技術のプラットフォーム化に向けた取組み」
パナソニック　[パナソニックG] 安藤 健 氏

	マニピュレーション分野	

「ロボット活用型市場化適用技術開発プロジェクトへの川崎重工業の取り組みについて」
川崎重工業　[川崎重工G] 亀山 篤 氏

「人型多能工ロボットとロボットタスクインテグレーションテーブル（RIT）による
セル生産システムプラットフォームの開発」
カワダロボティクス　[カワダロボティクスG]　 宮森 剛 氏

「次世代FMSに向けたオープンハードプラットフォーム開発」
富士ソフト　[富士ソフト・日本電産グループG] 石川 貴雄 氏

	サービス・デバイス分野	

「3D視覚カメラによるロボットビジョンプラットフォーム『RoVI』と
ビジュアルティーチングアプリケーション」
YOODS　[YOODS G] 原田 寛 氏

「人と共働して軽作業をするロボットプラットフォームの開発」
名城大学　[セック・THK・名城大学G] 大原 賢一 氏

「市場化プロジェクト最終年度にむけて・閉会挨拶」
NEDO　プロジェクトマネージャ 和佐田 健二 氏

NEDOロボット活用型市場化適用技術開発プロジェクトシンポジウム

日　時 12月20日㈮		13:30～16:10 会　場 東京ビッグサイト
南ホール2F 会議室B

主催：新エネルギー・産業技術総合開発機構

約150名参加者
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	開会挨拶	　
ドイツ連邦経済エネルギー省　産業政策局 副局長 マルクス・ヘス 氏

	講演1	　「ドイツのインダストリー4.0への投資」
ドイツ貿易・投資振興機関(GTAI) クラウディア・グリューネ 氏

	講演2	　「クラウドとデータ主権：GAIA-X、インターナショナル・データ・スペース、
　　　　　国際的な相互運用性」
インターナショナル・データ・スペース協会　CEO ボリス・オットー 氏

	セッション1：IIoT	-	ITセキュリティの国際動向

	講演3	　「産業セキュリティの標準化ロードマップ －新たな課題とチャンスー」
Plattform Industrie 4.0／シーメンス社　

組み込みシステム・インダストリー4.0・IoTセキュリティ部長 ヴォルフガング・クラーゼン氏

	講演4	　「IIoTセキュリティ ー信頼性の役割ー」
RRI 産業セキュリティＷＧ／日立製作所 大みか事業所　

制御セキュリティ設計部 グループリーダ主任技師 山田 勉 氏

	セッション2：IIoT	-	国際標準化

	講演5	　「インダストリー4.0における標準化とB2Bプラットフォームのロードマップ」
Plattform Industrie 4.0／シーメンス社 上級主席エンジニア ウルリヒ・レーヴェン 氏

	講演6	　「共同ホワイトペーパー：社会の進歩のためのヒューマンマシンインタラクションの実現」
RRI 国際標準化アクショングループ主査／東京大学　名誉教授 木村 文彦 氏

	セッション3：パネルディスカッション

「インダストリー4.0とコネクテッドインダストリーズの将来に向けた協力の方向性」
●パネリスト：
RRI 国際標準化アクショングループ 主査／東京大学　名誉教授 木村 文彦 氏

Plattform Industrie 4.0／シーメンス社 組み込みシステム・インダストリー4.0・IoTセキュリティ部長

 ヴォルフガング・クラーゼン 氏

Plattform Industrie 4.0／シーメンス社 上級主席エンジニア ウルリヒ・レーヴェン 氏

インターナショナル・データ・スペース協会　CEO ボリス・オットー 氏

RRI 産業セキュリティＷＧ／日立製作所　大みか事業所 

制御セキュリティ設計部 グループリーダ主任技師 山田 勉 氏

●モデレーター：
在日ドイツ連邦共和国大使館　経済・科学技術部 公使参事官

　　　　　　　　　　　　　　　　  スザンネ・ヴェルター氏

日独エキスパート・フォーラム
『Industrie 4.0 / Connected Industries』

日　時 12月20日㈮	13:00～15:30 約150名参加者会　場
東京ビッグサイト
会議棟6F 会議室607・608

主催：ドイツ連邦経済エネルギー省、在日ドイツ大使館、在日ドイツ商工会議所、ドイツ貿易・投資振興機関(GTAI)日英同時通訳あり
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産業用ロボットの新たな活用アイデアコンテスト地方予選において、最優秀者に選ばれた高校生・高専生によるプレ

ゼンテーションと表彰式を行いました。

ロボットアイデア甲子園　最終発表会・表彰式

日　時 12月21日㈯		13:00～17:00 会　場 東京ビッグサイト
青海セミナー会場

主催：FA・ロボットシステムインテグレータ協会、日本ロボット工業会

約200名参加者

	プレゼンテーション	　
東京大学　情報理工学研究科 教授 石川 正俊 氏
京都大学　情報学研究科 教授 河原 達也 氏
立命館大学　理工学部ロボティクス学科 教授 川村 貞夫 氏
	トークセッション	　
●パネリスト：
東京大学　情報理工学研究科 教授 石川 正俊 氏
京都大学　情報学研究科 教授 河原 達也 氏
立命館大学　理工学部ロボティクス学科 教授 川村 貞夫 氏
●コーディネータ：
日刊工業新聞　記者 小寺 貴之

見る、聞く、動く―最先端エキスパートに問う

日　時 12月21日㈯		14:30～16:20 会　場 東京ビッグサイト
西セミナー会場

主催：日刊工業新聞社、モノづくり日本会議

約100名参加者

介護ロボット東京フォーラム
日　時 12月20日㈮	14:30～17:00 約100名会　場 東京ビッグサイト 南セミナー会場 参加者

各種セミナー
RTミドルウェア講習会

日　時 12月18日㈬	10:00～17:00 会　場 東京ビッグサイト 会議棟8F 802会議室
主催：産業技術総合研究所 　　共催：日本ロボット工業会、ロボットビジネス推進協議会 RTミドルウェアWG

ロボットエンジニアリングセミナー

インターナショナルロボットハイスクール

日　時

日　時

12月19日㈭	14:00～17:00

12月21日㈯	9:30～17:00、12月22日㈰	9:00～16:00

約100名

約100名

会　場

会　場

東京ビッグサイト 南ホール2F 会議室B

東京ビッグサイトおよびTFTビル

主催：日本ロボット工業会、FA・ロボットシステムインテグレータ協会

主催：介護ロボットの普及拠点事業事務局

主催：日本ロボット学会　　共催：日本ロボット工業会、日刊工業新聞社

参加者

参加者
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出展者セミナー

■	青海セミナー会場（青海Aホール内）

■	西セミナー会場（西4ホール内）

日 時間 タイトル 出展者名

18
日

11:30〜12:10 工場内の様々な自動化に貢献するロボット開発への取り組み ダイヘン
13:30〜14:10 協働ロボットUR 〜導入事例と購入前後のサポート紹介〜 因幡電機産業
14:30〜15:10 ロボット用インテリジェントアクチュエータユニットのご紹介 ニコン
15:30〜16:10 ロボットアームの高精度ビジュアルフィードバック制御 チトセロボティクス

19
日

10:30〜11:10 AWS RoboMakerによるCIパイプラインの構築 アマゾンウェブサービス
11:30〜12:10 ファナックロボットの最新技術 ファナック
12:30〜13:10 ロボットを活用した日本のものづくりの将来 髙丸工業
13:30〜14:10 ロボットの概念を変えるi-Automation!による人と機械の協調 オムロン
14:30〜15:10 DX時代における製造現場の取り組みについて ミツイワ
15:30〜16:10 ロボットのピック＆プレース向けの柔軟な3軸振動パーツフィーダ アジリル

20
日

10:30〜11:10 高次組立て技能実現のための機械学習と力覚センシング 埼玉大学 辻研究室
11:30〜12:10 「未来の工場」の最新技術と新領域への展開 ABB
12:30〜13:10 デジタルファクトリーが実現する製造業の未来とそのステップ Team Cross FA
13:30〜14:10 つながる、つかえるロボットFA 川崎重工業
14:30〜15:10 ロボット技術者の育成でお困りではありませんか？ バイナス
15:30〜16:10 人間の物体操作を模倣するロボット 筑波大学 モーションコントロール研究室

日 時間 タイトル 出展者名

18
日

11:30〜12:10 Democratizing robot programming Wandelbots
12:30〜13:10 QKM Robot Promotion QKM Technology（Dongguan）
13:30〜14:10 世界初SIL2/Pld規格対応の3Dレーダーによる安全センサー INXPECT
14:30〜15:10 協働ロボットと人体の衝撃力測定器（新製品CoboSafe）の御紹介 エクセル
15:30〜16:10 ロボットで、倉庫ビジネスを変えていく 三菱商事

19
日

10:30〜11:10 協働ロボット Sawyer（ソーヤー）〜実績と事例で徹底解説〜 住友重機械工業 メカトロニクス事業部
11:30〜12:10 オフライン ロボット プログラミングとシミュレーターの活用 ジェービーエムエンジニアリング
12:30〜13:10 協働ロボットを活用した自動化の取り組み Universal Robots／愛同工業
13:30〜14:10 協調ロボットから協調アプリケーションまで OnRobot
14:30〜15:10 産業用ラズパイで実現する製造現場IoT ハーティング
15:30〜16:10 Mech-Mind ロボットAI+3Dビジョン製品紹介 Mech-Mind Robotics Technologies

20
日

10:30〜11:10 進化する工作機械の自動化 DMG森精機
11:30〜12:10 協働ロボットに+1　箱詰めからパレタイズまで、真空搬送の可能性 シュマルツ
12:30〜13:10 開発支援のための構造最適化CAE・非接触ひずみ計測技術のご紹介 構造計画研究所
13:30〜14:10 人の代替えを目的とするロボット導入とは THK
14:30〜15:10 産業用ロボットの実践的なEMC対策事例 北川工業
15:30〜16:10 3次元CADでオフラインティーチングする時代 クリエイティブマシン

■	南セミナー会場（南3ホール内）
日 時間 タイトル 出展者名

18
日

11:30〜12:10 人とロボットの「共存」が拓く、スマートファクトリ－ 三菱電機
13:30〜14:10 東京ビッグサイトにおけるサービスロボットの社会実装について 東京都立産業技術研究センター
14:30〜15:10 変形ロボットのビジネス化アプローチ Robosen

19
日

10:30〜11:10 新世代の自律ロボット開発のための油圧アクチュエータ・制御機器 日本ムーグ
11:30〜12:10 新感覚、家族を繋ぐコミュニケーションロボットBOCCOemo ユカイ工学
13:30〜14:10 安川電機におけるロボット自律化向上の取り組み 安川電機
14:30〜15:10 ロボットに目と知性を　－アーティフィシャルワーカの実現－ リンクス

20
日

11:30〜12:10 「みえる」「できる」で現場を変える エプソン販売／セイコーエプソン
13:30〜14:10 IoT時代における不二越の“繋がる”産業用ロボットについて 不二越
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併催企画

第8回ロボット大賞受賞ロボット合同展示

World Robot Summit トライアル競技会2019

「第8回ロボット大賞」を受賞した各種ロボットを展示。

WRS2020の開催に先立ち、トライアル競技会を開催。製品組立チャレンジでは、ロボットが大小様々な部品

を把持し組み立てる速さと正確性を競った。フューチャーコンビニエンスストアチャレンジでは、商品陳列・

廃棄、接客、トイレ清掃など、店舗内で人と一緒に働くロボット技術を競った。

会　場 東京ビッグサイト 西4ホール内

会　場 東京ビッグサイト 南4ホール内

主　催 経済産業省（幹事）、日本機械工業連合会（幹事）

主　催 経済産業省、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
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■『水中ロボット操縦体験ゾーン』『フードロボティクスゾーン』『DMM.make AKIBAゾーン』
　　協力：ROBO la NIGHT準備委員会、松山工業、DMM.make AKIBA、

　　  　　 FUJITSU Knowledge Integration Base PLY、AFK研究所、モリロボ、宮武 茉子 氏

■『VEX IQチャレンジ』『VEX ロボティクス・コンペティション』
　　主催：青少年科学技術振興会

■『オリジナルの「TonTonゴリラ」で紙ずもうをしよう！』／作品展示（宇田川 誉仁 氏）
　　協力：Shovel Head

■『Robot Holiday』
　　協力：マイクロスター

体験企画「つくる☆さわれる国際ロボット展」
会　場 東京ビッグサイト 西4ホール内メインステージ、南セミナー会場

経済産業省（幹事）、日本機械工業連合会（幹事）
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会場図面
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アーク
アールティ
アイエイアイ
IFR International Federation 
of Robotics
アイザック
アイシイ
アイシーハウス／テクタイト
　※iC Haus
愛知県　大府市
愛知産業
　※米国マグスイッチ社
アイ・ディー・エス
アイティメディア
IDEC
　※IDECファクトリー
　　ソリューションズ
i-RooBO Network Forum
　※AIDOR共同体・大阪市
　※ヴイストン
　※クラボウ
　※東洋理機工業
アクサ・インベストメント・
　マネージャーズ
アクサ・インベストメント・
　マネージャーズ
アサ電子工業
旭興産
アジリル
アステクノス
アセントロボティクス
アペルザ　
アマゾンウェブサービス
Amorphology
アルゴ
アンドロボティクス
Amphenol Industrial
イーティーエィコンポーネンツ
イグス
因幡電機産業
イノフィス
INXPECT
インタフェース
ウエノテクニカ
AirTAC
HCI
　※エーアイティー
　※コーエイシステム
　※悠電
HSOAR Precision Motion
H2L
エイテック
ABB
エクサウィザーズ
Exliteron
エクセル
SMFLレンタル
SMC
SPIエンジニアリング
SUS
エヌ・ティー・エス
NOK
　※日本メクトロン
エヌテック
FADrone
FA・ロボットシステムインテ
グレータ協会
エプソン販売
　※セイコーエプソン
エムス・テック
AUTOLAB
オーム電機
沖電線
小倉クラッチ
オザック精工
Obodroid
OHMNIROBO
オムロン
オムロンソーシアル
ソリューションズ
ORiN協議会
オリエンタルモーター
OLPASO
OnRobot

介護ロボット東京フォーラム
展示ゾーン
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A-02
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W1-31
A-51
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S4-11
S4-13
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S4-18
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A-56
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青海
南

西
青海
南
西

南

蘇州穿山甲機器人
　※パンゴリン・ロボット・ジャパン
ソフトロニクス
ソラリス
ソリッドワークス・ジャパン
SOLOMON Technology

大新技研
大電
ダイドー
第8回ロボット大賞合同展示
ダイヘン
大和電業
Taiwan Automation 
Intelligence and Robotics 
Association（TAIROA）
　※Coretronic
　※DMP Electronics
　※GMT GLOBAL
　※Inner-Energy 
　　Technology
　※KAIPHONE 
　　TECHNOLOGY
　※LEADERG
　※LIPS
　※MINCHEN GEAR
　※SF TECHNOLOGY
　※SOLOMON 
　　Technology
　※SYNTEC 
　　TECHNOLOGY
　※TAIWAN ALPHA 
　　ELECTRONIC
　※YING HAN 
　　TECHNOLOGY
髙丸工業
匠
タツタ
タツタ電線
　※タツタ立井電線
　※中国電線工業
多摩川精機
Team Cross FA
　※FAプロダクツ
　※オフィス　エフエイ・コム
　※日本サポートシステム
　※ロボコム
チトセロボティクス
China Machinery 
Engineering Suzhou
中央大学　中村研究室
中国国際工業博覧会
　※上海ロボット協会
中国ロボット産業連盟（CRIA)
中小機構 海外展開相談
コーナー
筑波エンジニアリング
筑波大学　モーションコント
ロール研究室
TACC
THK
DMカードジャパン
DMG森精機
DeepRobotics
データロジック
デクシス
テクノハンズ
Techman Robot
デンソーウェーブ
ドイツ貿易･投資振興機関

（GTAI）
東京測器研究所
東京都立産業技術研究センター
東京理科大学
Tokyo Robot Collection／
東京都
東京ロボティクス
東芝機械
東北大学　田所・昆陽・多田
隈研究室
東北大学　田中（秀）研究室
東北大学 FingerVision
プロジェクト
東和コーポレーション
トーカドエナジー
Doog
常盤産業
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A-12
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青海

各務原市
　※エフ・アイ・ティ
　※中部地域SIer連携会
　※日晃オートメ
カサイテクノ
KADO
金子コード
加茂精工
川崎重工業
カワダロボティクス
韓国貿易投資振興公社
(KOTRA)／韓国ロボット
産業協会（KAR）
　※AstroX
　※BRAIT Korea
　※DAINCUBE
　※Erea-Tech
　※Joeun Edu-Tech
　※JOY DRONE
　※MINIROBOT
　※Robomation
　※WOW Future’ Tech
　※Yujin Robot 
　※ZEUS
カンタム・ウシカタ
　※伊藤忠マシンテクノス
関東精機
GUANGDONG JATEN 
ROBOT& AUTOMATION
キーエンス
北川工業
北九州ロボットフォーラム／
北九州産業学術推進機構
　※北九州地域を核とした
　　SIerネットワーク
　※九州工業大学
　　柴田智広研究室
　※九州工業大学　社会
　　ロボット具現化センター
　※新日本非破壊検査
岐阜大学
木村洋行
キャドマック
キャプテンインダストリーズ
QRS
QKM Technology 
(Dongguan)
旭光電機
KUKA Japan
クリエイティブテクノロジー
クリエイティブマシン
クロイツ
群馬県産業支援機構
　※ウエノテクニカ
　※大道産業
　※サンコー・インダストリアル・
　　オートメーション
　※システムセイコー
　※タカノ
　※日本省力機械
慧灵科技（深圳）
K-power Technology
ケーメックス
KEBA Japan
コアレスモータ
光進電気工業
厚生労働省／
介護ロボット東京フォーラム
構造計画研究所
甲府精鋲
神戸高専　NEXT Robotics
コスメック
小原歯車工業
小森安全機研究所
近藤科学
近藤製作所

SATECH
SERVO-ROBOT JAPAN
埼玉県産業振興公社
埼玉大学 辻研究室
サイベックコーポレーション
相模原市
さがみはらロボットビジネス
協議会
　※愛知産業
　※F-Design
　※大沢工業
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　※ステラ技研
　※ビット・トレード・ワン
　※ボード・プランニン
　※メディアロボテック
　※MEMOテクノス
産業技術総合研究所　
知能システム研究部門
三共製作所
三恵工業
三桂製作所
サンコール
　※フィンガルリンク
三松
三明機工
三友工業
山洋電気
三和ニードルベアリング
シーエムエス
CKD
　※CKD日機電装
シーメンスデジタルインダスト
リーズソフトウェア
CYS Model Technology
ジェイテクト
JMACS
ジェービーエムエンジニアリング
Genesis Robotics and 
Motion Technologies
ジェピコ
シチズンマイクロ
シナノケンシ
芝浦工業大学
Zivid
　※Micro-Technica
ジマテック
ジャパンイノベーションチャレンジ
Shanghai Jiuxie Machinery
Zhuhai KwunHing 
Machinery & Electronic
シュマルツ
シュメアザール
シュンク・ジャパン
Changzhou FTX Motors
JOHNAN
昭洋精機
Syrius Robotics
新エネルギー・産業技術総合
開発機構（NEDO）
新興技術研究所
新光電子
Shenzhen EAI Technology
Shenzhen Han's Motion 
Technology
SHENZHEN YUEJIANG 
TECHNOLOGY
　※ECOGUARD 
　　MACHINE PROTECTION
　※JIANGSU HAUTO NC 
　　TECHNOLOGY
新東工業
新陽冷熱工業
スギノマシン
スキューズ
鈴幸商事
スター精機　アインツ事業部
ストーブリ
スペイシャル
住友重機械工業　
PTC事業部
住友重機械工業　
メカトロニクス事業部
住友商事マシネックス
Zhejiang Laifual Harmonic Drive
西部電機
セニット・ジャパン
ゼネテック
XELA Robotics
泉州電業
　※エヌビーエス
先端材料技術協会
　※エーシーエム
　※エコノロジーブレイン
　※グラファイトデザイン
　※サンワトレーディング
　※新報国製鉄
　※TISM
　※東京R&Dコンポジット工業
　※羽生田鉄工所

W4-16
W4-16
W4-16
W4-16
W4-16
S3-33

B-15
W1-08
W4-14
S3-25
S3-25
A-37
A-23

W4-24
W1-56
W4-04
W3-45
W1-61
W1-61
W3-29

S4-12
S3-06
W1-60
W3-38
W4-33

W1-22
W1-46
A-43

S3-53
W3-31
W3-31
W4-23
S4-02
A-58

W2-07

W2-22
W3-21
W1-03
W4-37
W3-40
W4-11
W4-21
S4-07

W2-20
S3-38
S3-28
B-02

W1-14

W1-14

W1-14

A-16
S3-49
S3-45
A-06
A-15
B-04
W1-17
W2-16
W1-34

W2-39

W4-01
W3-33
A-38

W3-28
B-05
W1-19
W1-13
W1-13
A-20
A-20
A-20
A-20
A-20
A-20
A-20
A-20
A-20

西
西
西
西
西
南

青海
西
西
南
南

青海
青海
西
西
西
西
西
西
西

南
南
西
西
西

西
西

青海
南
西
西
西
南

青海
西

西
西
西
西
西
西
西
南

西
南
南

青海

西

西

西

青海
南
南

青海
青海
青海
西
西
西

西

西
西

青海
西

青海
西
西
西

青海
青海
青海
青海
青海
青海
青海
青海
青海

出展者一覧 （五十音順 ※は共同出展者）
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　※トキワシステム
　　テクノロジーズ
トピー工業
トビー・テクノロジー
富山県新世紀産業機構
　※小矢部精機
　※小泉製作所（IKS)
　※とやまロボット技術研究会
　※ユニオンテクノ・石金精機
豊田市
トヨタ自動車
トライエンジニアリング
トランセンド

ナノコート・ティーエス
ナブテスコ
鍋屋バイテック会社
ナベル
ニコン
ニチコン
日伝
日刊工業新聞社
日韓産業技術協力財団
ニッタ
日本精工
日本トムソン
日本トレルボルグシーリング
ソリューションズ
日本ベアリング
日本航空電子工業
日本ジッパーチュービング
日本電産シンポ
日本認証
　※セーフティグローバル
　　推進機構
日本バイナリー
日本ピスコ
日本物流システム機器協会
日本貿易振興機構（ジェトロ）
日本包装機械工業会
日本ムーグ
日本ロボット学会
日本ロボット工業会
日本ロボット工業会
ニュースダイジェスト社
Next Technology
農林水産省
　※上山集楽みんなの農業
　　コンソーシアム
　※宇都宮大学／アイ・アート
　※オプティム
　※三陽機器
　※シブヤ精機
　※ナイルワークス
　※日本総合研究所
　※農研機構　農業技術
　　革新工学研究センター
　※農研機構　
　　農村工学研究部門
　※パナソニック
　※パワーアシスト
　　インターナショナル
　※立命館大学・オサダ農機
　　（露地野菜生産ロボット
　　化コンソーシアム）

パーツサプライセンター
　※Xiamen Wain Electrical Co.,Ltd.
ハーティング
ハーモテック
ハーモニック・ドライブ・
システムズ
ハイウィン
バイナス
ハイボット
パナソニック
浜口ウレタン
林製作所
Hangzhou Seenpin Robot 
Technology
ピアブ・ジャパン
ピーアンドエフ
ビ－・アンド・プラス
ビー・エル・オートテック
Piezo Sonic
樋口工作所
VisionComponents
ひろしま生産技術の会
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南
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青海
西
西
西

青海

青山精工
厚木市
　※厚木市ロボット産業推進
　　協議会
ATSUMO（あつぎものづくり
ブランドプロジェクト）
イクシス
A･R・P
小川優機製作所
神奈川県
神奈川県企業誘致促進協議会
神奈川県立産業技術総合研
究所（KISTEC）
かわさき新産業創造センター
かわさきロボット競技大会
慶應義塾大学 ハプティクス
研究センター
コーワテック
コロンバス精機
相模化学金属
CIJ
　※アサイ・エンジニアリング
ダブル技研
テレビジネス
パイオニア風力機
藤沢商工会議所
　※Amoeba Energy
　※サイマコーポレーション
　※高井精器
　※日興研磨工業所
　※モールドテック
VECTOR
MEMOテクノス
横浜電子

（横浜IoT協同組合会員）
よこはまファクトリー
ロボットゆうえんち 

W4-41-03
W4-41-22
W4-41-22

W4-41-25

W4-41-17
W4-41-10
W4-41-15
W4-41-09
W4-41-12
W4-41-13

W4-41-14
W4-41-11
W4-41-24

W4-41-21
W4-41-20
W4-41-18
W4-41-05
W4-41-05
W4-41-27
W4-41-16
W4-41-04
W4-41-01
W4-41-01
W4-41-01
W4-41-01
W4-41-01
W4-41-01
W4-41-26
W4-41-08
W4-41-07

W4-41-02
W4-41-23

西
西
西

西

西
西
西
西
西
西

西
西
西

西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西

西
西

　※ICHIKAWA
　※インタフェース
　※エネルギア・
　　コミュニケーションズ
　※オフィス エフエイ・コム
　※キーレックス
　※ニイテック
　※ハイエレコン
　※ヒロテック
　※平和情報システム
ヒロセ電機
ファナック
福井大学
　※若狭湾エネルギー
　　研究センター
福岡県ロボット・システム
産業振興会議
　※正興電機製作所
　※匠
　※テムザック
福島ロボットテストフィールド
　※磯上歯車工業
　※エクストエンジニア
　※スペースエンター
　　テイメントラボラトリ
　※スペースワン
　※日本原子力研究開発機構
　　福島研究開発部門
　※Fabo
　※プロドローン
FUJI
不二越
富士製作所
富士フイルム
双葉電子工業
フューチャアグリ
ブロードコム
北陽電機
Bot3

マイクロスター
マイクロテック・ラボラトリー
マクシスエンジニアリング
マクソンジャパン
マツイ
マッスル
Manufacturing Expo
豆蔵
三重ロボット外装技術研究所
三木プーリ
ミツイワ
　※バイナス
ミツトヨ
三菱重工業
三菱商事
三菱電機
三菱電機システムサービス
三菱電機特機システム
ミネベアミツミ
妙徳
Mira Robotics
MUJIN
メイキコウ
メイコー
Mech-Mind Robotics 
Technologies
メトロール
Mobile Industrial Robots
モリタアンドカンパニー

安川電機
ヤナギハラメカックス
山形大学　ソフトマターロボ
ティクスコンソーシアム
山善
ヤマハ発動機
ユーシン精機
ユーピーアール
UFACTORY
Eureka Robotics
ユカイ工学
豊電子工業
Universal Robots
ユニパルス
　※ロボテック
吉野川電線

Rapyuta Robotics

A-19
A-19
A-19

A-19
A-19
A-19
A-19
A-19
A-19
B-13
B-31

S3-44
S3-44

S3-46

S3-46
S3-46
S3-46
S4-23
S4-23
S4-23
S4-23

S4-23
S4-23

S4-23
S4-23
W2-09
S1-04
W4-05
W3-43
W1-16
S3-37
W1-12
S3-17
A-54

S3-57
S3-15
W2-31
S3-09
W1-33
S4-06
W3-34
W1-59
W2-04
B-12
A-13
A-13
A-49

W2-11
W3-20
S1-03
A-18

W4-02
W4-25
W1-18
S3-42
S2-01
A-22
B-11

W2-17

B-26
W2-03
A-57

S2-03
A-17

S3-20

A-30
S1-01
B-29

S3-58
S4-16
W4-31
S4-10
A-29

W2-02
W1-25
W1-25
B-10

A-36

青海
青海
青海

青海
青海
青海
青海
青海
青海
青海
青海
南
南

南

南
南
南
南
南
南
南

南
南

南
南
西
南
西
西
西
南
西
南

青海

南
南
西
南
西
南
西
西
西

青海
青海
青海
青海
西
西
南

青海
西
西
西
南
南

青海
青海
西

青海
西

青海

南
青海
南

青海
南

青海
南
南
西
南

青海
西
西
西

青海

青海

Leaderdrive Harmonious 
Drive System
リッコー
立命館大学ヒューマノイド
システム研究室
　※KYB-YS
　※モリ工業
リバスト
リンクウィズ
リンクス
LeiShen Intelligent System
レイデント工業
LEONI Wire & Cable 
Solutions Japan
レニショー
ローデ・シュワルツ・ジャパン
ロゼッタ
ロボカップアジアパシフィッ
ク2020あいち開催委員会（愛
知県）
Robosen
ロボット革命イニシアティブ
協議会（RRI）
ロボットサービスイニシアチブ

（RSi）
RoboMaster日本委員会

World Robot Summit
ワコーテック
早稲田大学　菅野研究室
Wandelbots

W1-29

S3-01
S3-40

S3-40
S3-40
S3-14
A-24

W1-15
S3-50
W1-06
A-52

W1-11
W4-06
W4-20
S4-22

S3-47
W2-43

S3-54

S4-17

S4-24
B-22

W1-20
W2-23

西

南
南

南
南
南

青海
西
南
西

青海

西
西
西
南

南
西

南

南

南
青海
西
西

かながわロボットイノベーション／
モノづくりパビリオンwithかながわ

な

ま

わ

や

ら

は
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未
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サ
ー
ビ
ス

ロ
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用

ロ
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ッ
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ゾ
ー
ン

（％）

0.0
（0.9）

31.4
（33.0）

68.6
（66.1）

Q1.
ご来場に際して、どちらのロボットゾーンを
目的に来場されましたか？

※（　）は前回2017年の数字

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

未
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答

そ
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他

学
生

大
学･

教
育
機
関

公
的
機
関

官
公
庁

自
治
体

農
林
水
産
業

金
融･

保
険

医
療･

福
祉･

介
護

商
社

情
報･

通
信

流
通･

サ
ー
ビ
ス

不
動
産･

ディ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

建
設･

土
木

印
刷･

出
版

食
品･

医
薬･

化
粧
品

化
学

繊
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衣
料

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

エ
ネ
ル
ギ
ー

輸
送
用
機
器

自
動
車・部
品

鉄
鋼・金
属

精
密
機
械

機
械・工
具

電
気・電
子

（％）
18.6
（18.8）

14.1
（13.6）

8.8
（7.8）

3.1
（3.4）

7.8
（8.3）

2.4
（2.1）

0.5
（0.6）

1.3
（1.6）0.4

（0.6）

1.5
（2.4）

2.5
（2.4）

0.9
（0.9）

2.2
（2.3）

0.3
（0.3）

3.1
（2.7）

4.3
（4.0）

10.2
（9.1）

0.7
（0.8）

1.3
（1.6）

0.2
（0.2）

0.3
（0.2）

0.5
（0.5）

1.0
（1.0）

1.1
（1.9）0.4
（3.2）

9.4
（9.2）
9.4
（9.2）

3.1
（0.4）

Q2.
あなたの会社の業種は何ですか？
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、そ
の
他

そ
の
他
職
種

商
社・代
理
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配
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流

品
質
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理・検
査

設
計

研
究・開
発

製
造

生
産
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術

営
業・販
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企
画・調
査・マ
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ン
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広
報・宣
伝

財
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人
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営
企
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経
営
者・役
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（％）

10.9
（11.9）

2.1
（2.3）

0.8
（0.9）0.4（0.6）

0.5
（0.7）

6.3
（6.4）

18.8
（19.4）

11.7
（12.6）

5.7
（5.5）

12.2
（12.5）

8.3
（8.7）

0.9
（1.1）

1.0
（0.5）

1.0
（1.0）0.4

（0.4）

1.2
（4.8）

2.5
（2.3）

2.5
（－）

12.8
（8.3）

0.0
（0.1）

Q3.
あなたの職種は何ですか？
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課
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部
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ク
ラ
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本
部
長
ク
ラ
ス

役
員
ク
ラ
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経
営
者・代
表
者

（％）

7.6
（8.4）

5.3
（5.7）

1.9
（2.0）

11.4
（11.2）

16.0
（16.5）

27.9
（28.9）

14.5
（14.7）

0.4
（0.6）

0.9
（0.9）

9.0
（10.6）

5.1
（0.5）

Q4.
あなたの役職は何ですか？

来場者アンケート集計結果

※「その他職種」は今回から追加しています

※産業用ロボットゾーンに
　「ロボットシミュレーション＆
　ビジョンシステムゾーン」
　「SIerゾーン」含む
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情
報
収
集

製
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購
入
の
た
め
の

情
報
収
集

製
品
購
入
　

（％）

2.5
（3.8）

14.0
（19.1）

6.8
（7.7）

8.6
（8.2）

14.1
（16.9）

3.3
（3.2）

24.9
（22.5）

25.1
（18.7）

0.1
（0.5）

0.6
（0.4）

Q5.
来場目的は何ですか？

（複数回答可）
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北

（％）

  2.9
（2.9）

6.3
（6.4）

5.6
（5.7）3.6

（3.5）

32.8
（31.2）

11.1
（11.7）

2.9
（1.8）
2.9
（1.8）

4.3
（4.8）

12.5
（12.4）

8.0
（8.4）

2.3
（2.3）

2.0
（1.9）

5.6
（6.8）

0.1
（0.3）

Q6.
どちらから来られましたか？
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（％）
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（29.3）

28.4
（32.9）

6.4
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1.1
（1.2）

14.3
（14.8）

7.0
（4.5）

1.4
（1.2）

19.2
（5.9）

0.2
（0.8）
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十
分
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（％）

1.7
（1.9）

1.0
（1.2）

10.2
（7.7）

64.6
（67.0）

22.5
（22.2）

Q7.
本展を何で知りましたか？

（複数回答可）

Q8.
ご来場の目的は達せられましたか？

（個別アンケートより／回答数：600件）
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プレス来場リスト 　（216社）

An Acuris company
AP通信社
ARCジャパンオフィス
ARDドイツテレビ東京支局
Bloomberg L.P.
BSテレ東
BSフジ
Clubici SAS
CQ出版
Deutsche Welle
DGLAB
ECOTECH PRESS
epa通信社
FINN　PARTNERS
FIXERS JAPAN
FLIGHTS
Fun Japan Communications
Gichoビジネスコミュニケーションズ
Global Press
HIS Markit
HISグローバル
ICT総研
Ihlas News Agency
Information M&B
KSPN
LION ASSOCIATES.LLC
mediacorp
NHK
NHKグローバルメディアサービス
NurPhoto Agency
Office Inoue
PLAY TOKYO
P-OZONE
Robonews.net
Robotcenter
Robots Of Europe
RUSSIA SEGODNYA
TBSテレビ
TECH & CO LUXSURE.COM
TKC
ＵＢＭジャパン
ZUMA PRESS
ZUU
アールジーン
アイ・ディー・オー・デジタル出版
アイスマイリー
アイティメディア
朝日新聞社
アペルザ
アリトリズム
医療経済出版
インコム
インダストリー・ジャパン
インフォバーン
インプレス
運送経済新聞社
エクサウィザーズ
エコイスト
大河出版
オートメーション新聞社
オプトロニクス社
カーゴニュース
海事プレス
化学工業日報社
環境新聞社
官庁通信社
ガンマ通信　
キッズイベント
キッチュ
共同通信社
金属産業新聞社
近代消防社
クリーンエネルギー調査・研究所
クリーンテック

クリエイト日報
グローブコム
経済界
経済産業新報社
ケーマックス・ラボ
ゲッティイメージ
工学社
工業通信
講談社
交通毎日新聞社
神戸新聞社
コーティングメディア
国際生産技術者協会
国際農業社
ゴルフダイジェスト社
ザ・ハフィントン・ポスト・ジャパン
ザ・リバティ
相模経済新聞社
三栄
産業新聞社
産業タイムズ社
産經新聞社
産報出版
ジアン
シーエムシー・リサーチ
シード・プランニング
ジェイツ・コンプレックス
ジェイバックワールド
ジャパンタイムズ
重化学工業通信社
潤滑通信社
翔泳社
小学館
商工経済新聞社
少年写真新聞社
新華社通信
新建新聞社
新樹社
新潮社
新日本流通新聞社
新農林社
新報
水産タイムズ社
スタジオベントスタッフ
セレクト
全国賃貸住宅新聞社
綜合ユニコム
ソルフレア
素形材通信社
醍醐味エンタープライズ
ダイヤモンド・リテイルメディア
ダイヤモンド社
ダウ・ジョーンズ・ジャパン
千葉工業大学
千葉テレビ放送
チャレンジ
中国中央電視台
中小企業基盤整備機構
中和倉国際報道協会
鉄鋼新聞社
テレコムスタッフ
テレビ朝日
テレビ東京
電化新聞社
電波新聞社
東京スポーツ新聞社
東京メトロポリタンテレビジョン
東洋経済新聞社
トランローグ
日刊工業新聞社
日刊自動車新聞社
日経BP
日経CNBC
日経ラジオ社

日報ビジネス
ニッポン放送
日本・社会システムラボラトリ―
日本株式新聞社
日本経済新聞社
日本興業出版
日本工業出版
日本工業新聞社
日本産機新聞社
日本食糧新聞社
日本種苗新聞
日本テレビ
日本農業新聞
日本物流新聞社
日本包装機械工業会
日本マテリアルフロー研究センター
ニュー・フォーマット研究所
ニュースダイジェスト社
ニューズピックス
農経新聞社
農経新報社
ハウテレビジョン
橋本総業
バック・アップ
ピーアンドピービューロゥ
ピーオーピー
ビジネス＆パブリック　アフェアーズ
ビル経営研究所
ファスニングジャーナル
フィナンシャルタイムズ
フォームタイムス社
富士キメラ総研
フジテレビ
物流機械新聞社
物流産業新聞社
物流ニッポン新聞社
ブルームバーグ
プロノハーツ
米穀新聞
ベライゾンメディア・ジャパン
ヘルスビジネスマガジン社
北陸経済研究所
北海道建設新聞社
マイナビ
毎日新聞社
誠文堂
みなと山口合同新聞社
未来メディア
無線通信
メカニカル・テック社
メディア・ジャーナル
メディアジーン
メディアバンク
ものづくりレビュー
ヤフー
ユーザー通信社
輸送新聞社
横河レンタ・リース
読売新聞社
ライノス・パブリケーションズ
リサーラ・メディア・プロダクション
リックテレコム
リフォーム産業新聞社
龍谷大学
流通研究社
ロイター・ニュース・アンド・メディア・ジャパン
ロボットスタート

※法人格略・五十音順
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主な報道一覧
項目 内容 実施期間

TV/ラジオ 

「情報ライブ　ミヤネ屋」日本テレビ

2019年12月18日

「大下容子ワイド！スクランブル　第１部」テレビ朝日
「スーパーJチャンネル」テレビ朝日
「ゴゴスマ」TBSテレビ
「昼サテ」テレビ東京
「よじごじDays」テレビ東京
「ゆうがたサテライト」テレビ東京
「ワールドビジネスサテライト」テレビ東京
「FNN Live News α」フジテレビ
「TOKYO MX NEWS」東京メトロポリタンテレビジョン
「Asia First」Channel News Asia
「首都圏ネットワーク」NHK

2019年12月19日

「Oha!4 NEWS LIVE」日本テレビ
「news every.」日本テレビ
「あさチャン！」TBSテレビ
「Newsモーニングサテライト」テレビ東京
「NEWSLINE　BIZ」NHK国際放送局
「ニュースきょう一日」NHK

2019年12月20日「スッキリ」日本テレビ
「トヨタ街角ステーション」ニッポン放送
「Correspondents' Diary」Channel News Asia 2019年12月21日
「探求の階段」TX 予定
「AI崩壊特番」NTV 予定
「great gear」NHK国際 予定
「ガリレオX」BSフジ 予定

新聞

日刊工業新聞

会期前/会期中/会期後

日本経済新聞
読売新聞
日刊自動車新聞
日刊木材新聞
日刊産業新聞
日本設備工業新聞
日本農業新聞
日本物流新聞
オートメーション新聞
鉄鋼新聞
電波新聞
株式新聞
シルバー新報
交通毎日新聞
溶接ニュース
The Japan Times　ほか

Web

ニュースイッチ

会期中/会期後

livedoorニュース
ロボスタ
MONOist（モノイスト）
Yahoo!ニュース
Ameba News（アメーバニュース）
エキサイトニュース
アニメージュプラス
mixiニュース
ORICON NEWS
LINE NEWS（ラインニュース）
Car Watch
gooニュース
Impress watch
ニコニコニュース
msnニュース
ITmedia NEWS
テレ朝news
日経ビジネス電子版
NHK NEWS WEB
FNN-news.com
IoTニュース
GIZMODO JAPAN（ギズモード・ジャパン）
BUSINESS INSIDER JAPAN（ビジネスインサイダージャパン）
HUFFPOST（ハフポスト）
日経XTECH（クロステック）
NewsPicks
fnn.jpプライムオンライン　ほか
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主な広報・PR活動一覧
項目 数量 内容・先 実施期間

ポスター A1判 3,000枚 関係メーカー、協賛団体などへ配布 2019年2月〜

招待券

出展者用 70万枚 出展者に無料配布（封筒とセット）

2019年10月〜主催者用 50万枚

主催者が送付
日刊工業新聞社主催、共催展示会の来場者（2017国際ロボット展、
MF-Tokyo2019　他）
日刊工業新聞社主催セミナー・フォーラム参加者
日刊工業新聞社発行　雑誌購読者（工場管理、機械設計ほか）
新製品情報誌読者
問合せ（TEL、FAX、E-mailなど）

海外向け
（英語・中国語） 6万枚 海外出展者、海外メーカー、海外ロボット関連団体、大使館に配布

TV放映 情報番組 東北6県でのインフォメーション 2019年11月〜

交通広告 サイネージ

東京メトロ車輛内　全線 2019年12月
JR山手線E235系 2019年12月
ゆりかもめ7500系 2019年11〜12月
ADビジョン品川駅 2019年12月

インターネット

WEB

日本ロボット工業会、日本ロボット学会など関連団体での情報発信 2019年7月〜
国際ロボット展公式Webサイト 2018年12月
国際ロボット展特設サイト(日刊工業新聞　電子版) 2019年11月〜
Youtube　イメージCM、スペシャルインタビューの公開 2019年12月〜

SNS
ものたんSNSでの情報発信(Twitter、Instagram) 2019年11月〜
Wechat（中華圏向け） 2019年12月〜

バナー
Yahoo!JAPAN　広告(YDN) 2019年11月〜
Google　広告(GDN) 2019年11月〜
MARKLINES(自動車産業ポータル)　広告 2019年11月〜

日刊工業新聞
新聞広告

企画特集（別刷） 1回 国際ロボット展　特集 2019年12月17日
新聞広告 5回 全段広告など各種 2019年11月〜

その他新聞広告　

オートメーション新聞

2019年12月
電線新聞
物流新聞
日本産機新聞　　ほか

紙面広告
広告

日本ロボット工業会誌「ロボット」 2019年11月
Sier協会　会報「JARSIA」 2019年12月
新製品情報 2019年12月号
プレス技術 2019年12月号
機械設計 2019年12月号
型技術 2019年12月号
工場管理 2019年12月号
機械技術 2019年12月号
メトロガイド 2019年11月号
電気学会　学会誌 2019年11月号

同封 日本機械機械学会 2019年11月号
同封・広告 人工知能学会　学会誌 2019年11月号

チラシ（両面・カラー） 3,000枚 Japan Robot Week2018、海外展示会等で配布 会期中
E-mail 配信 17万件×7回 日刊工業新聞社主催の過去展示会来場者、セミナー参加者等へ配信 会期中
iREX Daily 80,000部 会場来場者へ配布、特設サイトにてDL可能 会期中

新聞折り込みチラシ 約130万枚×2回 新聞販売店を通じて一般世帯に配布
配布地区：全国 会期中

プレスリリース
国内 約2,500件 TV局、新聞社等、各マスコミへ配信 会期中
海外 25,267社 共同通信PRwireネットワークでの配信 2019年12月
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報道機関各位 年 月 日

 

月 日（水）～ 日（土）

一社 日本ロボット工業会と日刊工業新聞社は、 年 月 日（水）～ 日（土）の

日間、東京ビッグサイトで『ロボットがつなぐ人に優しい社会』をテーマに、「 国際ロボッ

ト展」を開催します。本展は、 年に 度開催する世界最大規模のロボットトレードショーとし

て、今回で 回目を迎えます。

「 国際ロボット展」は、前回 年を上回る、 社・団体、 小間（前回 社・

団体 小間）の過去最大規模での開催となります。

今回は東京ビッグサイトの「青海」「西」「南」ホールを使用しての開催となり、産業用ロボッ

トメーカーによる大規模展示を始め、国内外より、 、 、関連技術など、ロボットに関わる

製品・技術が一堂に揃い、最先端のロボットに触れられる 日間となります。

また、最終日 月 日（土）は、ロボットの操作体験や工作教室などを行う「つくる☆さわ

れる国際ロボット展」を開催し、来場者も楽しめる企画を行います。

シンポジウム・フォーラムでは、初日にロボットメーカーとユーザー企業による「 ロボッ

トフォーラム 」を開催し、“ロボットはパートナー・変わりつつある働く現場”をテーマに、

ロボット導入が進む社会や未来を探ります。

その他、海外から著名なロボット開発者を招いて「 ロボット・ フォーラム 」や

「ロボット革命・産業 国際シンポジウム 」など、注目のフォーラムを連日開催します。

つきましては、ぜひ貴社媒体にて、「 国際ロボット展」をご紹介いただけると幸いです。

【会期中お問い合わせ先】 【プレス登録について】

○プレス登録はこちら→

『国際ロボット展』 広報センター

（㈱フルハウス内）

受付時間： ～ 土日祝休み

：

：

「国際ロボット展」公式 サイトより、「プレス登

録」を行ってください。

必須事項をご登録のうえ、会期中は青海 ホール、

西ホール アトリウムに設置のプレス受付へお越

しください。

会場ではプレスルームをご利用いただけます。

 

 
 

Nov. 22 (Fri.), 2019

Dec. 18 (Wed.) – 21 (Sat.), 2019

The Japan Robot Association and Nikkan Kogyo Shimbun will hold the International Robot 
Exhibition 2019 at Tokyo Big Sight from Wednesday 18 to Saturday 21 December with the theme 
‘The way towards a friendlier society, bridged by robots’. This year’s exhibition will mark the 23rd 
time the biennial event, the world’s largest robot trade fair, has been held.
The 2019 International Robot Exhibition will be the largest to date, with 637 exhibitors and 3,060 
booths, surpassing the previous event in 2017 (612 exhibitors and 2,775 booths).
This year’s exhibition will be held in the Aomi, West, and South Halls of Tokyo Big Sight. Over 
four days, the event offers a chance to experience cutting-edge robots from Japan and abroad,
with extensive displays from industrial robot manufacturers alongside related products and 
technologies such as IoT and AI, all under one roof.
The final day on Saturday 21 December also features Build & Touch International Robot 
Exhibition where visitors can enjoy operating and building robots through interactive exhibits and 
workshops etc.
The event will also host various forums and symposiums, with the first day featuring the iREX 
Robot Forum 2019, where robot manufacturers and users will explore the present and future of 
robot adoption in society under the theme ‘Robots as partners – the changing workplace’.
Other noteworthy forums will follow throughout the event, including the ‘Robot Revolution and 
Industrial IoT International Symposium 2019’ and the ‘NEDO Robot and AI Forum 2019’, bringing 
together renowned international robot developers.
We would greatly appreciate your assistance in publicizing the International Robot Exhibition 
2019.

[Inquiries during the event] [Press registration]

Press registration→https://nikkansc.co.jp/secure/irex2019/press/en/prg/form.cgi

International Robot Exhibition PR 
Center
(within Fullhouse Inc.)
Hours: 10:00~17:00 (weekdays only)
TEL： +81-(0)3-3405-5070
E-mail：irex-press@fullhouse.jp

Please complete ‘Press Registration’ via the official 
International Robot Exhibition website.
After registering by providing the required 
information, visit the press sign-in areas in the Aomi 
A Hall and the West Hall 1F Atrium during the event. 
Press rooms will be available for use at the venue.

交通広告

バナー広告

日本語版 英語版（PRwireでも発信）

■	プレス発表会の実施 ■	プレスリリースの発行
2019年11月19日（火）東京プリンスホテルにて

『2019国際ロボット展プレス発表会』を開催し、
新聞、雑誌、テレビその他の各種媒体に広く
情報発信を行った。

JR品川駅 自由通路ビジョン
（2019年12月9日〜15日）

【Google】ウォーカープラス1205

【Yahoo】朝日新聞デジタル

【Google】日経XTECH

マークラインズ

【Yahoo】YahooNEWS

JR山手線・東京メトロ全線 車内ビジョン
（2019年12月9日〜15日）

ゆりかもめ 社内ビジョン
（2019年11月25日〜12月15日）
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告知広告・告知記事①

日刊工業新聞 全15段

日刊工業新聞 全5段

















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                




























 

























                                                   

照参面１

集募展出

展トッボロ際国

▷会期덂月日―日
▷会場덂東京ビッグサイち

（西・南ホーや／青三展示棟Ａ・Ｂホーや땇

▷出展対象덂産業用ロふッち（製造用ロふッ
ちと応用ぐげたべ）、要素技術・関連機
器、ＳＩｅｒ땆ぐげたべイれたグレーじ땇뙘
サービげロふッち（非製造業用ロふッちと
応用ぐげたべ）、ロふッちぐへュレーぐョ
れ＆ビけョれぐげたべほか

▷出展料金덂１及間（税別）
（間口놊ｍ×奥行놊ｍ）

　 　
日少ロふッち工業会正会員덂局円

日少ロふッち工業会準会員（ＳＩｅｒ協
会会員）及び剤助会員、自治体・公共機
関덂局円

　 　
一般덂局円

▷申し込み期限덂６月日
▷問い合わせ

　 　
日刊工業新聞社

　
イベれち事業部

「国際ロふッち展」事務局
　ＴＥＬ

　
･･

ＦＡＸ
　
･･

主催
　

日本ロボット工業会
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び

げ
を
広
げ
た

ま
た

新
設
計
の
船
底
形
状
を
採
用
す

る
こ
と
で
と
れ
ド
リ
れ
グ
性
能

な
ど
を
高
め
た


　併
せ
て
全
長

떌
︵
約
６
・

４
뗠
︶
以
上
の
げ
ぶ

そ
ふ


ち
４
ほ
だ
や
も

が
て
え
げ
ち

を
標
準
搭
載
す
る
な
ど
一
部
改

良
し
て
発
売
し
た

価
格
は
９

２
７
局
３
９
０
０
뗙
１
２
７
３

局
９
４
０
０
円
︵
同
︶

Ａ
Ｒ

１
９
５
を
合
わ
せ
た
５
ほ
だ
や

合
計
で
年
間

隻
の
販
売
を
目

指
す


︵
浜
松
︶

ホ

チ
ミ
ン
市
に
現
法

松
井
製
作
所

プ
ラ
成
形
機
器
販
売


































竹下さん

　︻
京
都
︼
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
は
半
導
体
製
造
装

置
事
業
で
培

た
超
精
密
加
工
技
術
と
ご

も
へ

え
げ
が

た

れ
グ
技
術
を
用

い

多
様
な
産
業
向
け
に
部
品
な
ど
の
受

託
加
工
ビ
け
て
げ
を
少
格
的
に
始
め
る


門
世
不
出
と
し
て
い
た
独
自
が
ア
技
術
を

オ

ば
れ
に
し

新
規
事
業
と
し
て
育
て

る
中
長
期
方
針
の
一
環

３
Ｄ
ば
リ
れ
じ


を
用
い
た
造
形
存
へ
の
追
加
工

車
や

医
療

光
学
部
品
の
精
密
加
工

産
業
機

器
用
部
品
や
家
電
用
部
品
へ
の
同
が

た


れ
グ
の
展
開
な
ど
を
少
格
化
す
る


　　


　　
│
　
第３種郵便物認可

　
│

　　　 　 　
│ ２０１９年

　
（
　
平
　
成３１年

　
）
　

　
月
　


　
日떵水

　
曜
　
日

　　
││ │ │ │ │

新
社
名
で
再
出
発

　▽

﹁
三
世
の
◆
客
さ

ま
に
と

て
も
﹃
マ
や

い
﹄
だ
け
の
社
名
が
親
し

み
や
す
い
﹂
と
説
山
す
る

の
は
機
械
商
社

マ
や
い

う
い
イ
社
長
の
竹
下
敏
可

さ
ん

４
月
１
日
に
社
名

を
マ
や
い
に
変
免
す
る


　▽

２
０
１
６
年

月

に
設
立

周
年
を
迎
え

た

﹁

周
年
事
業
の
一

環
で
大
刊
の
少
社

東
京

支
社

名
古
屋
支
店
が
す

べ
て
新
し
い
場
所
に
移


た

社
名
変
免
が
そ
の
仕

上
げ
﹂
と
力
を
込
め
る


　▽

﹁
あ
と
は
덀
中

身
덁
を
ど
う
濃
く
す
る

か
﹂
と
き

ぱ
り

一
方

で
﹁
社
名
も
変
わ
る

年

の
た

マ
は
﹃
第
２
の
創

業
﹄

連
結
売
上
高
１
０

０
０
億
円
達
員
へ

化
を

打
つ
﹂
と
鼻
息
は
荒
い


　Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
は
２
０
２
４

年
３
月
期
ま
で
の

年
ビ

け

れ
で
売
上
高
５
０
０

億
円
達
員
︵

年
３
月
期

３
１
０
億
円
︶
を
掲
げ

る

こ
の
う
ち
約
１
０
０

億
円
は

半
導
体
製
造
装

置
事
業
以
世
で
稼
ぐ
方

針

す
で
に
医
療
機
器
向

け
樹
加
員
形
品
や
精
密
加

工
用
工
具

薬
剤
打
錠
用

杵
臼
な
ど
を
生
産
・
販
売

す
る

こ
れ
ら
で

年
３

月
期
に
売
上
高

億
円
弱

あ
り

加
え
て
受
託
加
工

の
少
格
化
で
達
員
を
後
押

し
す
る


　同
社
の
主
力
は
半
導
体

樹
加
封
止
装
置

同
装
置

向
け
精
密
金
型
で
磨
い
た

ナ
で
メ

ち
や
︵
ナ
で
は


億
分
の
１
︶
レ
ベ
や
の

加
工
技
術
と

多
機
能
を

持
つ
ご
も
へ

え
げ
が


た

れ
グ
技
術
を
使
う


　同
が

た

れ
グ
は
防

汚
性

耐
久
性

平
滑

性

援
水
性
の
向
上

帯

す
い

は


電
防
止
な
ど
の
機
能
が
特

徴

学
体
な
ど
の
搬
送
部

の
部
品
の
滑
り
を
」
く
す

る
の

素
た

ば
の
代
替

が
見
込
め
る


　紫
世
線
︵
│
Ｖ
︶
い


ち
も
で
き

子
数
の
機
能

を
併
せ
持
つ
特
徴
も
訴
求

し
て

車
の
サ
イ
ド
ウ
イ

れ
ド

な
ど
の
新
分
野
も

狙
う


　従
来

耐
熱
４
０
０
度

Ｃ
以
下
の
樹
加
な
ど
の
素

材
へ
の
員
膜
は
難
し
か


た
が

受
託
加
工
の
少
格

化
に
向
け

低
温
で
も
員

膜
で
き
る
新
技
術
も
開
発

し
た


　サ
で
ヤ
げ
造
船
︵
大
刊

市
北
倉

上
田
孝
社
長


０
６
・
４
８
０
３
・
６
１

６
１
︶
は

水
島
製
造
所

︵
岡
山
県
倉
敷
市
︶
で
な

ナ
マ

え
げ
型
ど
も
積
み

貨
存
船
﹁
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

︵
オ
や
ほ
げ
︶
룄
写
真
﹂

の
建
造
を
京
了
し
た

ど

と
マ
船
籍
で

載
貨
重
量

８
局
２
０
０
０
뗢

船
型

の
改
良
を
施
し

燃
費
性

能
を
同
社
従
来
比

％
向

上
し
た

全
長
は
２
２
９

×
幅

・
２
×
周
さ

・

２
뗠


　省
エ
て
や
ギ

対
策
で

は
同
社
が
独
自
開
発
し

た

単
板
構
造
の
の

れ

を
ば
ロ
び
も
前
方
に
２
枚

配
置
し
た
省
エ
て
装
置

﹁
サ
で
ヤ
げ
じ
れ
だ
べ
の


れ
﹂
な
ど
を
装
備
し

た

環
境
対
策
で
も
硫
黄

酸
化
存
︵
Ｓ
Ｏ
Ｘ

︶
排
出

規
制
三
域
で
の
共
行
を
考

慮
し

低
硫
黄
燃
料
油
を

貯
蔵
で
き
る

ど
も
げ
ち

水
処
理
装
置
な
ど
も
搭
載

す
る


　︻
富
山
︼
ぐ

お

金

属
︵
富
山
県
高
岡
市

釣

谷
宏
行
社
長

０
７
６
６

・
２
１
・
１
４
４
８
︶

は

少
社
敷
地
内
に
溶
融

亜
鉛
メ

う
の
素
材
と
加

工
後
の
製
品
を
保
管
す
る

製
品
置
き
場
上
屋
を
建
設

す
る

５
月
に
着
工
し



月
に
京
員
す
る
予
定


投
資
額
は
試
算
中


　北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延

伸
工
事
で
生
産
量
の
伸
び

を
見
込
む
メ

う
加
工
の

生
産
効
率
の
向
上
を
狙

う
　上

屋
は
平
屋
で
建
存
面

積
１
５
０
０
平
方
뗠

こ

れ
ま
で
メ

う
後
の
製
品

は
屋
世
に
保
管
し
て
い
た

た
め

製
品
に
汚
れ
が
つ

か
な
い
」
う
に
出
荷
に
あ

わ
せ
て
生
産
量
を
調
整
し

て
い
た


　そ
の
た
め

出
荷
時
期

の
繁
代
で
工
場
の
操
業
に

波
が
あ

た

上
屋
で
保

管
す
る
こ
と
で
出
荷
時
期

に
と
ら
わ
れ
ず
に
済
み


生
産
量
の
平
準
化
が
可
能

に
な
る


　同
社
は
Ｃ
Ｋ
サ
れ
エ
そ

傘
下
で
メ

う
事
業
を
担


て
◆
り

北
陸
新
幹
線

の
全
駅
舎
や
車
州
基
地
の

メ

う
を
受
注
し
て
き

た

こ
れ
か
ら
進
む
敦
賀

延
伸
工
事
で
生
じ
る
駅
舎

や
車
州
基
地
の
メ

う
に

つ
い
て
も

そ
の
取
り
込

み
を
狙

て
生
産
体
制
を

整
備
す
る


　同
社
の
メ

う
事
業
の

売
上
高
は
年
間

億
円

弱

延
伸
工
事
の
受
注
が

あ
れ
ば
生
産
量
が
現
状
の

２
倍
に
な
る
と
想
定
し
て

い
る


　松
井
製
作
所
︵
大
刊
市

中
央
倉

松
井
宏
信
社

長

０
６
・
６
９
４
２
・

９
５
５
５
︶
は

ベ
ち
ナ

べ
・
ホ

ず
へ
れ
市
に
ば

も
げ
ず

え
員
形
用
機
器

な
ど
の
販
売
・
サ

ビ
げ

拠
点
を
開
設
し
た

現
地

密
人
﹁
マ
そ
イ
・
ソ
リ



ぐ

れ
こ
・
ベ
ち
ナ

べ
﹂
で

資
少
金
は

局

뗨

︵

約

２

２

０

０

局

円
︶

松
井
製
作
所
が
１

０
０
％
出
資
し
た

ベ
ち

ナ
べ
で
金
型
の
温
度
調
節

機
︵
写
真
︶
や
樹
加
乾
燥

機
な
ど
の
販
売
・
サ

ビ

げ
を
強
化
し
て
い
く


　現
地
会
社
は
日
少
人
１

人
を
含
む
３
人
体
制
で
運

営
す
る

す
で
に
と
で
イ

に
も
駐
在
事
務
所
を
設
け

た

ベ
ち
ナ
べ
で
は
電
機

や
自
動
車
な
ど
幅
広
い
製

造
業
か
ら
の
生
産
工
程
で

使
う
機
器
の
引
き
合
い
が

旺
盛
で

顧
客
対
応
を
充

実
さ
せ
る


　松
井
製
作
所
の
２
０
１

９
年
３
月
期
の
連
結
売
上

高
は
前
期
比


・
６
％
増
の
２

４
０
億
円
を
見

込
む

員
長
市

場
の
ベ
ち
ナ
べ

で
の
売
上
高
は


年
３
月
期
に


年
３

月
期
見
通
し
比
倍
増
と
な

る

億
円
を
目
指
す


　◆
﹁
大
臣
表
彰
﹂
受
合

　三
井
Ｅ
＆
Ｓ
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
︵
Ｈ
Ｄ
︶
内
閣

府
の
﹁
地
方
創
生
応
援
税

制
︵
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
뗋に
係
る
大
臣
表
彰
뗓に

岡
山
県
玉
野
市
と
と
も
に

受
合
し
た

対
各
事
業
は

﹁
た
ま
の
版
地
方
創
生
人

分
育
員
ば
ロ
け

え
ち
뗓뗇

玉
野
市
立
玉
野
商
工
高
等

学
校
に
工
業
系
学
科
の
新

設
を
柱
に

三
井
Ｅ
＆
Ｓ

Ｈ
Ｄ
が
資
金
や
実
習
施
設

の
域
供

実
習
技
術
指
導

者
の
派
遣
な
ど

総
額
１

億
円
の
支
援
を
し
た


受託加工は京都
府宇治田原町の
京都東事業所が
中心となる予定

日刊工業新聞 社告（7面）
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雑誌B5

中国向け雑誌広告

海外向けポスター

日刊工業新聞 半5段

告知広告・告知記事②
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12月17日付　第2部　2019国際ロボット展特集　１面

12月17日付　第2部　2019国際ロボット展特集　2面

企画特集（日刊工業新聞）
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掲載記事（日刊工業新聞）①

11月20日付　8面

















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                












































































































人
と
の
共
生
自
動
化
実
人
を

日
本
ロ
ボ

ち
工
業
会
会
長

　
　
　

橋
本
　康
彦
氏

                           


























将
来
担
う
世
代
に
何
を
見
せ
る
か

　展
示
会
で
各
社
が
力
を
夢
れ
る
の

が

ゆ
ボ

ち
に
直
接
触
れ
る
体
験

が

ナ

だ

ゆ
ボ

ち
を
扱

た

こ
と
が
な
い
み

く

に
ゆ
ボ

ち

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
ほ
か

学

生
や
子
ど
も
が
ゆ
ボ

ち
の
可
能
性

に
魅
力
を
感
じ

エ
れ
け
つ
ア
を
志

す
き

か
け
と
な

て
ほ
し
い
と
の
思
い
も
▲

る

﹁
国
際
ゆ
ボ

ち
展
は
若
い
人
に
夢
を
見
せ

る
場
で
も
▲
る
﹂
︵
橋
少
元
彦
会
長
︶

業
下
の

将
来
を
担
う
世
代
に
何
を
見
せ
る
か
も
注
目
だ


︵
西
沢
亮
︶

　
人化不足などの社会的な課題をゆボッちを活用してどの」う

に解決するのか。日に東京ビッグぎイち（東京都江東倉）で

開幕する世下最大のゆボッち専門展「国際ゆボッち展」で

は、ＩｏＴ（ほでのイれじーてッち）や人工知能땆ＡＩ）など

の次世代技術を取り込んだ最先端の課題解決利が集結する。出

展各社に戦略や展示の意気込みを聞く。初回は日少ゆボッち工

業会会長（川崎重工業取締役常務務兵役員）の橋少元彦氏。

　뗙
工
業
会
の
統
計
で
は

２
０
１
９
年
７
뗙
９
月
期

の
ゆ
ボ

ち
の
受
注
額

︵
会
員
企
業
の
み
︶
が
４

四
半
期
連
続
で
前
年
を
下

回
り
。
し
た


　﹁
前
年
比
で
減
少
し
て

い
る
が

出
荷
先
の
業
下

に
」

て
は
上
昇
傾
向
が

み
ら
れ
る

た
だ
こ
の
勢

い
が
ど
こ
。
で
上
が
る
か

は
分
か
ら
ず

米
中
貿
易

摩
擦
な
ど
政
治
的
な
不
安

材
料
も
▲
り

楽
観
は
で

き
な
い

現
状
は
力
強
さ

に
欠
け
る
が
底
は
脱
し
た

と
思

て
い
る
﹂

　뗙
過
去
最
大
の
６
３
７

社
・
団
体
︵
３
０
６
０
小

間
︶
が
出
展
す
る
ゆ
ボ


ち
展
で
は
新
た
な
試
み
が

注
目
さ
れ
。
す


　﹁
ゆ
ボ

ち
に
周
辺
伝

器
を
営
み
合
わ
せ

自
動

化
ぐ
げ
た
べ
を
構
築
す
る

ぐ
げ
た
べ
イ
れ
た
グ
レ


じ

︵
Ｓ
Ｉ
︶
専
用
の
し


れ
を
設
け
た

ゆ
ボ


ち
は
単
体
で
は
伝
能
せ

ず

ぐ
げ
た
べ
と
し
て
営

ん
で
初
め
て
役
に
立
つ


展
示
で
は
Ｓ
Ｉ
と
の
連
携

で
ゆ
ボ

ち
の
導
夢
が
円

滑
に
な
る
こ
と
や

ぐ
げ

た
べ
の
実
演
を
前
に
ど
の

」
う
に
ゆ
ボ

ち
を
活
用

す
れ
ば
自
社
の
工
程
を
自

動
化
で
き
る
か
な
ど

具

体
的
な
イ
メ

け
を
つ
か

ん
で
い
た
だ
き
た
い
﹂

　뗙
次
世
代
技
術
や
ぎ


ビ
げ
ゆ
ボ

ち
へ
の
関
心

も
高
。

て
い
。
す


　﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し

ゆ
ボ

ち
の
新
し

い
可
能
性
を
示
す
展
示
は

必
ず
出
て
く
る

ビ
け


れ
や
触
覚
な
ど
の
セ
れ
ぎ


と
営
み
合
わ
せ
た
ゆ
ボ


ち
の
展
示
も
増
え
る
だ

ろ
う

介
護
や
家
庭
用
な

ど
の
ぎ

ビ
げ
ゆ
ボ

ち

は
新
た
な
分
野
で
出
展
者

が
増
え
て
い
る

安
全
柵

が
不
要
な
協
働
ゆ
ボ

ち

が
ぎ

ビ
げ
分
野
に
も
展

開
で
き
る
」
う
に
な
り


産
業
用
と
の
垣
根
も
な
く

な

て
き
て
い
る
﹂

　뗙
﹁
ゆ
ボ

ち
が
つ
な

ぐ
人
に
優
し
い
社
会
﹂
を

展
示
会
の
た

マ
と
し
た

狙
い
は
ど
こ
で
す
か


　﹁
ゆ
ボ

ち
の
導
夢
が

進
め
ば
人
の
仕
事
が
奪
わ

れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部

の
方
々
に
▲
る

我
々
は

人
は
人
ら
し
い
仕
事
を

し

人
で
は
厳
し
い
仕
事

や
自
分
で
は
難
し
い
部
分

を
ゆ
ボ

ち
が
助
け
て
く

れ
る
」
う
な
関
係
が
目
指

す
べ
き
姿
と
考
え
て
い

る

例
え
ば

繰
り
返
し

の
作
業
で
正
確
性
が
求
め

ら
れ
る
」
う
な
負
荷
の
高

い
仕
事
は
ゆ
ボ

ち
に
向

い
て
い
る

。
た

大
変

に
な

て
い
る
老
後
の
ぎ

ポ

ち
に
ゆ
ボ

ち
が
夢

る
こ
と
で

支
援
さ
れ
る

側
と
支
援
す
る
側
の
双
方

に
ゆ
と
り
が
生
。
れ
る


来
場
者
に
は
こ
う
し
た
関

係
で
ゆ
ボ

ち
を
捉
え
て

い
た
だ
け
る
と
活
用
の
幅

が
広
が
る
と
感
じ
て
い

る
﹂

元
素
分
析
　

再
測
定
を
低
減

米
ア
ジ
レ
ン
ト
が
新
型
装
置















































災
害
時
浄
水
機
を
小
型
化

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
け
が
発
売

持
ち
運
び
容
易

米
Ａ
Ｇ
Ｖ
部
品
を
買
収

日
本
電
産
パ

が

ジ
強
化

最適条件域案など支援充実






















































































                                               

ラッピングバス
岡山・玉野で運行
三井Ｅ＆Ｓ、地域にＰＲ










 





岡山と玉野間を運兵する両備
どスのラッピングどス車両

　
三井Ｅ＆Ｓマぐナリー（東京都中央倉）と

三井Ｅ＆Ｓ造船（同）の全面広写を施したも

ッピれグどげが、ＪＲ岡山駅発着の州備どげ

・玉野単川特急線で運兵を始めた。州社は

年４月に旧三井造船の伝械事業、船舶事業

をそれぞれ継承して発足した事業会社。事業

場が▲る岡山県玉野市でもッピれグどげを運

兵し地域に企業はもれドの浸透を図る。

　
どげは白い車体を三と空に見立て、三井Ｅ

＆Ｓ造船が建造した船舶と三井Ｅ＆Ｓマぐナ

リーが化がけた橋・港底えレーれをがーポレ

ーちいもーに合わせた青色のぐやエッちで表

現。側面と背面に三井Ｅ＆Ｓグやーばの統一

ゆきマーえも配した。

木
質
ど
イ
オ
マ
ス

専

焼

化

工

事

Ｉ
Ｈ
Ｉ
静
岡
で
受
注










































　米
ア
け
レ
れ
ち
・
た
え
で
ゆ
け

こ
は

元
素
の
特
定
に
使
う

誘
導
結
合
ば
も
こ
マ
発
光
分
析
装
圏
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｐ
뗙
Ｏ
Ｅ
Ｓ
﹂
で


装
圏
の
不
具
合
や
へ
げ
に
」
る
再
測
定
を
減
ら
す
支
援
伝
能
が
充

実
し
た
新
伝
種
を
国
内
市
場
に
投
夢
す
る

不
具
合
を
事
前
検
知

し
て
通
知
す
る
伝
能
や
最
適
な
条
件
を
域
案
す
る
伝
能
な
ど
を
採

用
し
た

設
圏
面
積
は
従
来
伝
比

％
減
で
業
下
最
小
と
い
う


計
２
伝
種
で
消
費
税
抜
き
の
価
格
は
１
２
０
０
万
円
と
１
４
０
０

万
円

５
日
に
発
売
し

年
販
１
０
０
台
を
目
指
す


　◆
ミ

ン
マ

に
子
会
社
事
務
所

　三
菱
重
工
業

　ぐ
れ
ガ
ポ

や
現
地
密
人

が
へ

れ
マ

の
首
都
ヤ
れ
き
れ
に
駐
在
員

事
務
所
を
開
設
し
た

人
数
は
所
長
を
含
め

て
数
人
規
模

へ

れ
マ

は
ア
け
ア
経
済

圏
の
中
で
も
新
興
経
済
圏
で
高
い
員
長
率
が

見
込
。
れ
る

電
力
設
備
や
物
流
設
備
な
ど

の
営
業
を
ぎ
ポ

ち
し

顧
客
と
の
関
係
を

強
化
す
る
と
と
も
に

現
地
で
の
ビ
け
て
げ

情
報
の
収
集
に
当
た
る


　◆
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
域
言
に
賛
同
表
山

　ア
ズ
ビ
ル

　気
候
関
連
分
務
情
報
開
示
じ

げ
え
の


げ
︵
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
︶
域
言
へ
の
賛

同
を
表
山
し
た

こ
れ
に
伴
い

同
域
言
に

沿

て

自
社
の
気
候
変
動
関
連
情
報
の
開

示
を
進
め
て
い
く

こ
れ
。
で
に
も

さ
。

ざ
。
な
介
境
課
題
に
取
り
営
ん
で
お
り

今

回
の
表
山
も
そ
の
一
介

今
後
も
社
会
の
一

員
と
し
て
の
責
大
を
果
た
す
と
と
も
に

さ

。
ざ
。
な
げ
た

え
ホ
や
す

と
の
対
話
の

伝
会
の
拡
充
に
積
極
的
に
努
め
る


　◆
ゼ
ロ
エ
ネ
ビ
ル
技
術
を
出
展

　す
イ
す
ン

　５
日
に
東
京
ビ

グ
ぎ
イ
ち

︵
東
京
都
江
東
倉
︶
で
開
幕
す
る
﹁
第

回

エ
が
ば
ゆ
２
０
１
９
﹂
に
出
展
す
る

介
境

省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
は

げ

で

建
物
の
エ
て
や
ギ

消
費
を
実
勢
さ
ゆ

に
す
る
﹁
さ
ゆ
・
エ
て
や
ギ

・
ビ
や
︵
Ｚ

Ｅ
Ｂ
︶
﹂
に
関
す
る
自
社
技
術
な
ど
を
紹
介

す
る

。
た


日
に
東
京
ビ

グ
ぎ
イ
ち

で
開
幕
す
る
﹁
第
４
回
げ
マ

ち
ビ
や
だ


れ
グ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
﹂
に
も
出
展

情
報
通
信
技

術
︵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︶
を
活
用
し
た
自
動
制
御
ぐ
げ

た
べ
や
い
す
型
個
人
向
け
空
調
な
ど
自
社
製

品
を
展
示
す
る


　◆
小
学
生
向
け
す
ム
施
設
見
学
会

　荏
原

　小
学
生
向
け
に
自
社
製
ポ
れ
ば
が

▲
る
鬼
怒
川
上
流
す
べ
連
携
施
設
︵
栃
木
県

日
光
市
︶
の
見
学
会
を
開
催
し
た
︵
写
真
뗋뗇

社
会
貢
献
活
動
の
一
介
と
し
て

小
学
生
に

自
社
の
事
業
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る

地
元
の
栃
木
県
日
光
市
立
鬼
怒
川
小

　

学
校
４
年
生

を
対
各
に
３

年
前
か
ら
実

施

し

て

い

る

同
施
設

は
五
十
里
す

べ
뗊
同
뗋と
川

治
す
べ
뗊同
뗋

を
山
中
の
ち

れ
て
や
で
つ

な
ぎ

州
す

べ
の
水
量
を

調
整
す
る

五
十
里
す
べ
は
貯
水
容
量
が
少

な
く

水
が
貯
。
る
と
ち
れ
て
や
を
通
じ

て

貯
水
量
の
多
い
川
治
す
べ
に
水
が
預
け

ら
れ
る

逆
に
五
十
里
す
べ
の
貯
水
量
が
少

な
い
場
合
は
川
治
す
べ
か
ら
水
を
送
り
戻
せ

る

こ
の
送
水
を
荏
働
の
大
型
ポ
れ
ば
が
担


て
い
る


　◆

日
か
ら
兵
庫
で
自
社
展

　Ａ
Ｃ
Ｒ
︵
兵
庫
県
稲
美
町

０
７
９
・
４

９
５
・
１
３
４
１
︶



の
州
日
９
뗙


時
。
で
小
野
工
場
︵
同
小
野
市
︶
で
ど
れ
ド

ざ

製
品
な
ど
の
ば
も
イ
ベ

ち
展
示
会
を

開
催
す
る

同
社
が
取
り
扱
い
を
始
め
た
台

底
・
高
聖
精
密
伝
電
︵
新
竹
市
︶
製
﹁
が


セ
れ
﹂
は
も
れ
ド
の
水
平
下
内
型
数
値
制
御

︵
Ｎ
Ｃ
︶
ど
れ
ド
ざ

﹁
Ｇ
３
２
０
﹂
︵
材

料
加
工
幅
３
２
０
뗝
뗠
︶
や
同
﹁
Ｇ
２
６

０
﹂
︵
同
２
６
０
뗝
뗠
︶
を
紹
介
す
る

斜

め
に
切
断
で
き
る
化
動
ど
れ
ド
ざ

﹁
Ｓ
Ｈ

５
０
０
뗓뗊
同
５
０
０
뗝
뗠
︶

縦
型
ど
れ
ド

ざ

﹁
Ｖ
Ｃ
Ｓ
뗙
６
０
０
Ｈ
뗓뗆
小
型
ど
れ
ド

ざ

﹁
Ｍ
Ｈ
８
１
２
Ｌ
Ｃ
﹂
も
出
展
す
る


　　


　　
│
　
第３種郵便物認可

　
│

　　　 　 　
│ ２０１９年

　
（
　
令
　
和元年

　
）
　


　
月

　


　
日떵木

　
曜

　
日

　　
││ │ │ │ │

小
型
な
の
で

避
難
所
な
ど

に
化
軽
に
持

ち
込
め
る

▲
日
本
に
投
入
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｐ

뗙
Ｏ
Ｅ
Ｓ

　︻
京
都
︼
日
少
電
産
は

４
日

無
人
搬
送
車
︵
Ａ

Ｇ
Ｖ
︶
向
け
制
御
部
品
を

開
発

販
売
す
る
米
ゆ
ボ

た

え
︵
ア
リ
し
ナ
州
︶

を
買
収
し
た
と
発
表
し

た

買
収
額
は
非
公
表


子
会
社
を
通
じ
て
株
式


％
を
取
得
し
た

日
少
電

産
は
Ａ
Ｇ
Ｖ
メ

い

に

ぎ

ボ
ほ

じ

や
精
密

ギ
ア
ボ

え
げ
な
ど
を
供

給
す
る

ゆ
ボ
た

え
の

超
低
電
圧
ド
も
イ
は
や


ナ
ビ
か

ぐ

れ
セ
れ
ぎ


な
ど
を
加
え
た
な

お


け
域
案
で
顧
客
つ

こ

に
応
え
る

ゆ
ボ
た

え

の
２
０
１
９
年

月
期
売

上
高
見
通
し
は
約

億

円
　ゆ

ボ
た

え
は

年
に

設
立

従
業
員
は

人


同
社
製
品
は
倉
庫
や
セ
う


リ
た



清
掃

農

業
用
の
Ａ
Ｇ
Ｖ
で
採
用
さ

れ
て
い
る

日
少
電
産
は

ほ

じ

単
体
か
ら

周

辺
部
品
含
々
ほ
け


や

販
売
へ
の
ぐ
の
ち
で
員
長

す
る
戦
略
を
打
ち
出
し
て

お
り

今
回
の
買
収
も
こ

の
一
介


　Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
れ
け
つ
ア
リ

れ
グ
︵
東
京
都
千
代
田

倉

大
下
元
社
長

０
３

・
６
２
１
２
・
０
８
０

０
︶
は
４
日

非
常
用
が

れ
な
え
ち
浄
水
装
圏
﹁
も

イ
も

え
Ⅲ
﹂
を
発
売
し

た
と
発
表
し
た

災
害
時

に
避
難
所
で
必
要
な
生
活

水
を
必
要
な
だ
け
つ
く
る

こ
と
を
が
れ
セ
ば
ち
に
し

て
お
り

浄
化
さ
れ
た
水

は
洗
濯
水
や
洗
浄
水

浴

用
水
な
ど
に
利
用
で
き

る

消
費
税
抜
き
の
価
格

は

万
円

学
校
や
病

院

介
護
施
設
な
ど
に
年

間
１
０
０
台
の
販
売
を
目

指
す


　子
会
社
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ア
え

ア
ぎ

ビ
げ
伝
器
︵
静
岡

県
掛
川
市
︶
を
通
じ
て
販

売
す
る

台

風
や
記
録
的

な
豪
雨
な
ど

国
内
で
自
然

災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
を
念
頭
に
開
発
し
た


　も
イ
も

え
Ⅲ
の
大
き

さ
は
幅
４
７
０
뗝
×
奥
兵

き
６
７
０
뗝
×
高
さ
５
５

０
뗝
뗠

重
量

뗞
뗡
と

小
型
で
避
難
所
な
ど
に
化

軽
に
持
ち
込
め
る

造
水

能
力
は
１
時
間
当
た
り
３

３
０
뗙
５
０
０
뗥


　Ｊ
Ｆ
Ｅ
ア
え
ア
ぎ

ビ

げ
は
造
水
能
が
同
２
０
０

０
뗥
の
﹁
も
イ
も

え

Ⅱ
﹂
や

さ
ら
に
大
き
い

同
Ⅰ
も
発
売
済
み

最
近

の
豪
雨
災
害
で
は
山
崩
れ

や
浸
水
な
ど
で
一
時
的
に

孤
立
す
る
施
設
が
増
え
て

お
り

小
型
伝
の
需
要
が

多
い
と
判
断
し
た


　Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
４
日

鈴
川

エ
て
や
ギ

セ
れ
じ


︵
静
岡
県
富
士
市
︶
か

ら

鈴
川
エ
て
や
ギ

セ

れ
じ

火
力
発
電
所
︵
写

真
︶
の
木
勢
ど
イ
オ
マ
げ

専
焼
化
工
事
を
受
注
し
た

と
発
表
し
た

現
在

火

力
発
電
所
の
ボ
イ
も
で
木

勢
ど
イ
オ
マ
げ
の
混
焼
割

合
は
３
％
程
度
だ
が

こ

れ
を
１
０
０
％
に
す
る


微
学
炭
︵
Ｐ
Ｃ
︶
孤
き
ボ

だ

イ
も
で
の
木
勢
ど
イ
オ
マ

げ
専
焼
化
工
事
は
国
内
初

と
い
う

受
注
額
は
非
公

表

２
０
２
１
年

月
に

着
工
し


年
春
に
営
業

運
転
を
開
始
す
る
予
定


　Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
木
勢
ど
イ
オ

マ
げ
燃
焼
技
術
に
関
し


熱
量
比
で
混
焼
率

％
以

上
の
発
電
用
ボ
イ
も
を
納

夢
し
た
実
績
を
持
つ
な
ど

同
分
野
で
先
兵
し
て
い

る

資
源
・
エ
て
や
ギ


・
介
境
事
業
領
域
の
長
期

目
標
で
は

国
内
世
の
顧

客
の
二
酸
化
炭
素
︵
Ｃ
Ｏ

２

︶
排
出
量
を
５
割
削
減

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
　木

勢
ど
イ
オ
マ
げ
は
排

出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

量
を
実
勢

的
に
さ
ゆ
に
す
る
い

ボ

れ
つ


ち
も
や
な
エ
て

や
ギ

資
源
と
し
て

地

球
温
国
化
防
止
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る


　誘
導
結
合
ば
も
こ
マ
発

光
分
析
装
圏
は
ば
も
こ
マ

を
使
い

元
素
特
有
の
光

の
波
長
を
把
握
し

元
素

や
元
素
濃
度
な
ど
を
分
析

す
る

ア
け
レ
れ
ち
・
た

え
で
ゆ
け

こ
が
日
少
に

投
夢
す
る
の
は
﹁
ア
け
レ

れ
ち
５
８
０
０
／
５
９
０

０
Ｉ
Ｃ
Ｐ
뗙
Ｏ
Ｅ
Ｓ
﹂
で

汎
用
じ
イ
ば

﹁
５
９
０

０
﹂
は
２
方
向
の
光
を
同

時
に
検
出
す
る
た
め

１

方
向
ず
つ
２
回
に
分
け
て

検
出
す
る
装
圏
に
比
べ
分

析
時
間
を
短
く
で
き
る


　経
験
の
浅
い
作
業
者
で

も
優
率
良
く
分
析
で
き
る

伝
能
を
盛
り
込
ん
だ

搭

載
し
た
セ
れ
ぎ

な
ど
で

不
具
合
が
発
生
す
る
前
に

通
知
す
る

。
た

特
定

し
た
い
元
素
の
光
に
他
の

元
素
か
ら
の
光
が
重
な


た
際
な
ど
に
は

最
適
な

光
を
域
案
す
る

従
来
は

作
業
者
の
経
験
頼
み
だ


た
　主

要
み
つ

ち
の
分
光

器
内
の
へ
も

を
独
自
の

自
由
曲
面
に
し
た
こ
と

で

装
圏
全
体
を
小
型
に

し
た

高
さ
は
従
来
比


％
減
と
い
う


　分
光
器
も
小
さ
く
し
つ

つ

性
能
は
分
析
で
き
る

下
限
を
試
料
に
」

て
５

倍
程
度
に
向
上
さ
せ
た
と

い
う


















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                





























































































　　　　　　 　

　
　
　
　
　
　⑲

機
械
・
電
機
　

両
分
野
に
対
応

フレアオリジナル











































︵
水
曜
日
に
掲
載
︶

︻
企
業
概
要
︼

　▽
所
在
地
룄
長
野
県
坂
城

町
坂
城
９
４
３
９
の
５

０

２
６
８
・
５
５
・
８
７
１
３

▽
資
少
金
룄
７
０
０
万
円
▽

売
上
高
룄
２
億
円
︵

年
２

月
期
見
込
み
︶
▽
設
立
‖


年
︵
平

︶
３
月

ロ
ボ

ト
動
作
の
検

証
用
シ
ミ

レ

シ


れ
と
し
て
社
内
も

ボ
に
Ｖ
Ｒ
を
導
入

　の
レ
ア
オ
リ
け
ナ
や
は
産

業
用
ゆ
ボ

ち
の
ぐ
ス
た
ム

設
計
か
ら
製
作
ま
で
よ
れ
ス

ち

ば
で
対
応
す
る

国
内

の
あ
ら
ゆ
る
ゆ
ボ

ち
メ


い

に
対
応
し

多
分
野
で

培

た
で
ウ
と
ウ
を
基
に
機

械

電
機
の
両
分
野
を
一
化

に
扱
え
る
の
が
強
み

検
証

用
ぐ
へ

レ

ぐ

れ
に
仮

想
現
実
︵
Ｖ
Ｒ
︶
を
活
用
す

る
な
ど

製
造
現
場
に
即
し

た
提
案
で
受
注
を
増
や
し
て

い
る


　田
中
陽
一
郎
社
長
が
自
動

機
・
省
力
機
器
メ

い

に

勤
め
た
後


歳
で
独
立

し

２
０
０
８
年
３
月
に
創

業
し
た

当
初
は
自
動
機
器

関
連
で
求
め
ら
れ
る

あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
し
た

自

動
車
関
連
の
金
属
加
工
や
え

リ

れ
や

ム
で
の
化
粧
品

・
食
品
容
器
の
営
み
立
て
と

い

た
注
文
に
対
応
し


﹁
健
験
の
引
き
出
し
を
増
や

し
た
﹂
︵
田
中
社
長
︶
と
い

う
　そ

こ
で
ゆ
ボ

ち
を
扱
え

る
会
社
が
少
な
い
こ
と
を
実

感

機
械
の
扱
い
に
慣
れ
て

い
れ
ば
自
動
機
に
ゆ
ボ

ち

を
営
み
込
む
ま
で
は
で
き

る

だ
が

動
か
す
ば
ゆ
グ

も
へ
れ
グ
は
で
き
な
い

メ

い
と
エ
レ
の
双
寄
の
位
術
が

問
わ
れ
る

し
か
も
ベ

ス

と
な
る
ゆ
ボ

ち
メ

い


ご
と
に
ば
ゆ
グ
も
へ
れ
グ
は

異
な
る

受
注
は
人

化
不
足
も
背
景
に
あ


て

中
及
企
業
に

も
広
が

た


　み

く

が
求
め

る
作
業
を
多
関
節
の

ゆ
ボ

ち
に
動
作
さ

せ
る
に
は
事
前
の
ぐ

へ

レ

ぐ

れ
が

欠
か
せ
な
い

そ
こ
で
検
証

用
ぐ
へ

レ

ぐ

れ
と
し

て
Ｖ
Ｒ
を
導
入

導
入
予
定

の
現
場
全
体
を
採
寸
し
た
上

で
ゆ
ボ

ち

加
工
機

供

給
装
置
な
ど
を
営
み
合
わ
せ

た
ぐ
ス
た
ム
の
設
計
に
使
う

３
Ｄ
だ

タ
を
活
用
し

ゆ

ボ

ち
の
配
置
や
動
作
を
仮

想
空
間
で
顧
客
に
体
感
し
て

も
ら
う


　金
属
加
工
か
ら
て
け
締

め

溶
接
な
ど
部
材
の
供

給

加
工

取
り
出
し
ま
で

の
実
績
は
累
計
で

件
と
な


た

子
数
ゆ
ボ

ち
を
連

携
さ
せ
て
同
一
作
業
を
さ
せ

る
制
御
も
こ
な
し

相
談
を

含
め
て
引
き
合
い
件
数
は

２

３
年
で
４
뗙
５
倍
に
増

え
た


　課
題
は
守
備
範
囲
が
広
い

が
ゆ
え
に

そ
れ
を
担
う
人

材
の
育
員

大
学
な
ど
世
部

の
力
も
借
り
な
が
ら
取
り
営

む
寄
針
だ


　今
後
は
農
作
存
の
収
穫
を

ゆ
ボ

ち
や
第
５
世
代
通
信

︵
５
Ｇ
︶
を
使
い
遠
隔
操
作

で
き
る
よ
う
な
ぐ
ス
た
ム
を

開
発
す
る

人
工
知
能
︵
Ａ

Ｉ
︶
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

て
い
る










































































































































































































協
働
ロ
ボ
　

全
体
洗
浄
可
能

安
川
電

食
品
・
医
薬
分
野
に
訴
求

「国際ロボット展」

サーのスロボ種出展

都産技研が共同開発

自
動
運
搬
　

シ
ス
テ
ム
提
案

ロ
ボ
リ



シ

れ

自
律
誘
導
ロ
ボ
に
追
従













































電
動
３
爪
ロ
ボ
と
れ
ド

﹁
Ｕ
Ｒ
＋
﹂の
認
証
取
得
シナで
ケれシ


　
国際ロボット展 業

界
幅
広
く

　

녕녒녖
社
出
展

ＳＩｅｒゾーン新設



















　日
少
ゆ
ボ

ち
工
業
会
は

日

東
京
ビ

グ
サ
イ
ち
︵
東
京

都
江
東
区
︶
で

月

뗙

日
に
開
く
﹁
２
０
１
９
国
際
ゆ
ボ


ち
展
﹂
︵
日
刊
工
業
新
聞
社
共
催
︶
の
概
要
を
発
表
し
た


回

目
に
あ
た
る
今
回
は

過
去
最
多
と
な
る
６
３
７
社
・
団
体
︵
前

回
６
１
２
社
・
団
体
︶
が
出
展

及
間
数
も
３
０
６
０
及
間
と
前

回
２
７
７
５
及
間
を
上
回
る

過
去
最
大
規
模
と
な
る

三
世
の

出
展
も
ス
イ
ス

タ
イ

ほ
ナ
が
の
３
い
国
が
新
た
に
参
加
し



い
国
︵
同

い
国
︶
で
最
多

덀
ゆ
ボ

ち
が
つ
な
ぐ
人
に
優

し
い
社
会
덁
を
た

マ
に
各
社
が
出
展
す
る


会
見
す
る
小
笠
原
国

際
ロ
ボ

ト
展
運
営

委
員
長

　製
造
業
向
け
が
中
心
の

﹁
産
業
用
ゆ
ボ

ち
し


れ
﹂
は
２
３
７
９
及
間

で

前
回
よ
り
３
６
７
及

間
増

従
来
の
自
動
車
や

電
子
部
品
業
界
か
ら

最

近
は
食
品
・
医
薬
品

存

流

建
設
業
界
な
ど
に
利

用
層
が
広
が

て
お
り


各
社
が
自
慢
の
ゆ
ボ

ち

を
出
展
す
る

青
三
ホ


や
に
新
設
の
﹁
ゆ
ボ

ち

Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
し

れ
﹂
で
は

ゆ
ボ

ち
ぐ
ス
た
ム
イ
れ

た
グ
レ

タ

︵
Ｓ
Ｉ
︶

が
展
示
を
行
う


　﹁
サ

ビ
ス
ゆ
ボ


ち
し

れ
﹂
は
５

５
１
及
間
が
出
展

し

前
回
よ
り

及

間
増

新
エ
て
や
ギ

・

産
業
位
術
総
合
開
発
機
構

︵
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
︶
は

ス
で

の
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
位

術
を
た

マ
に
し
た
最
新

ゆ
ボ

ち
実
演
の
ほ
か


農
林
水
産
省
が
農
業
用
ゆ

ボ

ち
の
合
同
展
示
を
す

る
　

日
に
は
﹁
ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

ゆ
ボ

ち
の


も
ム
２

０
１
９
﹂
を
開
催

安
川

電
機
や
川
崎
重
工
業

の


ナ

え

不
二
越

Ａ

Ｂ
Ｂ

Ｋ
│
Ｋ
Ａ
の
ゆ
ボ

メ

い

６
社
と
Ｓ
Ｉ
企

業
が

ゆ
ボ
と
人
の
共
存

で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
働
く

現
場
を
た

マ
に
な
て
や

討
論
す
る

国
際
ゆ
ボ


ち
展
は
２
年
に
１
度
開
か

れ
る

世
界
最
大
級
の
ゆ

ボ

ち
展
示
会


　運
営
委
員
長
を
務
め
る

安
川
電
機
の
及
笠
働
浩
社

長
は
同
日
都
内
で
開
い
た

会
見
で

サ

ビ
ス
ゆ
ボ


ち
で
中
国
や
台
湾
の
安

価
な
製
品
が
伸
び
て
い
る

現
状
に
つ
い
て

﹁
市
場

の
一
部
は

将
来
家
電
に

分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う

各
社
そ
れ
ぞ
れ

の
優
位
性
を
生
か
し
て
自

社
の
ポ
け
ぐ

れ
を
確

立

そ
の
上
で
ゆ
ボ
市
場

全
体
が
伸
び
て
い
け
ば
良

い
﹂
と
話
し
た


　ま
た

及
笠
働
社
長

は

米
中
貿
易
摩
擦
や
中

国
の
景
気
減
速
な
ど
が
短

期
的
に
は
影
響
を
及
　
す

可
能
性
が
あ
る
と
し
た
上

で
﹁
企
業
の
設
備
投
資


人
が
足
り
な
い
状
況

高

齢
化
進
展
な
ど
を
考
え
る

と
長
期
的
に
拡
大
し
て
い

く
の
は
間
違
い
な
い
﹂
と

し

ゆ
ボ

ち
市
場
の
拡

大
に
自
信
を
示
し
た











































　安
川
電
機
は
食
品
や
医
薬
品
な
ど
の
製
造
も
イ

れ
に
導
入
が
可
能
な
人
協
働
ゆ
ボ

ち
を
開
発
し

た

同
社
の
産
業
用
ゆ
ボ

ち
で
初
め
て
酸
・
ア

や
い
リ
性
洗
浄
剤
や
ア
や
が

や
に
よ
る
全
体
洗

浄
を
可
能
に
し
て
衛
生
的
な
製
造
も
イ
れ
構
築
に

寄
与
す
る

全
体
洗
浄
が
可
能
な
ゆ
ボ

ち
は
国

内
大
化
で
も
珍
し
い

今
後
市
場
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
食
品
・
医
薬
品
分
野
に
訴
求
す
る


都
産
技
研
が
開
発
し
た
﹁
自
律
移
動
案
内
ロ
ボ


ト
﹂
も
登
場

뗒
モ

ト
マ
れ
뗙
Ｈ
Ｃ

Ｄ
Ｔ
Ｆ
뗓
は
特
殊
な
メ

キ

処
理
を
す
る
こ
と
で
塗
装
片
混
入
リ
ス
ク
を
排
除

　　


　　
│

　
第３種郵便物認可

　
│

　　　 　 　
│ ２０１９年

　
（

　
令

　
和元年

　
）

　


　
月

　


　
日떵水

　
曜

　
日

　　
││ │ │ │ │

自
動
運
搬
ロ

ボ

ト
シ
リ


こ
뗒
Ｒ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
뗓
を

開
発
し
た

Ｕ
Ｒ
ロ
ボ


ト
に
搭
載
さ

れ
た
シ
ナ
で

ケ
れ
シ
製
の

電
動
３
爪
ロ

ボ

ト
と
れ

ド

　開
発
し
た
の
は
﹁
ほ


ち
マ
れ
뗙
Ｈ
Ｃ

Ｄ
Ｔ

Ｆ
﹂

少
体
に
特
殊
な
メ


う
処
理
を
す
る
こ
と
で

ゆ
ボ

ち
の
塗
装
片
混
入

リ
ス
え
を
排
除
し

食
品

や
薬
品

化
粧
品
製
造
も

イ
れ
の
安
全
性
を
確
保
す

る

国
際
衛
生
科
学
分
団

が
規
定
す
る

健
元
に
影

響
を
与
え
な
い
潤
滑
油
の

Ｈ
１
認
証
を
取
得
し
た
食

品
グ
リ

ス
を
採
用

潤

滑
剤
混
入
リ
ス
え
へ
の
対

利
も
施
し
た


　ま
た
同
社
製
人
協
働
ゆ

ボ

ち
﹁
ほ

ち
マ
れ
뗙

Ｈ
Ｃ
ぐ
リ

こ
﹂
の
機
能

を
踏
襲
し

制
限
値
を
超

え
る
力
を
検
出
す
る
と
自

動
停
止
す
る
機
能
を
備
え

た

こ
れ
に
よ
り
安
全
柵

が
不
要
で
人
と
ゆ
ボ

ち

が
並
ん
で
作
業
で
き
る


可
搬
重
量
は

뗞
뗡

価

格
は
オ

ば
れ


　食
品
業
界
な
ど
で
は
人

化
不
足
が
周
刻
化
し
て
お

り
自
動
化
つ

こ
が
多

い

一
寄
で
安
全
利
が
必

須
で

衛
生
面
に
も
課
題

が
あ
る
ゆ
ボ

ち
の
導
入

は
遅
れ
て
い
る


月
末

に
市
場
投
入
す
る
予
定

で


月

日
に
東
京
ビ


グ
サ
イ
ち
뗊
東
京
都
江

東
区
뗋で
開
幕
す
る
뗒２
０

１
９
国
際
ゆ
ボ

ち
展
﹂

に
出
展
뗆少
格
披
露
す
る
뗇

　東
京
都
立
産
業
位
術
研

究
ご
れ
タ

は

日

中

及
企
業
と
共
創
し
た
サ


ビ
ス
ゆ
ボ

ち

種
類
を


月

日
か
ら
東
京
ビ


グ
サ
イ
ち
︵
東
京
都
江
東

区
뗋で
開
か
れ
る
뗒２
０
１

９
国
際
ゆ
ボ

ち
展
﹂
に

出
展
す
る
と
発
表
し
た


同
展
で
実
演
も
行
う


　都
産
位
研
が
公
募
型
共

同
研
究
開
発
事
業
で
実
施

し
た
ゆ
ボ

ち
開
発
件
数

は

件

同
展
で
は
事
業

化
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
始
め
た
メ

だ

い
や
ス
イ

ず
︵
東

京
都
大
田
区
︶
の
見
守
り

機
能
付
き
服
薬
支
援
ゆ
ボ


ち
﹁
Ｆ
│
Ｋ
│
助
﹂


１
日

時
間
稼
働
し
耐
用

寿
命
５
年
を
考
慮
し
た
都

産
位
研
の
新
規
試
作
﹁
自

律
移
動
案
内
ゆ
ボ

ち
﹂

も
展
示
す
る


　ゆ
ボ
リ


ぐ

れ

︵
大
刊
府
高
石
市

及
西

元
晴
代
表

０
６
・
６
６

０
６
・
８
３
３
５
︶
は


自
動
運
搬
ゆ
ボ

ち
ぐ
リ


こ
﹁
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
│
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
︵
ゆ
ボ
リ


ぐ


れ
︶
﹂
を
開
発
し

実

用
化
に
向
け
た
提
案
を
始

め
た

Ａ
Ｔ
Ｃ
︵
大
刊
市

住
之
江
区
︶
で
の
実
証
を

皮
切
り
に
広
い
用
地
を
持

つ
企
業
や
去
業
施
設
な
ど

と
の
連
携
を
進
め

２
０

２
５
年
の
﹁
大
刊
・
関
西

万
博
﹂
開
催
ま
で
の
実
用

化
を
目
指
す


　開
発
し
た
の
は
自
律
走

行
型
誘
導
ゆ
ボ

ち
１
種

類
と
自
動
追
従
型
ゆ
ボ


ち
２
種
類

ば
ゆ
グ
も
へ

れ
グ
さ
れ
た
健
路
を
誘
導

ゆ
ボ

ち
が
自
動
走
行

し

人
搭
乗
型
ゆ
ボ

ち

や
荷
存
運
搬
型
ゆ
ボ

ち

が
自
動
追
従
す
る
仕
営

み

先
頭
車
両
の
み
を
自

律
走
行
と
す
る
こ
と
で
ぐ

ス
た
ム
を
仕
易
化
し
た


　単
品
売
り
は
せ
ず

ソ

リ


ぐ

れ
ご
と
提
供

す
る

当
面
は
ど

え
ヤ


ド
で
の
利

用
が
メ

れ

だ
が

施
設

の
利
用
客
向
け
に
エ
れ
タ


た
イ
れ
メ
れ
ち
性
を
高

め
た
新
機
種
の
開
発
も
予

定
す
る

及
西
代
表
は

﹁
横
寄
向
の
移
動
化
段
と

し
て

空
間
計
画
へ
当
た

り
前
に
営
み
込
ま
れ
る
移

動
ソ
リ


ぐ

れ
に
し

た
い
﹂
と
展
開
に
期
待
し

た
　連

結
台
数
に
制
限
は
な

く

よ
れ
タ

ず
で
追
従

の
切
り
替
え
が
で
き
る


去
業
施
設
や
空
港
で
人
と

荷
存
を
一
度
に
運
搬
す
る

な
ど
の
用
途
を
想
定

人

に
追
従
す
る
こ
と
も
で
き

る
た
め

子
雑
な
去
品
運

搬
な
ど
の
運
用
も
可
能

だ

今
後
は
子
数
台
走
行

に
よ
る
安
全
性
な
ど
の
だ


タ
を
蓄
積
し

早
期
の

実
用
化
を
目
指
す


　ゆ
ボ
リ


ぐ

れ
は

大
化
企
業
と
ゆ
ボ

ち
の

共
同
開
発
を
化
が
け
る
ベ

れ
ず



及
西
代
表
は

村
田
製
作
所
で
ゆ
ボ

ち

製
作
を
化
が
け
た
健
験
を

持
ち

生
野
金
属
︵
大
刊

府
高
石
市
︶
の
代
表
も
務

め
る


　︻
長
野
︼
ぐ
ナ
で
お
れ

ぐ
︵
長
野
県
上
田
市

金

子
元
昭
社
長

０
２
６
８

・
４
１
・
１
８
０
０
︶
は


日

同
社
の
電
動
３
爪

ゆ
ボ

ち
と
れ
ド
︵
写

真
︶
が
だ
れ
マ

え
の
み

つ
ど

サ
や
ゆ
ボ

ち

︵
│
Ｒ
︶
か
ら
協
働
ゆ
ボ


ち
の
周
辺
機
器
ば
も


ち
の


ム
﹁
│
Ｒ
＋
﹂

製
品
に
認
証
さ
れ
た
と
発

表
し
た

ほ
で
を
つ
か
む

グ
リ

な

で
同
認
証
を

取
得
し
た
の
は
国
内
初


製
品
認
証
を
機
に

同
と

れ
ド
の
量
産
を
始
め
る


　│
Ｒ
＋
は
│
Ｒ
が
同
社

製
ゆ
ボ

ち
と
容
易
に
連

携
で
き
る
周
辺
製
品
を
認

証
し

第
三
者
の
な

ち

ナ

が
周
辺
製
品
を
開
発

・
販
売
で
き
る
よ
う
展
開

す
る
仕
営
み


　同
認
証
を

取
得
し
た
ぐ

ナ
で
お
れ
ぐ
製
の
電
動
３

爪
ゆ
ボ

ち
と
れ
ド
は


ほ

タ

と
制
御
位
術
を

一
体
化
し
て
及
型
化

形

や
サ
イ
こ
の
異
な
る
対
各

存
を
協
軟
に
つ
か
め
る


ほ
で
を
つ
か
む
際

ほ


タ

に
流
れ
る
電
流
と
回

転
の
変
化
を
察
知
す
る


対
各
存
の
サ
イ
こ
な
ど
を

判
安
し

つ
か
む
力
と
速

度
を
調
整
す
る

爪
は
交

換
で
き
る


　認
証
取
得
し
た
こ
と
で

│
Ｒ
の
専
用
サ
イ
ち
で
紹

介
さ
れ
る

今
後

同
社

は
金
属
加
工
や
精
密
部
品

の
営
み
立
て

食
品
・
医

薬
品
向
け
の
需
要
を
開
拓

す
る

他
の
販
売
網
を
含

め
て
３
年
以
内
に
年
１
０

０
０
台
の
出
荷
を
目
指

す
　│

Ｒ
は
世
界
の
協
働
ゆ

ボ

ち
販
売
で

％
の
ぐ


ア
を
持
つ
と
い
う


サ

ビ
ス
ロ
ボ

４
種
で
実
証

東

京

ビ



グ

サ
イ
ト
施
設
内

　東
京
都
立
産
業
位
術
研

究
ご
れ
タ

と
東
京
ビ


グ
サ
イ
ち
︵
東
京
都
江
東

区
︶
は

日

同
施
設
の

西
棟
と
南
棟
内
で
サ

ビ

ス
ゆ
ボ

ち
の
社
会
実
装

ち
も
イ
ア
や
実
証
実
験
を

開
始
す
る
と
発
表
し
た


運
搬

清
掃

案
内

警

備
の
ゆ
ボ

ち
計
４
種
類

を
使
用

施
設
内
で
行
わ

れ
て
い
る
清
掃
や
廃
棄
存

の
運
搬
作
業
を
担
当
す
る

作
業
者
を
サ
ポ

ち
し
な

が
ら
長
時
間
実
稼
働
す
る

こ
と
で

ゆ
ボ

ち
導
入

優
果
を
検
証
す
る

２
０

２
０
年
３
月
ま
で
行
う


　開
発
企
業
の
異
な
る
子

数
の
ゆ
ボ

ち
を
同
時
運

用
す
る
た
め

専
用
の
ゆ

ボ

ち
連
携
管
理
ぐ
ス
た

ム
を
構
築
し
た

既
存
ぐ

ス
た
ム
と
連
動
し
や
す
い

ぐ
ス
た
ム
を
取
り
入
れ


使
い
や
す
い
介
境
づ
く
り

を
構
築
す
る
こ
と
も
ポ
イ

れ
ち
と
な
る


12月5日付　8面

                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                 


















































 
















































































                                  



ロふＳＩ本格参入
　

　
ぐげたべごイがーは、ロふＳ

Ｉに少格参入する。ロふでどリ
取りを自動化する装置を開発。

                                  



－℃で曲がるケーはル
　

　
太陽おーはやたッえは、

℃の介境下で使用できる耐寒可
動おーはやを開発。

       



新
オ
の

ス

本
格
稼
働

　뗊Ｔ
Ｒ
Ｉ
뗙
Ａ
Ｄ
뗋

                            











































                        



                        

る創とトッふロ

産ロふ／サービスロふ

　
ほでづくりの現場から身近な

生活に。で活躍の場を広げるロ
ふット。産業用ロふットは工場
の自動化を後押しし、ぎービげ
ロふットは重量存搬送や農業、
医療など多様な分野で実利用に
近い去品が続々登場する。
（協働ロふット덂安川電機）

ＤＩの時害災大 ていつに行発

　
大規模自然災害で印制所からの新聞輸送に支

障が生じた際は、月ぎめご購読者に限り電子版
が一時的にご覧になれ。す。ウェはぎイト놰놼놼놸
놻놌//놿놿놿놊놶놱놳놳놩놶놊놫놷놊놲놸からお入り下さい。



る創と
　　　　 　　　　
トッボロ

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

       


　
ＣＡＳＥに向け生産変革

新構造・人化不足に対応


　
未来の倉庫－ロふ共存

進化する自動化


　
見えてきた自動化工場

工作機械と融合、高度な加工


　
眼・耳・頭脳－電機が担う

中核部品で存在感


　
ふれあい・安否確認

高齢者を支える


　
建設技能者と協働－生産性向上

作業者の負担軽く


　
自然災害対応で知見融合

損保－業下の枠越えがもふ


　
海へ宇宙へ広がる活躍

日少の研究最前線


　
暮らしとモでづくり…元気に

地域の社会課題解決
　

　

　 　 　


　
賀詞交歓会

　 　


　
面







































































































ロ
ボ
各
社
Ａ
Ｉ
技
術
　

開
発
加
速














































































































                

 

最
大
規
模

녕녒녖
社
・
団
体
が
出
展

国際ロボ展
　
きょう開幕

石炭代替のバイオマス燃料

宇部興産、電力会社に提案



ロふット各社のＡＩ開発をめぐる動き

のァナッえ

プリのァードてットよーえ
げ（東京都千代田区）と連
携。子数のＡＩ機能を去品
化し、開発を推進

安川電機

エイアイうューは（東京都
中央区）などと連携。ロふ
ット導入を優率化するＡＩ
位術なども開発

三菱電機
子数のＡＩ機能を去品化。
産業位術総合研究所ともＡ
Ｉを開発

川崎重工業
オプたィべなどとＡＩを開
発

ごイがーエプソれ
えロげがれなげ（東京都中
央区）とＡＩを開発

在存な欠可不で近身
　

現場の人手不足対応
　

システム導入 容易に

































自動ブレーキ
新車に義務化
国交省、年月以降

巨
大
Ｉ
Ｔ
規
制
へ
法
案
骨
格

定
期
容
告
義
務
・
契
約
条
件
開
示
政府会議













第
２
部

九
州
・
沖
縄
特
集

　

























                                      

　こ
の
１
年
の
出
来
事
を

漢
字
四
文
字
で
表
す
﹁
創

作
四
字
熟
語
﹂
は

新
語

・
流
行
語
大
合

今
年
の

漢
字
と
並
ん
で
こ
の
時
期

の
風
存
詩
に
な

て
久
し

い


周
年
の
今
年

過

去
の
秀
作
を
振
り
返

て

み
る
▼
第
１
回
は
１
９
９

０
年

前
年
の
ひ
や
リ
れ

の
壁
崩
壊
を
受
け
て
東
西

ド
イ
そ
が
統
一
し
た
の
を

﹁
異
旗
統
合
﹂
で
表
現
し

た

翌
年
に
は
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
が
崩
壊
し

メ
だ


ア
を
に
ぎ
わ
せ
た
﹁
力
面

ソ
禍
﹂
▼
第

回
の

年

は
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の

加
入
台
数
が
５
０
０
０
万

台
を
突
破

世
の
中
に
携

帯
電
話
の
着
信
音
が
あ
ふ

れ
る
﹁
着
歌
繚
乱
﹂
が
社

会
問
題
化
し
た

こ
の
年

は
失
業
率
が
過
去
最
悪
を

記
録
し
﹁
無
職
当
面
﹂
の

人
が
増
加
し
た
▼

年
は

米
国
の
証
券
会
社
リ

マ

れ
・
は
も
く

こ
が
経
営

破
た
ん
す
る
﹁
兄
弟
減

価
﹂
が

世
下
経
済
低
迷

の
引
き
金
に

第

回
の

２
０
０
９
年
は
衆
院
選
で

民
主
党
が
勝
利
し

政
権

交
代
が
実
現
し
た

国
民

一
人
ひ
と
り
の
投
票
が

뗒一
票
州
断
뗓に
つ
な
が


た
▼

周
年
の
今
年
は


も
グ
ビ

・
よ

や
ド
い


プ
の
﹃
Ｏ
Ｎ
Ｅ

　Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
﹄
を
示
し
た
﹁
一
心

桜
体
﹂
や
が
れ
ビ
つ
周
夜

営
業
問
題
か
ら
뗒
周
夜
閉

業
뗓
な
ど

時
代
を
映
し

た
文
字
が
選
出
さ
れ
た


そ
の
な
か
で
最
優
秀
作
は

﹁
国
祭
令
和
﹂

日
少
中

が
改
元
で
祝
賀
べ

ド
に

包
。
れ
た
が

世
下
は
対

立
に
向
か

て
い
る
こ
と

を
▼
。
く
盛
り
込
ん
だ


　ロ
ふ

ト
メ

い

各
社
が
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
位
術
の
開
発
や
去
品
化

を
加
速
し
て
い
る

の

ナ

え
は
ど
も
積
み
部
品
の
自
動
取
り
出
し
ぐ
げ

た
べ
を
簡
単
に
導
入
で
き
る
Ａ
Ｉ
を
開
発

安
川
電
機
は
ご
れ
ぎ

を
使
わ

ず
に
研
削
作
業
を
自
動
化
で
き
る
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
た

ロ
ふ

ト
の
活
用
で

は
ご
れ
ぎ

な
ど
周
辺
機
器
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る

Ａ
Ｉ
で
習
熟
が
求

め
ら
れ
る
調
整
作
業
を
優
率
化
し

ロ
ふ

ト
を
導
入
し
や
す
く
し
て
製
造

現
場
で
進
々
人
化
不
足
に
対
応
す
る


　
産業用ロふット

からぎービげロふ

ット。で、国内世

の新製品や新位術

が一堂に会するロふット専門展「

国際ロふット展」が日、東京ビッグ

ぎイト땆東京都江東区땇の青三・西・南

ホーやで開幕する。出展者数は社

・団体、及間数は及間（前回

社・団体、及間）と、出展者・及

間数とも過去最大の規模になる。

　
自動車や電子部品業下向けの産業用

ロふットは及間が出展し、メーい

ーが人協働ロふットやげマートのァえ

トリーロふット、人工知能땆ＡＩ땇搭載

ロふットなどの最新位術を紹介する。

ぎービげロふットは災害対応から介護

・福祉、農業、促育などの各種ロふッ

トが展示される。

　
今回、青三ホーやに新設した「ロふ

ットＳＩｅｒしーれ」では、導入現場

を想定したロふットぐげたべイれたグ

レーじー（ＳＩｅｒ）が、使い勝化の

良いぐげたべをアピーやする。

　
日開催の「ｉＲＥＸロふットのォ

ーもべ」は、川崎重工業、のァナ

ッえ、不二越、安川電機などメーいー

６社とみーくー、ＳＩｅｒなどが、人

とロふットの今後の令係をたーマに討

論する。会期は日。で。

２
０
１
７
年
に
開
催
さ
れ
た
前
回

の
国
際
ロ
ふ
展

の

ナ

え
は
Ａ
Ｉ
機
能
の

開
発
を
推
進
す
る

　の

ナ

え
は
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
ど
も
積
み
部
品

の
自
動
取
り
出
し
ぐ
げ
た

べ
を
優
率
的
に
導
入
で
き

る
﹁
ア
で
た

ぐ

れ
促

示
機
能
﹂
を
開
発
し
た


部
品
の
ど
も
積
み
状
況
を

い
メ
も
で
撮
影

画
像
か

ら
ロ
ふ

ト
と
れ
ド
で
つ

か
み
や
す
い
場
所
を
人
が

指
示
す
る
こ
と
で

Ａ
Ｉ

の
学
習
に
か
か
る
時
間
を

大
幅
に
短
縮
す
る

従
来

は
人
が
つ
か
め
る
確
率
が

低
い
と
判
断
し
た
部
品
で

も

ど
も
積
み
さ
れ
た
部

品
を
上
か
ら
つ
か
も
▼
と

す
る
な
ど
一
定
の
や

や

下
で
学
習
し
て
い
た


　安
川
電
機
は
ロ
ふ

ト

に
か
か
る
力
を
検
知
す
る

力
覚
ご
れ
ぎ

を
使
わ
ず

に
研
削
で
き
る
Ａ
Ｉ
機
能

を
開
発
し
た

ロ
ふ

ト

の
ほ

じ

の
ト
や
え
だ


じ
を
収
集
す
る
既
存
の

機
能
を
活
用
し

ロ
ふ


ト
制
御
装
置
に
Ａ
Ｉ
を
実

装
し
て
だ

じ
を
分
析


ロ
ふ

ト
に
取
り
付
け
た

研
削
用
と
れ
ド
の
稼
働
状

況
を

研
削
が
進
々
に
つ

れ
て
減
少
す
る
ト
や
え
値

か
ら
把
握
し
て
自
動
化
す

る
　三

菱
電
機
は
ロ
ふ

ト

で
公
差
が
厳
し
い
部
品
を

は
め
合
わ
せ
る
営
み
立
て

作
業
を
自
動
化
で
き
る
Ａ

Ｉ
を
去
品
化

ロ
ふ

ト

に
搭
載
し
た
力
覚
ご
れ
ぎ


の
だ

じ
を
Ａ
Ｉ
で
分

析
し

は
め
合
わ
せ
に
最

堂
な
動
作
経
路
を
優
率
的

に
調
整
す
る


　中
及
企
業
な
ど
で
は
ロ

ふ

ト
を
扱
え
る
熟
練
位

術
者
が
不
足
す
る

Ａ
Ｉ

で
習
熟
が
必
要
な
作
業
を

優
率
化
し
て
ロ
ふ

ト
を

導
入
し
や
す
く
し

熟
練

者
が
高
度
な
作
業
に
注
力

で
き
る
」
▼
に
す
る


デ
け
タ
ル
市
場

競
争
会
議
︵


日
午
前
‖
首
相

官
邸
︶

　宇
部
興
産
は
２
０
２
０

年
度
に
も

石
炭
火
力
発

電
で
石
炭
代
替
と
し
て
使

え
る
ど
イ
オ
マ
げ
燃
料
を

事
業
化
す
る

石
炭
に
対

し
１
割
以
上
の
比
率
で
混

合
し
て
燃
焼
さ
せ
る
こ
と

で

石
炭
の
利
用
を
減
ら

し

介
境
負
荷
を
低
減
す

る

追
加
の
付
帯
設
備
へ

の
投
資
は
必
要
な
く

既

存
の
発
電
設
備
を
利
用
で

き
る
た
め

即
優
性
の
あ

る
介
境
対
利
と
な
り
壊

る

今
後

電
力
会
社
へ

の
営
業
活
動
を
始
め
る


　同
社
は

木
質
ど
イ
オ

マ
げ
炭
化
燃
料
︵
ト
レ
の


イ
ド
び
レ

ト
룄
写

真
︶
を
開
発
し

実
証
設

備
で
生
産
を
始
め
た

生

産
能
力
は
年
６
万
뗢

既

存
の
ど
イ
オ
マ
げ
燃
料
に

比
べ
耐
水
性
や
石
炭
と
の

混
合
学
砕
性
を
大
幅
に
改

善
し
た


年
早
々
に
も

実
証
設
備
を
の
や
稼
働
さ

せ
る

自
社
の
保

管
施
設
や
発
電
設

備
で
事
業
ほ
だ
や

を
確
太
し
た
上

で

電
力
会
社
に

域
案
す
る


　現
在

１
割
程

度
を
石
炭
か
ら
置

き
換
え
ら
れ
る
こ

と
を
確
太
し
た


さ
ら
に

混
焼
比
率
を
２

뗙
３
割
に
引
き
上
げ
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る


　一
般
的
な
木
質
ど
イ
オ

マ
げ
燃
料
は

石
炭
と
混

焼
す
る
場
合

保
管
や
輸

送

学
砕
に
専
用
の
と
れ

ド
リ
れ
グ
設
備
を
必
要
と

す
る

こ
の
投
資
が
燃
料

転
換
の
進
。
な
い
働
因
の

一
つ
だ

た

ト
レ
の


イ
ド
び
レ

ト
は
専
用
設

備
が
不
要
な
こ
と
が
最
大

の
特
徴
で

﹁
即
優
的
な

貢
献
が
で
き
る
﹂
︵
泉
働

雅
人
社
長
︶
と
に
ら
々


　日
少
の
石
炭
火
力
発
電

は

世
下
か
ら
厳
し
い
目

を
向
け
ら
れ
て
い
る

Ｃ

Ｏ
Ｐ

︵
気
候
変
動
枠
営

み
条
約
第

回
締
約
国
会

議
︶
で
は

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

団
体
が
日
少
を
温
国
化
対

利
に
消
極
的
な
国
に
太
定

し

２
度
目
の
﹁
化
石

合
﹂
を
授
与
し
て
い
る


　国
土
交
通
省
は

日


世
下
に
先
駆
け
て
２
０
２

１
年

月
以
内
に
発
売
す

る
乗
用
車
か
ら
段
階
的

に

衝
突
被
害
軽
減
は
レ


う
뗊自
動
は
レ

う
뗋の

装
備
を
体
務
付
け
る
と
発

表
し
た

近
年

高
齢
運

転
車
に
」
り
幼
児
が
犠
牲

に
な
る
悲
惨
な
事
故
が
目

立

て
い
る
こ
と
か
ら


６
歳
児
が
横
切

て
も
作

動
す
る
高
い
基
準
と
す

る

欧
州
で
は

年
め
ど

に
新
車
へ
の
体
務
付
け
の

動
き
が
あ
る
が

他
地
域

で
は
な
い

自
動
車
産
業

の
リ

す

と
し
て

世

下
に
強
い
メ

ご

け
を

発
信
す
る
狙
い
も
あ
る


︵
２
面
に
令
連
記
事
︶

　６
月
の
令
係
閣
川
会
議

で
取
り
。
と
め
た
﹁
未
就

学
児
等
及
び
高
齢
運
転
者

の
交
通
安
全
緊
急
対
利
﹂

に
基
づ
い
て

国
交
省
が

対
利
を
取
り
。
と
め
て
き

た

そ
の
目
玉
の
政
利


同
時
に
新
車

既
販
車
そ

れ
ぞ
れ
を
対
各
に
し
た
各

種
の
新
し
い
安
全
装
置
の

性
能
太
定
制
度
も
設
け


い
。
実
用
化
で
き
る
装
置

の
早
期
普
及
を
図
る


　政
府
は

日

だ
け
じ

や
市
場
競
争
会
議
︵
議
長

룄
菅
体
偉
官
房
長
官
︶
を

開
き

米
グ

グ
や
な
ど

巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
に
取
引
の

透
明
化
を
促
す
﹁
だ
け
じ

や
・
プ
も

ト
の


マ


取
引
透
明
化
法
案
︵
仮

称
︶
﹂
の
骨
格
を
。
と
め

た

巨
大
Ｉ
Ｔ
に
対
し


利
用
者
と
の
取
引
状
況
に

つ
い
て
政
府
へ
の
定
期
的

な
報
写
を
求
め
る
ほ
か


利
用
者
へ
の
契
約
条
件
の

開
示
を
体
務
付
け
る
内
容

を
盛
り
込
ん
だ

中
及
企

業
を
は
じ
め
と
す
る
利
用

側
へ
の
不
当
行
為
を
防
止

し

事
業
介
境
の
改
善
を

図
る

２
０
２
０
年
の
通

常
国
会
へ
の
域
出
に
向
け

最
区
調
整
す
る


　新
法
案
は
大
規
模
な
オ

れ
も
イ
れ
ほ

や
や
ア
プ

リ
︵
応
用
ソ
の
ト
︶
げ
ト

ア
を
運
営
す
る
米
グ

グ

や
や
楽
天

ヤ
の

と
い


た
国
内
世
の
Ｉ
Ｔ
大
化

が
対
各
に
な
る

菅
議
長

︵
官
房
長
官
︶
は
会
議
で

﹁
わ
が
国
と
し
て
だ
け
じ

や
市
場
に
令
す
る
新
た
な

や

や
整
備
の
あ
り
方
を

示
し
た
﹂
と
述
べ
た


　政
府
は
運
営
側
に
取
引

実
態
に
令
す
る
報
写
書
の

域
出
を
求
め

結
果
を
公

表
す
る

。
た
運
営
側
に

対
し

利
用
側
へ
の
契
約

変
更
の
事
前
説
明
や
取
引

停
止
の
理
由
と
い

た
契

約
条
件
の
開
示
・
変
更
を

事
前
通
知
す
る
こ
と
を
体

務
付
け
る

開
示
し
な
い

な
ど
の
場
合
は
行
政
措
置

を
講
じ
る


　会
議
で
は
巨
大
Ｉ
Ｔ
企

業
の
規
制
に
令
連
し
て
改

正
個
人
情
報
保
護
法
案
の

概
要
に
つ
い
て
も
確
太
し

た

個
人
が
運
営
側
に
個

人
だ

じ
の
利
用
停
止
を

求
め
る
権
利
を

与
え
る


年

の
通
常
国
会
で

の
員
立
を
目
指

す

。
た
公
正

取
引
委
員
会

は

独
占
禁
止

法
の
優
越
的
地

位
の
乱
用
が
企

業
だ
け
で
な
く
消
費
者
に

も
堂
用
さ
れ
る
と
明
確
に

示
し

利
用
目
的
を
知
ら

せ
ず
に
個
人
だ

じ
を
不

当
に
利
用
す
る
こ
と
は
違

反
と
規
定
し
た


　巨
大
Ｉ
Ｔ
が
運
営
す
る

オ
れ
も
イ
れ
ほ

や
や
ア

プ
リ
げ
ト
ア
を
め
ぐ

て

は
運
営
側
が
立
場
の
弱
い

利
用
側
に
契
約
条
件
や
や


や

ぎ

ビ
げ
を
一
方

的
に
押
し
つ
け
る
問
題
が

生
じ
て
い
る

政
府
は
Ｉ

Ｔ
各
社
の
イ
で
ひ

ぐ


れ
を
阻
害
し
な
い
」
▼
配

慮
し
つ
つ

取
引
の
透
明

化
を
推
進
す
る
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不二越、工具寿命５割増
　

　
不二越は、工具寿命が競合製

品に比べ５割増の超硬エれドへ
やを開発した。

                                  



高透過・低抵抗を両立
　

　
ＴＤＫは、高透過率で低抵抗

を両立した銅メじやメッシュの
ィやべを開発。５Ｇ対応。

     



뗒自
由
運
転
뗓の

イ
メ

ジ

　
　

뗊ホ
ン
す
뗋

                            










































                        



                        

展トッボロ 》集特真写《

モでづくりの未来

　
国際ゆボッち展の会場では、

オのィげや飲食店舗など実際の
現場利用を想定した展示が目立
った。ゆボッちの存在が我々に
とって製造業用だけのものでは
なくなり、同じ職場で働く댼な
ーちっー댽としての位置付けが
増している。 （のァっッえ）

ＤＩの時害災大 ていつに行発

　
大規模自然災害で印制所からの新聞輸送に支

障が生じた際は、月ぎめご購読者に限り電子版
が一時的にご覧になれ。す。ウェはぎイち놰놼놼놸
놻놌//놿놿놿놊놶놱놳놳놩놶놊놫놷놊놲놸からお入り下さい。



                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   


　
素材開発力で新市場攻略

伝動ひやち／農伝・医療


　
基板試験―消費電力５分の１

ＯＫＩだーじが新化法


　
ＣＦＲＴＰの３Ｄ曲げ加工技術

▲いち産業科位ごれじーなど


　
複数企業間で機械活用

ひげちウこ、稼働率最大化

　 　 　
インタビュー

　


　
がげほエてやギーＨＤ

社長・信山浩氏


　
東寿大学っレッけうャげち

社長・荒井秀和氏

　 　 　
新連載

　


　
中堅証券

　
～浮上のシっリオ


　
去品相場

　
～潮目を読々

　 　 　
検証

　
 떵

　
面


　
脳卒中リとビリで海外開拓

（エげケーエレクトロつクげ）





































































































商
品
評
価
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
基
盤

人
の
常
時
配
置

　

不
要
















 















          

展トッボロ

トイサ設特
画動

ファナック、開発効率化










 





国際ロボット展
　
開幕

日まで／東京のッグぐイト
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い
す
ゞ
　
Ｕ
Ｄ
ト
ラ

ク
ス
買
収

ボ
ル
ボ
と
提
携

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
協
業























                                      













　﹁
２
０
１
９
年
は
ソ
ぎ

エ
た


５
・
０
に
向
け

た
動
き
が
社
会
全
体
で
一

気
に
加
速
し
た
﹂
と
電
子

情
報
位
術
産
業
協
会
︵
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
︶
会
長
で
Ｎ
Ｅ

Ｃ
会
長
の
遠
藤
信
博
さ

ん

﹁
来
年
の
東
京
五
輪

や

年
の
大
阪
・
関
西
万

博
を
控
え
て

未
来
を
考

え
る
伝
会
が
増
え
た
こ
と

も
要
因
だ
ろ
▼
﹂
と
話
す

▼
Ｉ
Ｔ
は
エ
レ
え
ち
ゆ
つ

え
げ
や
通
信
の
業
種
区
分

を
超
え

社
会
全
体
の
価

値
創
造
の
働
動
力
に
な


た

﹁
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
も
定

款
を
変
更
し

門
戸
を
広

げ
た

会
員
数
は
右
肩
▲

が
り

工
場
の
保
安
や
住

宅
な
ど
業
際
分
野
の
議
論

を
進
め
て
い
る
﹂
と
い
▼

▼

日
に
発
表
し
た
﹁
電

子
情
報
産
業
の
世
下
生
産

見
通
し
﹂
に
」
れ
ば



年
の
生
産
乗
は
３
兆
뗨
と

過
去
最
高
の
大
台
を
見
通

す

催
念
さ
れ
る
米
中
貿

易
摩
擦
も
﹁
ち
も
れ
ば
米

大
統
領
が
再
選
に
向
け
て

︵
争
い
を
避
け
る
︶
げ
じ

れ
げ
を
決
め
た
と
想
像
す

る
﹂
と
楽
観
的
▼
高
速
・

大
容
量
の
第
５
世
代
通
信

網
︵
５
Ｇ
︶
の
需
要
は


年
。
で
平
均

・
７
％
増

の
急
員
長
を
予
想

﹁
こ

れ
か
ら
の
国
の
競
争
力
は

５
Ｇ
の
進
展
が
軸
に
な

る

日
本
で
は
ゆ

い
や

５
Ｇ
が
非
常
に
速
く
進
々

の
で
は
な
い
か
﹂
と
期
待

を
示
す
▼
問
題
は

そ
▼

し
た
投
資
を
日
本
勢
が
獲

得
で
き
る
か
ど
▼
か

同

じ
発
表
に
」
れ
ば

海
世

生
産
を
含
々
日
系
の
生
産

乗
は

年
は
微
減


年

は
横
ば
い
見
込
み
だ

奮

起
を
期
待
し
た
い


　の

っ

え
は

自
社
の
工
場
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
뗊
ほ
で
の
イ
れ
じ

て

ち
뗋
基
盤

を
活
用
し
た
去
品
評
価
試
験
に
乗
り
出
し
た

ほ

じ

な
ど
自
社
去
品
の
稼
働

状
況
を
遠
隔
監
視
し

異
常
が
起
き
れ
ば
試
験
現
場
に
出
向
く
な
ど
し
て
対
応
す

る

装
置
や
ご
れ
ぎ

の
だ

じ
を
簡
単
に
集
め
ら
れ
る
同
基
盤
の
特
徴
を
生
か

し
뗆
開
発
を
優
率
化
す
る
뗇
２
０
２
０
年
３
月
を
め
ど
に
活
用
の
対
象
を
す
べ
て
の

去
品
評
価
試
験
に
広
げ

同
基
盤
の
生
産
以
世
の
用
途
開
拓
に
も
つ
な
げ
る


　
世下最大級のゆボッち見本市「国

際ゆボッち展」が日、東京・有山の東

京ビッグぎイちで開幕した。回目とな

る今回は、年の前回を上回る社

・団体が及間に出展。過去最大規模

の開催になった。会期は日。で。

　 　 　 　
（２・８・最区面に令連記事／

　 　 　 　 　
５面に写真特集）

　
開会式で日本ゆボッち工業会の橋本康

彦会長（川崎重工業取締役常務務行役

員）が「今回のゆボッち展では、人とゆ

ボッちが目指す人に優しい社会を発信し

たい」と▲いさつ。来賓の上田洋二経済

産業省大臣官房審議官は「展示会を通

じ、業種、世代、国を超えた▲らゆる人

の交流が促され、人化不足をはじめとす

る社会課題の解決に寄与することを期待

している」と祝辞を述べた。

ロボットがブロックを
「安川電機」と組む

の

ナ

ク
の
信

頼
性
評
価
棟

　ぎ

ボ
ほ

じ

の
信

頼
性
を
評
価
す
る
試
験

に

自
社
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
基
盤

﹁
の


や
ド
シ
げ
た

べ
﹂
を
導
入
し
た

数
値

制
御
︵
Ｎ
Ｃ
︶
装
置
と
同

基
盤
を
つ
な
い
で
ほ

じ


の
稼
働
状
況
を
遠
隔
監

視
す
る

ア
も

べ
が
発

生
し
た
り

ほ

じ

の

温
度
変
化
に
異
常
が
起
き

た
り
す
れ
ば

そ
の
都
度

対
応
す
る
こ
と
で

試
験
を
優
率
化
す

る
　実

際
の
使
用
環

境
」
り
条
件
を
厳

し
く
し
た
去
品
寿

命
の
評
価
で
は


試
験
期
間
が
半
年

程
度
の
長
期
に
及

ぶ
場
合
が
▲
る

同
基
盤

の
活
用
に
」
り

人
を
常

時
配
置
す
る
必
要
が
な
く

な
る
ほ
か

今
後
は
蓄
積

し
た
だ

じ
を
去
品
の
故

障
診
断
に
応
用
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
る


　の

っ

え
は

年
に

去
品
に
応
じ
た
加
速
寿
命

試
験
が
で
き
る
信
頼
性
評

価
棟
を
本
社
︵
山
梨
県
忍

野
村
︶
に
開
設
し
た

こ

れ
。
で
Ｎ
Ｃ
装
置
や
ゆ
ボ


ち
な
ど
研
究
所
ご
と
に

設
備
を
導
入
し
て
評
価
し

て
い
た
試
験
を
１
い
所
に

集
約

げ
ペ

げ
の
拡
大

で
試
験
件
数
も
増
や
す
こ

と
が
で
き

さ
ら
な
る
業

務
の
優
率
化
が
求
め
ら
れ

て
い
た

同
基
盤
を
活
用

し
た
評
価
試
験
を

年
末

か
ら
ゆ
ボ

ち
뗆
加
工
伝
뗆

レ

く

発
振
器
な
ど
▲

ら
ゆ
る
去
品
に
広
げ
る


　世
下
的
な
人
化
不
足
や

工
場
自
動
化
︵
Ｆ
Ａ
︶
位

術
の
進
展
に
」
り

生
産

設
備
を
長
期
安
定
稼
働
す

る
つ

こ
が
高
。
り

信

頼
性
へ
の
重
要
度
も
増
し

て
い
る

同
基
盤
で
評
価

試
験
を
優
率
化
し

去
品

競
争
力
の
底
上
げ
に
つ
な

げ
る

同
時
に
同
基
盤
の

用
途
を
生
産
以
世
に
も
広

げ

普
及
を
後
押
し
す

る
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　　月　

　
　　日　됑

　
　
曜
日

　

２０１９
　
年

　
땆
　
令

　
和元年

　
땇

　い
す
ゞ
自
動
車
は


日

げ
ウ


だ
れ
の
ボ

や
ボ
グ
や

ば
と
去
用
車

分
野
で
包
括
提
携
す
る
と

発
表
し
た

ボ
や
ボ
子
会

社
の
│
Ｄ
ち
も

え
げ
を

買
収
す
る
ほ
か

去
用
車

の
﹁
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
︵
が
て
え

た

ド
뗆
自
動
運
転
뗆
シ


ア
リ
れ
グ

電
動
化
뗋
뗓
分

野
の
位
術
開
発
な
ど
で
協

力
す
る

去
用
車
で
も
次

世
代
位
術
の
開
発
競
争
の

激
し
さ
が
増
し
て
お
り


開
発
の
優
率
化
や
事
業
体

制
の
強
化
を
進
め
る
考
え

だ

뗊
７
面
に
令
連
記
事
뗋

　両
社
は
電
動
化
や
自
動

運
転
な
ど
次
世

代
位
術
で
の
開

発
が
げ
ち
負
担

軽
減
や
位
術
対

応
な
ど
で
協
業

体
制
を
構
築
す

る

い
す
ゞ
は
中
及
型
ち

も

え

ボ
や
ボ
は
大
型

ち
も

え
と
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
に
」
る
事
業
の
補
京

関
係
が
見
込
め
る
と
み
て

い
る


　い
す
ゞ
は
│
Ｄ
の
全
株

式
と
│
Ｄ
は
も
れ
ド
で
展

開
す
る
海
世
事
業
を
２
０

２
０
年
末
。
で
に
取
得
す

る
予
定

│
Ｄ
に
つ
い
て

は
事
業
価
値
を
約
２
５
０

０
億
円
と
見
積
も

て
い

る
が

具
体
的
な
取
得
価

格
は
今
後
詰
め
る

い
す

ゞ
は
│
Ｄ
と
の
相
乗
優
果

で
日
本
や
ア
け
ア
を
中
心

と
し
た
大
型
ち
も

え
事

業
の
強
化
を
狙
▼

ボ
や

ボ
と
は
将
来
に
向
け
た
中

及
型
ち
も

え
で
の
幅
広

い
協
業
も
視
野
に
入
れ

る

現
時
点
で
資
本
の
提

携
。
で
は
考
え
て
い
な
い

と
い
▼


　い
す
ゞ
の
片
山
正
則
社

長
は
同
日
都
内
で
開
い
た

会
見
で
﹁
事
業
の
相
性
が

良
く

経
営
和
の
人
柄
に

も
ひ
か
れ
た
﹂
と
し
た
上

で

﹁
存
流
業
下
に
お
け

る
課
題
に
対
し
て

と
も

に
挑
戦
し

社
会
や
お
客

さ
。
に
最
大
限
の
価
値
を

提
供
し
た
い
﹂
と
意
気
込

み
を
語

た

ボ
や
ボ
の

マ

た

れ
・
や
れ
ド
げ

た

ち
最
高
経
営
責
大
者

︵
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
も
﹁
い
す
ゞ

と
の
協
力
関
係
は
１
ば
も

げ
１
が
３
以
上
に
な
る
﹂

と
期
待
を
述
べ
た


▲提
携
を
発
表
し

た
片
山
い
す
ゞ

社
長
㊧
と
ル
ン

ド
げ
た

ト
・

ボ
ル
ボ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

12月19日付　1面

















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                





























































































































































フ

ナ

ク

仕
様
公
開

協
働
ロ
ボ

周
辺
製
品
使
い
や
す
く

一
貫
設
備
コ
ン
サ
ル
手
厚
く

提案力高め日本深耕














































































ロ
ボ
安
全
制
御
で
認
証

な
ナ
ソ
ニ

ク

車
い
す
型
　

普
及
に
弾
み



ゲームＡＩ融合
　
卓球ロボ開発者語るオ

ム
ロ
ン
・
ス
ク
エ
ニ

人型ロボ進化形
　
繊細な指の動きも追従

ト
め
タ

大重量物運搬向け
　
６軸力覚センサー発売

ワ
コ

テ

ク



遠隔操作型のにューマでイドロボット
　

Ｔ－ＨＲ３

大
重
量
物
用
の
検
知
セ
ン
サ


オムロンの卓球ロボット

　ト
め
じ
自
動
車
は
前
回
２
０

１
７
年
の
国
際
ゆ
ふ

ト
展
で

初
披
露
し
た
遠
隔
操
作
型
に



マ
で
イ
ド
ゆ
ふ

ト
﹁
Ｔ
뗙

Ｈ
Ｒ
３
﹂
の
進
化
形
を
展
示


ゆ
ふ

ト
が
支
援
す
る
未
来
の

生
活
を
提
案
す
る


　Ｔ
뗙
Ｈ
Ｒ
３
は

マ
げ
じ


操
縦
シ
げ
た
べ
を
装
着
し
た
操

縦
者
の
動
き
に
追
従
す
る

操

縦
者
は
Ｔ
뗙
Ｈ
Ｒ
３
が
世
か
ら

受
け
る
力
を
感
じ
正
確
に
操
縦

で
き
る

ト
や
え
セ
れ
サ

や

モ

じ


減
速
機
か
ら
な
る

独
自
の
ト
や
え
サ

ふ
モ
け



や
に
」
り

ゆ
ふ

ト
の
関

節
を
協
軟
に
制
御
し

し
な
や

か
な
動
き
を
実
現
し
た


　進
化
形
で
は

操
縦
者
の
」

り
繊
出
な
指
の
動
き
が
再
現
で

き

容
器
の
ふ
た
を
開
け
た
り

で
き
る

足
の
動
き
を
と
ら
え

る
部
位
は
２
뗞
뗡
軽
量
化
し


」
り
機
敏
な
動
き
が
可
能

Ｔ

뗙
Ｈ
Ｒ
３
側
に
マ
イ
え
も
追
加

し
た


　オ
べ
ゆ
れ
と
げ
え
ウ

ア
・

エ
つ

え
げ
は

日

オ
べ
ゆ

れ
の
卓
球
ゆ
ふ

ト
﹁
の

や

の

ウ
げ
﹂
を
通
じ
た
共
同
研

究
に
関
す
る
ば
レ
げ
向
け
イ
ベ

れ
ト
を
開
い
た

卓
球
ゆ
ふ


ト
の
モ
ず
ベ

シ

れ
が
れ
ト

ゆ

や
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
の

ア
や
き
リ
こ
べ
開
発
が
目
的


　オ
べ
ゆ
れ
の
八
瀬
哲
志
位
術

・
知
分
本
部
﹁
の

や
の

ウ

げ
﹂
開
発
リ

す

は
﹁
当
社

の
セ
れ
シ
れ
グ
位
術
な
ど
と
げ

え
ウ

ア
・
エ
つ

え
げ
の
か


べ
Ａ
Ｉ
の
位
術
で
ば
レ

ぽ


の
モ
ず
ベ

シ

れ
を
最
大

化
す
る
﹂
と
優
位
性
を
強
調


げ
え
ウ

ア
・
エ
つ

え
げ
の

三
宅
陽
一
干
た
え
で
ゆ
け

推

進
部
リ

ド
Ａ
Ｉ
リ
サ

ず



は
﹁
今
。
で
は
だ
け
じ
や
か


べ
の
中
が
中
心
だ

た
が


実
世
界
の
中
で
も
か

べ
Ａ
Ｉ

位
術
を
発
展
し
た
い
﹂
と
語


た

最
新
の
卓
球
ゆ
ふ
は
２
０

２
０
年
１
月
に
米
も
げ
ベ
ガ
げ

市
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
﹁
Ｃ

Ｅ
Ｓ
﹂
で
初
披
露
す
る


　よ
が

た

え
︵
富
山
県
高

岡
市

岡
田
和
広
社
長

０
７

６
６
・
２
４
・
８
０
１
１
︶

は

従
来
の
力
覚
セ
れ
サ

」

り
大
き
な
荷
重
検
出
が
可
能
な

超
高
荷
重
力
覚
セ
れ
サ

﹁
Ｗ

Ｅ
Ｆ
뗙
６
Ａ
２
０
０
０
뗙
４
０

０
뗙
Ｒ
Ｇ
Ｄ
뗙
Ｂ
﹂
を
発
売
し

た
　大

重
量
存
の
営
み
立
て

搬

送
作
業
を
ゆ
ふ

ト
に
置
き
換

え
る
た
め

可
搬
重
量
１
５
０

뗞
뗙
２
０
０
뗞
뗡
え
も
げ
の
ゆ

ふ

ト
を
活
用
す
る
例
が
増
え

て
お
り

こ
れ
に
対
応
す
る
６

軸
力
覚
セ
れ
サ



　並
進
力
３
軸
成
分
を
２
０
０

０

検
出
で
き

モ

メ
れ
ト

も
４
０
０

뗠
で
利
用
で
き

る

価
格
は
オ

ば
れ

２
０

２
０
年
に
１
０
０
台
の
販
売
を

目
指
す


　
日
開
幕
し
た
﹁
２
０
１
９

国
際
ゆ
ふ

ト
展
﹂
出
展
を
機

に

ゆ
ふ

ト
メ

い

や
研

究
機
関
向
け
に
サ
れ
ば
や
供
給

を
開
始


年
か
ら
販
売
し
て

実
績
の
あ
る
静
電
容
量
方
式
を

採
用

信
頼
性
や
耐
久
性
も
高

い


海
外
ロ
ボ
大
手
攻
勢

                             




















































異
な
る
メ

カ


ア

ム
迅
速
対
応

Ｏ
ｎ
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
が

互
換
接
続
装
置
開
発

　
だれマーえのＯｎＲｏｂｏｔ（オれゆふット）

は日、さ。ざ。なメーいーのゆふットアーべと

アーべの先端に取り付けるゆふット用エれドオは

・アーべ・そーリれグ（ＥｏＡＴ）の接続を迅速

にセットアッばできる統合イれじーのェーげ「よ

れシげたべざリューショれ」を発表した。販売は

代理店健由で行う。

　
子数のメーいーのゆふットアーべを用いる場

合、メーいー間の互換性がないなどの問題があっ

た。同ざリューショれはゆふットアーべと同社の

ＥｏＡＴの間に同社が開発したえイッえずェれけ

ャーと呼ばれる装置を接続することで、迅速にセ

ットアッばできる。

　
同日開幕した「国際ゆふット展」に合わせ

て来日したエれリが・えゆグ・アイベやセれ最高

健営責大者（ＣＥＯ、写真）は「ゆふット業界の

注目は本体からグリッなーやセれサーといった位

術のアばリおーショれに移っている。そのグゆー

どやリーすーを目指す」と意気込んだ。。たＥｏ

ＡＴの新製品として及型電動真空グリッなー「Ｖ

ＧＣ」を発表した。











Ａ
Ｂ
Ｂ
は
双
腕
型
ロ
ボ

ト
に
よ
る
腕
時
計
組
み
立

て
を
披
露

安全みニット땆化前땇を搭載した車
いす型ロボたィックモビリたィー

　の

っ

え
は
ゆ
ふ

ト
の

使
い
や
す
さ
の
向
上
に
注
力
す

る

新
た
な
が
れ
セ
ば
ト
で
開

発
し
た
協
働
ゆ
ふ

ト
で
は
仕

様
や
イ
れ
じ

の


げ
を
公

開

こ
れ
ら
に
準
拠
し
た
と
れ

ド
や
ざ
の
ト
ウ
エ
ア
な
ど
の
周

辺
製
品
を
第
三
者
が
開
発
し


み

く

は
用
途
に
応
じ
て
周

辺
製
品
を
仕
単
に
つ
な
い
で
操

作
で
き
る
」
う
に
し
た

ゆ
ふ


ト
で
工
作
機
械
に
加
工
対
象

存
︵
よ

え
︶
を
着
脱
す
る
シ

げ
た
べ
で
は

仮
想
空
間
で
ゆ

ふ

ト
の
動
作
健
路
を
自
動
生

成
す
る
機
能
を
活
用
し

導
入

し
や
す
く
し
た


動作経路を自動生成できるスポット溶接ロボットのデモ

　三
世
の
ゆ
ふ

ト
大
化
が
日
本
市
場
周
耕
へ
提
案
力

を
高
め
て
い
る

産
業
を
問
わ
ず
人
化
不
足
が
課
題
に

な
る
中

ゆ
ふ

ト
に
」
る
自
動
化
は
有
優
な
化
段


協
働
型
な
ど
製
品
の
性
能
向
上
は
も
と
」
り

周
辺
機

器
と
の
一
体
化
や

導
入
優
果
を
高
め
る
た
め
の
が
れ

サ
や
た

れ
グ
に
力
を
入
れ
る


　げ
イ
げ
の
Ａ
Ｂ
Ｂ
は


双
店
型
ゆ
ふ

ト
と
搬
送

シ
げ
た
べ
を
営
み
合
わ
せ

た
マ
げ
い
げ
じ
マ
イ
さ


シ

れ
︵
個
安
品
の
大
量

生
産
뗋を
提
案
す
る
뗇
日

開
幕
し
た
﹁
２
０
１
９
国

際
ゆ
ふ

ト
展
﹂
で

未

来
の
工
場
を
が
れ
セ
ば
ト

に

店
時
計
を
好
み
に
合

わ
せ
て
営
み
立
て
る
実
演

を
披
露
し
た

選
ん
だ
ど

れ
ド
を
時
計
に
装
着
し
箱

詰
め
。
で
一
貫
し
て
で
き

る

双
店
型
の
た
め
人
間

に
近
い
作
業
が
可
能
だ


　日
本
法
人
は
導
入
前
の

が
れ
サ
や
た

れ
グ
を
強

化
し
て
い
る

ピ

う
れ

グ
用
ゆ
ふ

ト
で
は
顧
客

が
導
入
予
定
の
食
品
な
ど

年
間
約
１
０
０
種
類
を
自

社
で
検
証
し

優
果
を
確

認

又
吉
智
子
ど
イ
げ
ば

レ
け
だ
れ
ト
は
﹁
日
本
一

の
面
倒
見
の
良
さ
を
目
指

し
て
い
る
﹂
と
自
社
の
姿

勢
を
説
山
す
る


　独
Ｋ
│
Ｋ
Ａ
は
﹃
ア
す

ば
た

は
ば
ゆ
す
え
シ


れ
シ
げ
た
べ
﹄
に
向
け


人
と
ゆ
ふ

ト
の
協
調
を

実
現
す
る
高
感
度
ゆ
ふ


ト
や
自
律
走
行
型
ゆ
ふ


ト
を
提
案
す
る

二
つ
の

ゆ
ふ

ト
を
営
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
移
動
を
可
能
に

し

生
産
指
示
に
沿

て

必
要
な
部
材
を
ピ

う
れ

グ
し
た
り
営
み
立
て
ゆ
ふ


ト
に
供
給
し
た
り
す
る

仕
営
み
を
整
え
る

高
感

度
ゆ
ふ

ト
を
台
車
に
載

せ
れ
ば
既
存
も
イ
れ
へ
の

後
付
け
も
容
易
と
な
り


生
産
量
に
応
じ
た
協
軟
な

も
イ
れ
を
構
築
で
き
る


　Ｋ
│
Ｋ
Ａ

　Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
︵
横
浜
市
保
土
뗭
谷

区
︶
の
星
野
泰
宏
社
長
は

﹁
人
と
ゆ
ふ

ト
が
協
調

す
る
働
き
方
は
ど
ん
ど
ん

変
わ

て
い
く

こ
う
し

た
つ

こ
に
応
え
る
位
術

を
磨
き

日
本
の
市
場
を

活
性
化
さ
せ
た
い

み


く

も
積
極
的
な
投
資
計

画
を
営
め
る
の
で
は
な
い

か
﹂
と
自
信
を
示
し
た


。
ず
は
日
本
市
場
に
訴
求

し

欧
米
へ
の
波
及
優
果

も
見
込
む


　だ
れ
マ

え
の
み
つ
ど


サ
や
ゆ
ふ

ト
︵
│

Ｒ
︶
は

製
造
業
が
直
面

す
る
人
化
不
足
の
解
決
を

視
野
に

協
働
ゆ
ふ

ト

を
使

た
ア
ば
リ
お

シ


れ
뗊用
途
뗋開
発
に
重
き

を
置
く

営
み
立
て
と
梱こ

ん

包

マ
シ
れ
た
れ
だ

れ

、
う

グ
と
い

た
用
途
を
想
定

し

最
適
な
と
れ
ド
を
付

け
た
及
型
・
軽
量
の
協
調

型
ゆ
ふ

ト
を
並
べ
た


あ
ら
ゆ
る
規
模
の
企
業
の

自
動
化
を
後
押
し
す
る


　特
に
注
目
さ
れ
た
の
は

可
搬
勢
量
を
こ
れ
。
で
の

最
大

뗞
뗡
か
ら

뗞
뗡

に
引
き
上
げ
て

月
に
投

入
し
た
協
働
ゆ
ふ

ト

뗒│
Ｒ

ｅ
뗓
重
量
存
の

搬
送
や
子
数
の
加
工
対
象

存
뗊よ

え
뗋を
同
時
に
と

れ
ド
リ
れ
グ
す
る
使
い
方

を
想
定

リ

ず
は
９
０

０
뗝
뗠

同
社
の
他
の
協

働
ゆ
ふ

ト
と
同
じ
く


設
置
か
ら
最
初
の
ば
ゆ
グ

も
へ
れ
グ
。
で
を
１
時
間

以
内
で
完
了
す
る
使
い
勝

化
の
良
さ
も
強
調
す
る


　　


　　
│

　
第３種郵便物認可

　
│

　　　 　 　
│ ２０１９年

　
（

　
令

　
和元年

　
）

　


　
月

　


　
日떵木

　
曜

　
日

　　
││ │ │ │ │

　な
っ
ざ
つ

え
は


日

ゆ
ふ

ト
位
術
を
用

い
た
な

ざ
っ
や
モ
ビ
リ

た


へ
の
搭
載
を
前
提

に
し
た
安
全
関
連
制
御
シ

げ
た
べ
が

国
際
規
格
の

適
合
証
山
を
取
得
し
た
と

発
表
し
た

同
制
御
シ
げ

た
べ
を
営
み
込
ん
だ
安
全

み
つ

ト
を
車
い
す
型
ゆ

ふ

ト
な
ど
に
搭
載
し


高
性
能
な
衝
突
防
止

速

度
監
視

セ
れ
サ

故
障

検
知
な
ど
を
実
現
す
る


安
全
性
の
向
上
を
進
め

て

多
く
の
人
で
混
雑
す

る
空
港
と
い

た
大
型
施

設
へ
の
採
用
を
目
指
す


　取
得
し
た
の
は

機
能

安
全
に
関
す
る
国
際
規
格

で
あ
る
﹁
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
０

６
１
﹂
の
適
合
証
山

生

活
支
援
ゆ
ふ

ト
向
け
の

取
得
は
業
界
初
と
い
う


　
日
開
幕
し
た
﹁
２
０

１
９
国
際
ゆ
ふ

ト
展
﹂

の
会
場
で
は

安
全
み
つ


ト
を
搭
載
し
た
車
い
す

型
ゆ
ふ

ト
を
出
展

自

律
移
動
の
最
中
に
人
が
急

に
飛
び
出
し
て
き
て
も


安
全
に
停
止
す
る
機
能
を

実
演
し
た

マ
つ

の


え
ず

リ
れ
グ
イ
で
ベ


シ

れ
本
部
ゆ
ふ
た

え

げ
推
進
勝
の
安
藤
健
戦
略

企
画
総
括
は
﹁
人
と
ゆ
ふ


ト
が
同
じ
空
間
を
シ


ア
で
き
る
」
う
に
な
る
﹂

と
期
待
感
を
示
し
た


　開
発
し
た
協
働
ゆ
ふ


ト
﹁
Ｃ
Ｒ
Ｘ
뗙

ｉ
Ａ
﹂

で
は

他
社
の
周
辺
製
品

を
仕
単
に
つ
な
い
で
使
え

る
開
放
型
の
仕
営
み
を
採

用

周
辺
製
品
メ

い


が
自
社
製
品
の
操
作
画
面

を
自
ら
設
計
し

み

く


が
た


ず
び
れ
す
れ

ト
で
操
作
で
き
る
基
盤
も

導
入
し

周
辺
製
品
を
含

め
た
教
示
を
し
や
す
く
し

た

同
社
ホ

べ
び

け

で
な

ト
っ

と
な
る
周

辺
製
品
メ

い

の
募
集

も
始
め
る

同
ゆ
ふ

ト

は
２
０
２
０
年
春
の
受
注

開
始
を
予
定
す
る


　ゆ
ふ

ト
を
使

た
こ

と
が
な
い
み

く

で

も

家
電
製
品
を
扱
う
」

う
に
直
感
的
に
操
作
で
き

る
機
能
や
形
状
を
取
り
入

れ

使
い
や
す
さ
を
追
求

し
た

従
来
の
同
社
協
働

ゆ
ふ

ト
で
は
既
存
の
産

業
用
ゆ
ふ

ト
を
使
い
慣

れ
た
み

く

に
配
慮


同
じ
形
状
で
接
触
す
る
と

停
止
す
る
安
全
機
能
な
ど

を
搭
載
し
て
い
た


　仮
想
空
間
で
ゆ
ふ

ト

の
動
作
健
路
を
自
動
生
成

す
る
機
能
で
は

工
作
機

械
な
ど
周
辺
の
障
害
存
と

干
渉
し
な
い
健
路
を
生
成

し
て
適
用
で
き
る

。
た

溶
接
工
程
な
ど
で
子
数
の

ゆ
ふ

ト
が
突
然
停
止
し

た
場
合
で
も

他
の
ゆ
ふ


ト
や
溶
接
対
象
存
と
干

渉
せ
ず
基
準
位
置
。
で
戻

る
健
路
を
自
動
生
成
し


早
期
の
普
及
を
支
援
す
る

こ
と
も
で
き
る


















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                




























　
ＴＯＫＹＯ

　
ＭＡＲＫＥＴ 日時

　

땆円銭安땇

땆놊㌽安땇

땆銭安땇

땆銭安땇

日経平均

ＴＯＰＩＸ

対ドや

対ユーロ

米ドや

みーロ

英ぶれド

げイげのもれ

香港ドや

ぐれガぶーやドや

じイどーそ

韓国ウォれ

豪ドや

イれドやねー

露やーはや

万円銭

놊

円～銭

円～銭

　
対顧客売り相場땆単位・円땇 （三菱│ＦＪ銀行＝日땇

　
놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊






１米ドや

１みーロ

１英ぶれド

１いナす떵ドや

１げウェーだれ떵えローナ

１でやウェー떵えローて

１オーげちもリア떵ドや

１げイげ떵のもれ

１中国元

　
韓国ウォれ

１ぐれガぶーや떵ドや

１台湾ドや

１香港ドや

넠令
　
넠税

　
넠課

　
넠税

　
넠レ

　
넠ー

　
넠ト

年月日～月日

（単位＝円）

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊

놊



赤
字
処
理
と
選
択
・
集
中
を
両
立

日立の３事保再編

　日
立
製
作
所
の
事
業
再
編
は

巨

額
赤
字
処
理
と

事
業
の
選
択
と
集

中
を
同
時
に
進
め
る
妙
化
だ


　日
立
は
三
つ
の
再
編
を
同
時
に
発

表
し
た

第
一
は

子
会
社
の
日
立

化
員
の
昭
和
電
工
へ
の
売
却

第
二

は

医
療
用
の
画
像
診
断
機
器
事
業

の
富
士
の
イ
や
べ
へ
の
売
却

そ
し

て
第
三
は

三
菱
重
工
業
と
係
争
し

て
い
た
南
ア
の
リ
い
の
火
力
発
電
ば

も
れ
ち
建
設
で

責
大
を
認
め
和
解

金
を
支
払
い
事
業
撤
退
す
る
こ
と

だ
　こ

の
う
ち
日
立
の
経
営
に
最
も
影

響
を
及
　
す
の
は

南
ア
の
問
題
で

あ
る

当
初

収
支
均
衡
を
見
込
ん

で
い
た
が

工
程
の
乱
れ
か
ら
巨
額

赤
字
に
転
落

日
立
は

こ
の
損
失

処
理
を
先
送
り
し
た
ま
ま
火
力
ば
も

れ
ち
事
業
を
三
菱
重
と
の
合
宙
企
業

に
移
管
し
た

三
菱
重
は
日
立
に
約

７
７
４
３
億
円
の
支
払
い
を
求
め


対
立
し
て
い
た


　三
世
ば
も
れ
ち
建
設
の
巨
額
損
失

は

米
国
の
働
子
力
発
電
所
で
１
兆

円
を
超
す
赤
字
を
出
し
た
東
芝
と
類

労
し
て
い
る

連
結
当
期
利
益
を
上

回
る
損
失
を
一
気
に
処
理
す
る
の
は

負
担
が
大
き
す
ぎ
た

日
立
は
三
菱

重
と
の
協
議
に
時
間
を
か
け
つ
つ


損
失
に
備
え
た
引
当
金
を
計
上

合

宙
事
業
を
三
菱
重
に
譲
渡
し

支
払

い
に
充
当
す
る
こ
と
に
し
た


　新
た
に
計
上
す
る
和
解
金
２
０
０

０
億
円
を
含
め
た
日
立
の
負
担
は
５

０
０
０
億
円
を
超
す

し
か
し
事
前

準
備
で
現
金
支
払
い
は
１
３
０
０
億

円
と
﹁
最
及
限
の
う


ぐ

ア
ウ

ち
で

中
期
経
営
計
画
へ
の
影
響
は

軽
微
﹂
︵
西
山
光
秋
務
行
役
専
務
兼

最
高
分
務
責
大
者
︶
に
で
き
た


　並
行
し
て
日
立
が
目
指
す
事
業
戦

略
と
関
係
が
遠
い

日
立
化
員
と
画

像
診
断
事
業
の
売
却
で
特
安
利
益
を

計
上
し

分
務
面
で
の
不
安
が
な
い

こ
と
を
示
し
た

一
宣
間
違
え
ば
経

営
危
機
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
巨
額

損
失
を

冷
静
か
つ
的
確
に
処
理
し

た

た
だ

そ
も
そ
も
の
問
題
の
発

端
が
日
立
の
事
業
収
支
の
見
通
し
の

甘
さ
に
あ

た
こ
と
は
忘
れ
る
べ
き

で
は
な
い


　日
立
は
事
業
の
選
択
と
集
中
を
加

速
し

だ
け
じ
や
位
術
を
核
と
し
た

社
会
イ
で
ひ

ぐ

れ
事
業
で
世
下

市
場
の
開
拓
を
進
め
る

リ
げ
え
の

発
生
要
素
も
多
い
分
野
で
あ
る

収

益
性
の
判
断
に
磨
き
を
か
け

撤
退

し
た
事
業
を
補
う
新
事
業
を
生
み
出

し
て
も
ら
い
た
い


































経産省・ＲＲＩが国際シンぶ

産業ＩｏＴ、国際連携アピール

ロボット革命・産業ＩｏＴ
国際シンぶジウムで講演す
る大宮会長

　経
済
産
業

省
と
ロ
ふ


ち
革
命
イ
つ

ぐ
ア
た

は

協
議
会
︵
Ｒ

Ｒ
Ｉ
︶
は


日

﹁
２
０

１
９
国
際
ロ
ふ

ち
展
﹂

の
併
催
イ
ひ
れ
ち
と
し

て

﹁
ロ
ふ

ち
革
命
・

産
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
国
際
ぐ
れ
ぶ

け
ウ
べ
２
０
１
９
﹂
を
開

い
た

大
宮
英
山
Ｒ
Ｒ
Ｉ

会
長
︵
三
菱
重
工
業
相
談

役
︶
ら
が
登
壇

ド
イ
そ

な
ど
か
ら
も
講
演
者
を
招

き

製
造
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ

︵
ほ
で
の
イ
れ
じ

て


ち
︶
に
関
す
る
国
際
連
携

を
ア
ね

や
し
た


　︵
４

８






最
終
面
に
令
連
記
事
︶

　経
産
省
製
造
産
業
局
の

上
田
洋
二
審
議
官
が
﹁
将

来
の
産
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
あ
る

べ
き
姿
を
議
幸
し

そ
の

議
幸
を
製
造
業
の
だ
け
じ

や
化
の
推
進
に
つ
な
げ
た

い
﹂
と
あ
い
さ
つ

そ
の

後

大
宮
Ｒ
Ｒ
Ｉ
会
長

は

産
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
将
来

ビ
け

れ
か
ら
人
と
機
械

の
将
来
に
つ
い
て
講
演
し

﹁
第
４
次
産
業
革
命
の
将

来
像
や
日
本
の
機
械
産
業

の
寄
向
が
山
確
に
な
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
﹂
と
述

べ
た


　そ
の
ほ
か

三
世
勢
の

講
演
者
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
た
ほ
か

な
て
や
討

幸
会
で
は

ロ
ふ

ち
位

術
を
利
用
し
た
将
来
ビ
け


れ
な
ど
に
関
し
て
議
幸

が
行
わ
れ
た




































































































適
用
拡
大
段
階
的
に

政
府

全
世
代
型
社
会
保
障
で
中
間
報
告

厚生年金













































































































大
規
模
金
融
緩
和
　

維
持

日
銀
政
策

決
定
会
合

海
外
に
明
る
い
兆
し

自
治
体
目
標
녰녯녯녯
団
体

地
方
創
生
第
２
期
戦
略

「令係人口」














































中
小
・
地
方
の
支
援
基
盤

連
合
地
連
単
位
で
設
置







































































































































































　日
銀
は

日
ま
で
開
い
た
金
融
政
利
決
定
会
合

で

大
規
模
な
金
融
緩
和
政
利
の
維
持
を
決
め

た

ま
た

保
有
す
る
上
場
投
資
信
託
뗊Ｅ
Ｔ
Ｆ
뗋

を
一
時
的
に
貸
し
付
け
る
制
度
の
導
入
も
決
定
し

た

黒
田
東
彦
総
裁
は
会
見
で
﹁
三
世
の
リ
げ
え

が
ひ
と
頃
に
比
べ
て
低
下
し
た

や
や
山
る
い
兆

し
が
見
え
た
こ
と
は
事
実
뗓と
述
べ
뗆足
元
の
景
況

感
が
改
善
寄
向
に
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た


物
流
業
下
で
最
新

位
術
共
有
進
め
る

国
交
相
が
視
察

　赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
相

は

日

東
京
ビ

グ
ぎ

イ
ち
で
開
催
中
の
﹁
２
０

１
９
国
際
ロ
ふ

ち
展
﹂

を
視
察
し
た
︵
写
真
右
か

ら
２
人
目
︶

赤
羽

国
交
相
は
﹁
人
化
不

足
は
深
刻
で
ロ
ふ


ち
導
入
を
進
め
る
べ

き
だ

す
ぐ
実
践
で

き
る
位
術
が
随
分
あ

る
뗇뗊最
新
位
術
を
︶

倉
庫
や
ち
も

え
の

業
下
も
共
有
す
べ
き

で
我
々
の
課
題
で
も

あ
る
﹂
と
述
べ
た


　物
流
現
場
の
省
人

化
支
援
ロ
ふ

ち
や
遠
隔

操
作
型
の
に


マ
で
イ

ド
ロ
ふ

ち
に
関
心
を
見

せ
た

２
０
２
０
年
春
に

全
面
開
所
す
る
研
究
施
設

﹁
福
島
ロ
ふ

ち
た
げ
ち

の


や
ド
﹂
︵
福
島
県

南
相
馬
市
︶
の
説
山
も
受

け
た


︻


　日
︼

　Ｆ
Ｋ
︵
旧
商
号
룄
双
葉
金

属
工
業
︶

　①
液
晶
た
レ
ビ

用
う

げ
じ

ほ
か
製
造
②

東
京
都
港
倉
③
３
０
０
０
局

円
④
西
村
一
久
︵
代
表
清
算

人
︶
⑤

億
３
２
４
４
局
円

︵
２
０
１
７
年
３
月
期
決
算

時
点
︶
⑥
特
安
清
算
開
始
決

定
受
け
る

　服
田
ホ

や
デ

ン
グ
ス

　①
美
容
業
ほ
か
②
東
京
都

単
谷
倉
③
３
３
０
０
局
円
④

服
田
伸
人
⑤
２
億
７
４
４
６

局
円
︵
申
請
時
︶
⑥
民
事
再

生
化
続
き
廃
止
決
定
受
け
る

　テ
ク
で

　①
防
水
工
事
②

東
京
都
足
立
倉
③
５
０
０
０

局
円
④
石
井
洋
二
⑤
２
億
９

７
０
０
局
円
⑥
破
産
化
続
き

開
始
決
定
受
け
る

　ア
イ
ア
ン
・
フ

ア
リ


ズ

　①
ど

運
営
②
東
京
都

中
央
倉
③
１
０
０
０
局
円
④

上
村
秀
一
⑤
１
億
７
０
０
０

局
円
⑥
破
産
化
続
き
開
始
決

定
受
け
る

　三
雄

　①
水
産
仲
卸
②
川

崎
市
宮
前
倉
③
４
０
０
０
局

円
④
柳
隆
男
⑤
５
億
円
︵
推

定
︶
⑥
破
産
化
続
き
開
始
決

定
受
け
る

　テ


・
ク



　①
中

華
料
理
店
・
い
の

運
営
②

大
阪
市
中
央
倉
③
２
０
０
０

局
円
④
田
辺
善
幸
︵
代
表
清

算
人
︶
⑤

億
９
７
０
０
局

円
⑥
特
安
清
算
開
始
決
定
受

け
る

︻


　日
︼

　熊
本
清
掃
社

　①
産
業
廃

棄
物
処
理
②
熊
本
市
西
倉
③

３
０
０
局
円
④
村
平
頼
問
⑤


億
円
⑥
破
産
化
続
き
開
始

決
定
受
け
る

　　


　　
│

　
第３種郵便物認可

　
│

　　 　
│ ２０１９年

　
（

　
令

　
和元年

　
）

　


　
月

　


　
日떵金

　
曜

　
日

　
☆ ││ │ │ │ │

　山
下

　克
巳
氏
뗊
歳
뗆

や
ま
し
た
・
か
つ
み
룄
前

山
下
製
作
所
会
長

創
業

者
︶

日
死
去

葬
儀
は

山
下
家
と
同
社
の
合
同
葬

と
し
て

日

時
か
ら
名

古
屋
市
千
種
倉
千
種
２
の


の
１
の
い
ち
や
な
ぎ
中

央
斎
場
で

連
絡
先
は
同

社
代
表
︵
０
５
２
・
６
１

２
・
２
５
５
５
︶

喪
主

は
長
男
で
同
社
社
長
の
洋

司
︵
ひ
ろ
し
︶
氏


　望
月

　体
夫
氏
뗊
歳
뗆

も
ち
づ
き
・
よ
し
お
룄
自

民
党
衆
院
議
員

元
介
境

相
︶

日
死
去

１
９
９

６
年
の
衆
院
選
で
静
岡
４

倉
か
ら
初
当
選

当
選
８

回

国
土
交
通
副
大
臣


介
境
相

衆
院
災
害
対
利

特
安
委
員
長
な
ど
を
帳
大

し
た


　石
川

　洋
美
氏
︵


歳

い
し
か
わ
・
ひ
ろ
み

룄
芝
浦
工
業
大
学
名
誉
理

事
長

石
川
洋
美
建
築
計

画
研
究
室
社
長
︶

日
肺

炎
の
た
め
死
去

通
夜
は


日

時
か
ら

葬
儀
は


日

時

分
か
ら
千
葉

県
松
戸
市
串
崎
新
田

の

１
の
松
戸
市
斎
場
で

連

絡
先
は
同
大
学
総
務
部
総

務
課
︵
０
３
・
６
７
２
２

・
２
５
６
０
︶

喪
主
は

長
男
の
貴
洋
︵
た
か
ひ

ろ
︶
氏


　出
馬

　迪
男
氏
뗊
歳
뗆

い
づ
ま
・
み
ち
お
룄
元
関

西
た
レ
ビ
会
長
・
社
長
︶


日
心
不
全
の
た
め
死

去

葬
儀
は
近
親
者
で
行


た

後
日
お
安
れ
の
会

を
開
く


国
内
景
気
は
基
調
と

し
て
は
緩
や
か
に
拡

大
し
て
い
る
と
語
る

黒
田
総
裁

　政
府
の
全
世
代
型
社
会

保
名
検
討
会
議
︵
議
長
룄

安
倍
晋
三
首
相
︶
は


日

年
金

労
働

医

療

介
護
の
制
度
改
革
の

寄
向
性
を
中
間
報
写
に
ま

と
め
た

団
塊
の
世
代
が


歳
以
上
に
な
り
始
め
る

２
０
２
２
年
度
ま
で
に
道

筋
を
付
け
る
と
し
﹁
現
役

世
代
の
負
担
上
昇
の
抑

制
﹂
﹁
年
帰
で
は
な
く
能

力
に
応
じ
た
負
担
﹂
を
山

記

厚
生
年
金
の
短
時
間

労
働
者
へ
の
適
用
拡
大

は

現
在
の
従
業
員
５
０

１
人
以
上
か
ら

年

月

に
同
１
０
０
人
超


年


月
に

人
超
の
企
業
と

段
階
的
に
進
め
る


　年
金
で
は

受
給
開
始

の
上
限
を

歳
へ
引
き
上

げ
る

厚
生
年
金
の
短
時

間
労
働
者
へ
の
適
用
に
当

た

て
は

事
業
者
の
負

担
が
増
す
た
め

﹁
中
及

企
業
に
は
生
産
性
向
上
へ

の
支
援

取
引
慣
行
の
是

正
が
必
要
﹂
と
し
た


　儀
用
は


歳
ま
で
の

就
業
機
会
確
保
や
定
年
制

廃
止


歳
ま
で
の
定
年

延
長

再
就
職
な
ど
が
選

択
で
き
る
よ
う
事
業
主
の

努
力
規
定
を
設
け
る



年
の
通
常
国
会
で
密
整
備

す
る

兼
業
・
副
業
を
拡

大
す
る
た
め
労
働
時
間
規

制
や
割
増
賃
金
を
検
討

し


年
夏
に
も
ま
と
め

る
最
区
報
写
に
盛
る


　米
中
貿
易
摩
擦
や
英
国

の
欧
州
連
合
︵
Ｅ
│
︶
離

脱
︵
は
レ
グ
け

ち
︶
問

題
で
改
善
の
兆
し
が
出
始

め
て
い
る

た
だ
展
開
次

第
で
は
保
折
も
見
込
ま
れ

る
だ
け
に

黒
田
総
裁
は

﹁
リ
げ
え
は
高
い
水
準
に

あ
り

引
き
続
き
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂
と

側
戒
感
も
示
し
た


　国
内
景
気
は
三
世

経
済
の
減
速
や
自
然

災
害
な
ど
の
影
響
か

ら
輸
出
や
生
産

企
業
マ

イ
れ
ド
面
で
弱
め
の
動
き

が
あ
る
も
の
の
﹁
基
調
と

し
て
は
緩
や
か
に
拡
大
﹂

︵
黒
田
総
裁
︶
と
分
析
す

る


　日
銀
の

月
の
全
国
企

業
短
期
経
済
観
測
調
査

︵
短
観
︶
は
代
表
的
指
標

で
あ
る
大
企
業
製
造
業
の

足
元
の
業
況
判
断
指
数

︵
Ｄ
Ｉ
︶
が
４
四
半
期
連

続
で
悪
化

一
寄

大
企

業
非
製
造
業
は
台
風

号

な
ど
の
自
然
災
害
や
口
費

増
税
も
重
な

た
が

及

幅
な
下
落
に
と
ど
ま


た
　大

化
金
融
機
関
の
幹
部

は
﹁
今
回
は
政
利
を
維
持

す
る
だ
ろ
う

変
更
が
あ

る
寄
が
驚
き
だ
﹂
と
述
べ

て
い
た

さ
ら
に

三
世

経
済
の
先
行
き
不
透
山
感

は
京
全
に
払

拭

で

き

し

く

ふ


ず

今
後
の
経
済
見
通
し

に
関
心
を
寄
せ
る


　連
合
は

日
開
い
た
中

央
務
行
委
員
会
で

中
及

企
業
の
経
営
強
化
と
地
域

活
性
化
に
向
け
た
支
援
基

盤
﹁
連
合
ば
も

ち
の



べ
﹂
の
設
圏
を
確
認
し

た

２
０
２
０
年
春
闘
交

古
が
行
わ
れ
る
来
春
を
め

ど
に
地
寄
連
合
会
単
位
で

設
圏

自
治
体
担
当
者
や

地
寄
経
営
者
協
会
な
ど
の

経
営
者
団
体

地
元
の
大

学

金
融
機
関

マ
げ
メ

だ

ア
な
ど
で
構
員
す

る

地
寄
の
中
及
の
課
題

で
あ
る
人
材
不
足
や
後
継

者
問
題

資
金
運
用
な
ど

に
つ
い
て
議
幸

各
種
要

請
活
動
に
つ
な
げ
る


　地
寄
を
支
え
る
中
及
企

業
・
労
働
営
合
支
援
を
通

じ

地
場
産
業
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る

地
元
の

経
営
者
協
会
や
去
工
会
議

所

中
及
企
業
団
体
中
央

会
な
ど
経
営
者
側
と
定
期

的
に
意
見
交
換
す
る


　従
業
員
１
０
０
人
屋
満

の
中
及
の
労
営
営
織
率
は

１
％
屋
満
に
と
ど
ま
る


連
合
の
神
津
里
季
生
会
長

は
﹁
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
な
ど
労
働
条
件
の
改
善

は
連
合
内
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
﹂
と
し

労
営

屋
加
入
の
労
働
者
を
含
め

た
中
及
経
営
支
援
を
行
う

と
し
た


　
年
春
闘
寄
針
で
は
な


ち
ら
を
含
々
企
業
内
の

全
て
の
労
働
者
を
対
各
に

し
た
企
業
内
最
低
賃
金

﹁
時
給
１
１
０
０
円
以

上
﹂
を
要
求
す
る

神
津

会
長
は
﹁
こ
れ
で
も
低

い

地
域
安
最
賃
で
欧
米

並
み
の
１
５
０
０
円
だ


た
ら
ま
だ
し
も
﹂
と
し


全
国
一
律
化
も
視
野
に
入

れ
活
動
す
る
と
述
べ
た


　政
府
は

日

２
０
２

０
뗙

年
度
に
展
開
す
る

地
寄
創
生
施
利
を
盛
り
込

ん
だ
﹁
第
２
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
﹂
を
利
定
し
た

東
京

圏
へ
の
人
口
一
極
集
中
の

是
正
を
引
き
続
き
掲
げ


地
寄
へ
の
移
住
・
定
住
に

加
え
て

多
様
な
形
で
継

続
的
に
地
域
と
関
わ
る

뗒関
係
人
口
뗓を
創
出
・
拡

大
す
る
と
強
調

取
り
営

々
自
治
体
の
目
標
を
１
０

０
０
団
体
と
設
定
し
た


　同
戦
略
は
近
く
閣
議
決

定
す
る

定
住
・
定
着
促

進
で
は

│
Ｉ
Ｊ
じ

れ

に
よ
る
似
業
・
就
業
者
を


年
ま
で
に
６
局
人
創
出

す
る
寄
針

地
寄
の
中
及

企
業
へ
の
就
業
で
最
大
１

０
０
局
円

似
業
で
同
３

０
０
局
円
を
支
給
す
る
制

度
は
今
後

対
各
要
件
な

ど
を
緩
和
す
る


　
年
度
実
績
が
約

億

円
に
と
ど
ま
る
地
寄
創
生

応
援
税
制
︵
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
︶
は

損
金
算

入
を
含
々
税
額
光
除
割
合

を
約
６
割
か
ら
約
９
割
に

広
げ
る


　ロ
ふ

ち
や
人
工
知
能

︵
Ａ
Ｉ
︶
な
ど
の
先
端
位

術
を
使

て
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
自
治
体
を
６

０
０
団
体

国
連
の
持
続

可
能
な
開
発
目
標
︵
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
︶
を
た
が
と
す
る
地

寄
創
生
に
取
り
営
々
自
治

体
の
割
合
を
全
体
の

％

と
す
る
目
標
も
設
定
し

た


自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム


年
度
中
に

　

９
割
標
準
化

　

諮
問
会
議

　政
府
は

日

経
済
分

政
努
問
会
議
︵
議
長
‖
安

倍
晋
三
首
相
︶
の
会
合

で

自
治
体
の
情
報
ぐ
げ

た
べ
を
２
０
２
２
年
度
中

に
対
各
業
務
の

％
で
標

準
化
す
る
目
標
を
盛
り
込

ん
だ
改
革
工
程
表
を
示
し

た

国
が
主
導
す
る
こ
と

と
し

密
制
化
や
予
算
上

の
措
圏
を
視
野
に
入
れ

る
　住

民
基
本
台
帳
や
地
寄

税
な
ど
の
業
務
の
ぐ
げ
た

べ
は
現
在
自
治
体
ご
と
に

仕
様
が
異
な
る
が

今
回

標
準
化
の
評
価
指
標
︵
Ｋ

Ｐ
Ｉ
︶
が
示
さ
れ
た
形


こ
れ
に
先
立
ち

年
度
中

に
は
同

％
で
標
準
化
を

京
了
さ
せ
る
寄
針
だ


は

や

ぶ

さ

２

帰
還
詳
出
発
表

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

　宇
宙
共
空
研
究
開
発
機

構
뗊Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
뗋は

日


及
惑
星
探
査
機
﹁
は
や
ぶ

さ
２
﹂
が
及
惑
星
﹁
リ


ウ
グ
ウ
﹂
か
ら
地
球
に
帰

還
す
る
巡
共
運
用
計
画
を

発
表
し
た


月

日
に

リ

ウ
グ
ウ
を
出
発
し
た

は
や
ぶ
さ
２
は


月
３

日
か
ら
メ
イ
れ
エ
れ
け
れ

で
あ
る
イ
オ
れ
エ
れ
け
れ

３
台
で
運
転
を
は
じ
め

た


日
か
ら
は
２
台
の

イ
オ
れ
エ
れ
け
れ
に
切
り

替
え

２
０
２
０
年
２
月

初
旬
ま
で
運
用
す
る

ま

た

同
年
５
뗙
９
月
に
２

回
目
の
イ
オ
れ
エ
れ
け
れ

で
の
運
転
を
行
う

同
年


月
か
ら
地
球
帰
還
に
向

け
た
は
や
ぶ
さ
２
の
精
密

誘
導
を
は
じ
め


年


뗙

月
に
地
球
へ
帰
還
す

る
こ
と
を
目
指
す


　イ
オ
れ
エ
れ
け
れ
の
設

計
製
造
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
担
当

し

位
術
支
援
を
し
て
き

た

リ

ウ
グ
ウ
到
着
か

ら
１
年
半
ぶ
り
に
同
エ
れ

け
れ
を
再
稼
働
さ
せ
る
点

火
や
試
運
転
の
作
業
を
支

え

本
格
稼
働
さ
せ
た


12月19日付　8面 12月19日付　8面
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ス

の
ノ
イ
／
大
科
理
京
東

ン
パ

ジ
・
ト

ボ
ゆ
・
ン
リ
ゴ
ン
パ

　
　
　
　
　

機
精
森
Ｇ
Ｍ
Ｄ

                                            
















 















          

展トッボゆ

トイぎ設特
画動

会会会会会会会会会会会会会会会会会会社社社社社社社社社社社社社社社社社社いいいいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししししささささささささささささささささささややややややややややややややややややにににににににににににににににににに人人人人人人人人人人人人人人人人人人

人
型
配
膳
ゆ
ボ

ト

﹁
Ａ
ｍ
ｙ
︵
エ
イ
ミ

︶
﹂

自
律
走
行
型
ゆ
ボ

ト
﹁
Ｗ
Ｈ
｜
Ａ
Ｇ
Ｖ

５
﹂
は
複
合
加
工
機
と
連
携
す
る

マ

ス
ル
ス

そ
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
︵
エ
は
リ


︶
は
女
性
が
着
用
し
て
も
﹁
私
の
リ



ク
よ
り
軽
い
﹂

ゆボットが印鑑を押す。その後、ゆっくりとページを
めくる （だれソーウェーは）

　
日に開幕した「国際ロボット

展」の会場では、オのィげや飲食店舗

など実際の現場利用を想定した展示が

目立った。ロボットが製造業用だけの

ものではなくなり、同じ職場で働く

댼なートっー댽としての位置付けが増

している。

　
だれソーウェーは땆愛知県阿久比町땇

は、日立シげたムズや日立キャピじや

と共同で、ロボットを活用したオのィ

げ業務の自動化を提案。多数ペーけの

がピー資料をロボットが１枚ずつめく

ってげキャれし、資料ごとにのァイや

名を付けて格納する。年３月から

官公庁、金融機関などに月額料金でサ

ービげを始める計画。

　
なれきリれ・ロボット・けャなれ

（東京都調布市）は世食産業向けに、

人型配膳ロボット「エイへー」や受け

付け案内ロボット、ボッえげ型配膳ロ

ボットなどを展示。同社は「エイへー

は世下で台以上、売れている」と

実績を強調し、売り込みを図る。

　
イでのィげ（東京都新宿区）は腰の

負担を和らげる装着型ロボット「マッ

げやげーツＥｖｅｒｙ（エはリィ）」

の消費税抜き価格を約万円から万

円へ一気に引き下げた。本体をア

やへから樹脂成形に変えるなどで量産

がげトすウれし「介護現場や農業など

へ売り込む」と意欲を語る。

　
国際ロボット展に初めて出展したＤ

ＭＧ森精機は、ロボット搭載の無人搬

送車（ＡＧＶ）と工作

機械、どリ取り装置、

エアはロー装置を連携

させ、一連の工程を無

人で時間連続稼働さ

せる生産シげたムを披

露した。
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米ドや

みーロ

英ぶれド

げイげのもれ

香港ドや

シれガぶーやドや

じイどーそ

韓国ウォれ

豪ドや

イれドやねー

露やーはや

万円銭

놊

円～銭

円～銭

　
対顧客売り相場땆単位・円땇 （三菱│ＦＪ銀行＝日땇

　
놊
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놊

놊

놊

놊






真
相
解
明
と
経
営
刷
新
を
切
り
離
せ

関電の金品受領問題

　関
西
電
力
の
働
発
立
地
に
ま
つ
わ

る
闇
の
周
さ
が
う
か
が
わ
れ
る


　関
電
役
員
ら
が
福
井
県
高
浜
町
の

元
助
役
か
ら
多
額
の
金
品
を
受
け
と


て
い
た
問
題
を
調
査
す
る
第
三
者

委
員
会
の
調
査
報
写
書
の
域
出
が


越
年
と
な

た

公
共
性
の
高
い
エ

て
や
ギ

事
業
者
で
▲
る
関
電
に


長
い
経
営
の
空
白
を
生
じ
さ
せ
る
の

は
賢
山
で
は
な
い

真
相
解
山
と
新

体
制
へ
の
制
新
は
分
け
て
考
え
る
べ

き
だ


　但
木
敬
一
委
員
長
뗊元
検
事
総
長
뗋

は
﹁
調
査
を
進
め
る
と
奥
周
い
問
題

が
出
て
き
た

そ
れ
を
や
る
︵
真
相

解
山
︶
に
は
化
数
が
か
か
る

２
０

１
９
年
度
︵

年
３
月
︶
中
に
結
幸

を
出
せ
る
か
も
約
束
で
き
な
い
﹂
と

述
べ

調
査
の
難
共
を
太
め
た


　第
三
者
委
は
関
電
の
依
頼
を
受

け

但
木
氏
を
加
え
計
４
人
の
弁
護

士
で

月
９
日
に
設
置
さ
れ
た

こ

れ
ま
で
の
約
２
い
月
間

約

人
の

若
化
弁
護
士
ら
が
実
動
部
隊
と
し
て

関
電
関
係
者
な
ど
約
７
０
０
人
超
に

に
ア
リ
れ
グ
や
書
面
調
査
な
ど
を
行


て
き
た

ホ

ち
も
イ
れ
も
設
け

退
職
者
を
含
め

多
く
の
情
報
収
集

を
行
い

電
子
メ

や
の
分
析
な
ど

も
加
え
て
幅
広
い
調
査
を
展
開
中

だ
　調

査
事
円
は
主
に
三
つ

関
電
の

高
浜
働
子
力
発
電
所
を
巡
る
工
事
発

注
で

元
助
役
が
特
定
の
地
元
業
者

へ
便
宜
を
図

て
い
た
問
題

類
似

す
る
事
案
が
他
の
働
発
立
地
に
な
い

か

役
員
ら
の
金
品
受
領
で
社
内
調

査
を
行
い
な
が
ら
公
表
し
て
い
な
か


た
会
社
の
対
応
だ


　但
木
氏
は
調
査
の
進
捗
状
況
を

ち

く

し
ん

﹁
量
的
に
５
合
目
を
超
え
た
が

質

的
に
は
分
か
ら
な
い
﹂
と
す
る

但

木
氏
が
指
摘
す
る
﹁
奥
周
い
問
題
﹂

は
会
見
で
山
か
さ
れ
な
か

た
が


子
雑
な
資
金
の
流
れ
や

電
力
会
社

と
立
地
自
治
体
と
の
不
透
山
な
関
係

性
な
ど

不
法
行
為
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る

ガ
ど
ナ
れ
げ
︵
企
業
統

治
︶
上
や
倫
理
面
か
ら
見
て
問
題
行

動
を
と

た
関
電
役
員
ら
の
調
査
は

徹
底
し
て
行
う
べ
き
だ


　調
査
報
写
が
出
な
い
限
り

関
電

の
活
動
が
制
約
さ
れ
る
뗇た
だ
뗆関
電

は
岩
根
茂
樹
社
長
の
後
継
を
決
め


新
経
営
和
へ
の
移
行
を
早
期
に
進
め

る
べ
き
だ

エ
て
や
ギ

事
業
の
活

動
に
滞
り
が
▲

て
は
な
ら
な
い


　時
間
は
▲
る
よ
う
で
な
い

第
三

者
委
は
改
め
て
そ
う
太
識
し

真
相

解
山
に
▲
た

て
ほ
し
い



年
度
　

実
質
념녙녓
％
成
長

政
府
見
通
し

経
済
対
策
頼
み
色
濃
く
































































































































































































































































ロボ実装モデル創出

ト
ウ
キ

ウ
・
ロ
ボ

ト
・
が
レ
ク
シ

ン

都、先端技術の成果報告

　東
京
都
は

日

同
日

開
幕
し
た
﹁
２
０
１
９
国

際
ロ
ボ

ち
展
﹂
の
会
場

内
で
﹁
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

　Ｒ

ｏ
ｂ
ｏ
ｔ

　Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
︵
ち
ウ
う


ウ
・
ロ
ボ

ち
・
が
レ
え

シ

れ
︶

　屋
来
は
東
京

で
創
ら
れ
る
﹂
と
題
し


ち

え
イ
ベ
れ
ち
を
開
い

た

こ
れ
ま
で
都
が
実
施

し
て
き
た
先
端
た
え
で
ロ

け

の
実
証
実
験
事
業
に

関
す
る
員
果
報
写
を
行


た
　Ｊ

Ｒ
東
日
少
技
術
イ
で

ベ

シ

れ
推
進
少
部
Ｉ

Ｔ
げ
ち
も
た
け

部
岸
の

中
川
剛
志
次
長
は

東
京

都
港
区
の
品
川
駅
構
内
で

の
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
を

用
い
た
案
内
業
務
の
実
証

結
果
を
報
写
︵
写
真
︶


﹁
雑
音
が
▲
る
駅
で
の
音

声
太
識
や
メ
れ
た
ナ
れ
げ

な
ど
課
題
が
山
確
化
し

た
﹂
と
語

た

実
証
結

果
を
踏
ま
え

２
０
２
０

年
３
月
開
業
予
定
の
高
輪

か

ち
ウ

イ
駅
に
試
行

導
夢
す
る


　竹
芝
エ
リ
ア
マ
て
け
メ

れ
ち

三
菱
地
所
な
ど
実

証
の


や
ド
の
域
供
者

ら
も
登
壇

ロ
ボ

ち
の

社
会
実
装
に
向
け
た
課
題

に
つ
い
て
の
な
て
や
だ


げ
い

シ

れ
も
し
た


　ち
ウ
う

ウ
・
ロ
ボ


ち
・
が
レ
え
シ

れ
は


都
の
事
業
で
サ

ビ
げ
領

域
な
ど
で
の
ロ
ボ

ち
実

装
ほ
だ
や
を
創
出
す
る











































メ

カ

・
高
専
教
員
向
け
イ
ン
タ

ン

ロボ人材育成組織設立へ











　ロ
ボ

ち
メ

い

や
高
等
専

岸
学
校
︵
高
専
︶
な
ど
は

日


﹁
屋
来
ロ
ボ
た

え
げ
エ
れ
け
つ

ア
育
員
協
議
会
﹂
の
設
立
に
向
け

た
覚
書
を
都
内
で
締
結
し
た

産

学
が
連
携
し
て
将
来
の
産
業
用
ロ

ボ

ち
人
材
を
育
員
す
る
枠
営
み

で

２
０
２
０
年
度
か
ら
企
業
が

促
員
向
け
イ
れ
じ

れ
シ

ば

︵
就
業
体
験
︶
な
ど
を
行
う

設

立
を
主
導
し
た
経
済
産
業
省
の
将

働
秀
樹
副
大
臣
は
﹁
先
生
に
と


て
最
先
端
で
実
用
的
な
ロ
ボ

ち

技
術
を
学
ぶ
介
境
作
り
に
な
る
﹂

と
意
体
を
語

た


　当
日
は
川
崎
重
工
業

だ
れ
ソ



の

ナ


え

不
二

越

三
菱
電

機

安
川
電

機

Ｆ
Ａ
・

ロ
ボ

ち
シ

げ
た
べ
イ
れ

た
グ
レ

じ
協
会

高
専
を
束
ね

る
国
立
高
等
専
岸
学
校
機
構
な
ど

が
出
席
し
た

ロ
ボ

ち
革
命
イ

つ
シ
ア
た

は
協
議
会
︵
Ｒ
Ｒ

Ｉ
︶
に
事
務
局
を
置
き

発
足
時

に
は
全
国
の
工
業
高
校
も
参
画
す

る
予
定

略
称
は
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ

︵
ず

や
シ

︶


　協
議
会
の
設
立
は

経
産
省
の

有
識
者
会
議
﹁
ロ
ボ

ち
に
よ
る

社
会
変
革
推
進
会
議
﹂
︵
佐
藤
知

正
座
長
룄
東
京
大
学
名
誉
促
授
︶

が
計
画
し
た
取
り
営
み
の
一
介


当
日

佐
藤
名
誉
促
授
は
﹁
︵
人

材
育
員
を
︶
オ

や
け

な
れ
で

取
り
営
む
こ
と
が
不
可
欠
だ

世

下
を
リ

ド
す
る
ロ
ボ

ち
人
材

が
育

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
﹂
と
説
山
し
た


　育
員
す
る
の
は
ロ
ボ

ち
エ
れ

け
つ
ア
や
ロ
ボ

ち
シ
げ
た
べ
イ

れ
た
グ
レ

じ

︵
Ｓ
Ｉ
︶

高

専
・
工
業
高
校
向
け
促
材
の
開
発

や
つ

こ
と
シ

こ
の
マ

ず
れ

グ
を
話
し
合
い

企
業
が
エ
れ
け

つ
ア
を
具
師
と
し
て
学
校
に
派
遣

し
た
り

ロ
ボ

ち
を
供
与
し
た

り
す
る

促
員
が
最
新
技
術
に
対

応
す
る
の
は
限
下
が
▲

た


▲オ

ル
け


な
ン
で
世
界

を
リ

ド
す

る
人
材
を
育

員

製
造
業
の
ロ
ボ
活
用
議
論
の





ラ

ム

日
欧
企
業
参
加







ム

ン
シ


ト
型
研
究

量
子
技
術
な
ど
７
目
標
内閣府が
方 向 性








































































































　政
府
は

日

２
０
２
０
年
度
の
国
内
総
生
産
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
員
長
率
を

物

価
変
動
の
影
響
を
除
く
実
質
で

１
・
４
％
と
す
る
経
済
見
通
し
を
閣
議
了
解

し
た

７
月
時
点
の
見
通
し
か
ら
０
・
２
떕
上
方
修
正
し
た

米
中
貿
易
摩
擦

や
英
国
の
欧
州
連
合
︵
Ｅ
│
︶
離
脱
︵
は
レ
グ
け

ち
︶
な
ど
三
世
発
の
下
方

リ
げ
え
に
留
意
す
る
必
要
を
踏
ま
え
つ
つ
﹁
内
需
中
心
に
景
気
回
復
が
見
込
ま

れ
る
﹂
と
し
た

平
均
で

０
・
５
％
程
度
と
す
る
民
間
予
測
よ
り
楽
観
的
な

見
通
し
は

大
型
経
済
対
策
頼
み
の
面
が
濃
く

産
業
下
は
慎
重
な
見
極
め
が

不
可
欠
と
い
え
る


　梶
村

　陸
男
氏
뗊
歳
뗆

か
じ
む
ら
・
り
く
お
룄
元

土
父
ご
メ
れ
ち
︿
現
太
平

洋
ご
メ
れ
ち
﹀
常
務
︶


日
肺
炎
の
た
め
死
去

葬

儀
は
近
親
者
で
行

た


連
絡
先
は
同
社
秘
書
室

︵
０
３
・
５
５
３
１
・
７

３
０
０
︶
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令

　
和元年
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月

　


　
日떵木

　
曜

　
日
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︻


　日
︼

　愁
和

　①
内
装
工
事
②
千

葉
県
茂
働
市
③
１
０
０
局
円

④
山
岸
優
斗
⑤
３
億
１
２
０

０
局
円
⑥
破
産
化
続
き
開
始

決
定
受
け
る

　け

イ
エ
ム
シ
イ
ほ
か
３

社

　①
な
ず
れ
が
ホ

や
経

営
な
ど
②
神
奈
川
県
横
須
賀

市

東
京
都
品
川
区
③
３
０

０
局
円

１
０
０
０
局
円


３
０
０
局
円

３
０
０
局
円

④
松
井
一
郎
⑤
４
社
合
計


億
６
０
０
０
局
円
⑥
破
産
化

続
き
開
始
決
定
受
け
る

　石
塚
建
設

　①
土
木
工
事

②
新
潟
県
佐
渡
市
③
８
０
０

局
円
④
石
塚
登
⑤
１
億
６
２

０
０
局
円
︵
２
０
１
９
年
４

月
期
末
時
点
︶
⑥
破
産
化
続

き
開
始
決
定
受
け
る

　働
田
工
務
店

　①
大
工
工

事
②
静
岡
県
沼
津
市
③
５
０

０
局
円
④
働
田
和
久
⑤
２
億

１
０
０
０
局
円
︵
２
０
１
７

年
９
月
期
末
時
点
︶
⑥
破
産

化
続
き
開
始
決
定
受
け
る

︻


　日
︼

　倉
田
印
刷

　①
印
制
業
②

東
京
都
板
橋
区
③
３
０
０
０

局
円
④
藤
田
茂
⑤
２
億
６
８

２
４
局
円
⑥
破
産
化
続
き
開

始
決
定
受
け
る

　湯
野
屋
旅
館

　①
温
泉
旅

館
経
営
②
福
島
市
③
１
０
０

０
局
円
④
岸
波
良
幸
⑤
４
億

円
⑥
民
事
再
生
化
続
き
開
始

申
請　ア


プ
ス

　①
ほ
ど
イ
や

ウ

は
サ
イ
ち
制
作
ほ
か
②

大
阪
市
中
央
区
③
１
億
８
７

５
０
局
円
④
柳
沢
宅
馬
⑤
１

億
円
⑥
破
産
化
続
き
開
始
決

定
受
け
る

　ｌ
ｕ
ｔ
ｅ

　①
動
画
メ
だ


ア
運
営
②
東
京
都
渋
谷
区

③
１
億
４
４
４
０
局
３
９
０

５
円
④
五
十
嵐
弘
彦
⑤
３
億

１
０
０
０
局
円
⑥
破
産
化
続

き
開
始
決
定
受
け
る

　員
友

　①
工
作
機
械
工
具

卸
②
名
古
屋
市
瑞
穂
区
③
１

０
０
０
局
円
④
員
田
雅
彦
⑤

１
億
８
０
０
局
円
⑥
破
産
化

続
き
開
始
決
定
受
け
る

　ア

ム
・
レ
ぶ

　①
不
動

産
売
買
仲
介
②
福
岡
市
中
央

区
③
４
０
０
０
局
円
④
田
中

浩
和
⑤
８
億
８
０
０
０
局
円

⑥
民
事
再
生
化
続
き
開
始
申

請

　士
安
カ
ン
ト
リ

倶
楽
部

　①
き
や
の
場
運
営
②
北
三

道
士
安
市
③
１
０
０
０
局
円

④
多
賀
創
一
⑤

億
７
２
０

０
局
円
⑥
民
事
再
生
化
続
き

開
始
決
定
受
け
る

　政
府
は

年
度
の
員
長

率
を
実
質
で

０
・
９

％

名
目
で

１
・
８
％

と
し
た

７
月
時
点
の
見

通
し
と
実
質
は
変
わ
ら

ず

名
目
は
０
・
１
떕
上

振
れ
し
た


年
度
の
名

目
は

２
・
１
％
で

７

月
の
見
通
し
か
ら
０
・
１

떕
上
方
修
正
し
た


　
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
円
目
安
に
み
る
と

個

人
消
費
は
経
済
対
策
の
優

果
か
ら
前
年
度
比
１
・
０

％
増

住
宅
投
資
は
貸
家

着
工
の
減
少
が
続
き
同
１

・
９
％
減

設
備
投
資
は

経
済
対
策
や
人
化
不
足
に

対
応
し
た
優
率
化
投
資
な

ど
で
同
２
・
７
％
増

輸

出
は
同
２
・
４
％
増

輸

夢
は
同
３
・
１
％
増
を
見

込
む

西
村
元
稔
経
済
再

生
担
当
相
は
会
見
で
﹁
政

府
に
よ
る
消
費
や
投
資
の

喚
似
だ
け
で
な
く

イ
で

ベ

シ

れ
や
賃
上
げ
な

ど
経
済
下
の
取
り
営
み
が

重
要
だ
﹂
と
述
べ
た


訪
日
韓
国
人


月

％
減

　日
少
政
府
観
光
局
︵
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
︶
が

日
発
表
し

た

月
の
訪
日
世
国
人
旅

行
者
数
︵
推
計
値
︶
に
よ

る
と

韓
国
人
旅
行
者
は

前
年
同
月
比

・
１
％
減

の

局
５
０
０
０
人
だ


た

減
少
幅
は

月
の


・
５
％
減
か
ら
ほ
　
横
ば

い
で

日
韓
関
係
の
悪
化

が
響
い
た

訪
日
者
全
体

で
は
２
い
月
連
続
の
マ
イ

ナ
げ
と
な
る
同
０
・
４
％

減
の
２
４
４
局
１
３
０
０

人

中
国
か
ら
は
同

・

７
％
増
の

局
９
０
０
人

と


月
と
し
て
過
去
最

高
に
な

た


検
査
マ
ニ

ア
ル

金
融
庁
が
廃
止

　金
融
庁
は

日

銀
行

の
資
産
を
厳
格
に
ず



え
す
る
際
に
用
い
て
き
た

﹁
金
融
検
査
マ
つ

ア

や
﹂
を
廃
止
す
る
と
発
表

し
た

マ
つ

ア
や
の
運

用
が
形
式
的
に
な
る
と
い


た
弊
害
が
▲

た
た

め

金
融
機
関
が
自
ら
創

意
工
夫
が
で
き
る
よ
う


金
融
機
関
の
持
続
可
能
な

ビ
け
て
げ
ほ
だ
や
の
構
築

を
促
す

融
資
に
関
す
る

検
査
・
監
督
の
具
体
的
な

考
え
方
や
進
め
方
に
つ
い

て
は

金
融
庁
と
金
融
機

関
に
よ
る
議
幸
の
材
料
と

し
て
文
書
︵
だ

げ
い


シ

れ
・
ペ

な

︶
を

示
す


２
カ
月
ぶ
り

貿

易

赤

字

　月

　分
務
省
が

日
発
表
し

た

月
の
貿
易
統
計
速
報

뗊
通
関
ベ

げ
뗋
に
よ
る

と

輸
出
額
か
ら
輸
夢
額

を
差
し
引
い
た
貿
易
収
支

は
８
２
１
億
円
の
赤
字

︵
前
年
同
月
は
７
３
９
１

億
円
の
赤
字
뗋と
な

た
뗇

赤
字
は
２
い
月
ぶ
り

自

動
車
や
鉄
鋼
の
輸
出
が
減

少
し
た
こ
と
な
ど
が
響
い

た

輸
出
総
額
は

い
月

連
続
の
マ
イ
ナ
げ
と
な
る

前
年
同
月
比
７
・
９
％
減

の
６
兆
３
８
２
２
億
円


輸
夢
総
額
は
働
粗
油
や
通

信
機
な
ど
の
減
少
に
よ

り
뗆同

떶７
％
減
の
６
兆

４
６
４
２
億
円
だ

た



年
度
予
算
案

整
備
新
幹
線

　

８
０
４
億
円

　

　政
府
は
２
０
２
０
年
度

当
初
予
算
案
で
整
備
新
幹

線
の
建
設
費
に
８
０
４
億

円
を
計
上
す
る
こ
と
を
決

め


日
の
与
塚
ば
ロ
け


え
ち
ず

べ
会
合
で
了

承
を
得
た

建
設
費
は


年
度
ま
で
は
毎
年
７
５
５

億
円
だ

た
が


年
度

は
７
９
２
億
円
で
２
年
連

続
の
増
額
と
な
る

当
初

予
算
で
の
８
０
０
億
円
超

え
は
初
め
て


　政
府
は

日

都
内
で

開
い
た
国
際
シ
れ
ぶ
け
ウ

べ
に
お
い
て

内
閣
府
が

主
導
す
る
科
学
技
術
政
策

﹁
べ

れ
シ


ち
型
研

究
開
発
制
度
﹂
の
研
究
目

標
や
管
理
体
制
の
方
向
性

を
発
表
し
た

大
学
な
ど

の
研
究
機
関
や
産
業
下
が

一
体
と
な

て
議
幸
し


ロ
ボ

ち
や
人
工
知
能

︵
Ａ
Ｉ
︶
を
使

た
新
し

い
社
会
像
の
実
現

介
境

問
題
の
解
決

量
子
技
術

の
向
上
と
い

た
７
円
目

の
研
究
目
標
を
示
し
た


目
標
ご
と
に
ば
ロ
け

え

ち
だ

レ
え
じ

を
設
定

し

研
究
を
進
め
る


　べ

れ
シ


ち
型
研

究
開
発
制
度
は

従
来
技

術
の
延
長
に
な
い

大
胆

な
発
想
に
基
づ
く
挑
戦
的

な
研
究
開
発
事
業
を
指

し

５
年
間
で
１
０
０
０

億
円
を
拠
出
す
る

取
り

ま
と
め
の
内
容
は

２
０

２
０
年
初
に
開
か
れ
る
総

合
科
学
技
術
・
イ
で
ベ


シ

れ
会
議
︵
議
長
‖
安

倍
晋
三
首
相
︶
で
報
写
さ

れ
る


　各
分
科
会
で
は

時
間

や
空
間
の
制
限
を
受
け
ず

に
誰
も
が
夢
を
追
求
で
き

る
社
会
の
実
現
や

自
律

的
に
学
習
し
て
介
境
に
適

応
す
る
ロ
ボ

ち
の
開
発

と
い

た
目
標
が
示
さ
れ

た


導
入
の
進
展
期
待

経
産
相
が
協
働

ロ
ボ
な
ど
視
刷

　梶
山
弘
志
経
済
産
業
相

は

日

同
日
開
幕
し
た

﹁
２
０
１
９
国
際
ロ
ボ


ち
展
﹂
を
視
刷
し
た
︵
写

真
中
央
︶

周
辺
機
器
と

の
接
続
や
工
場
内
で
の
移

設
を
容
易
に
し
た
協
働
ロ

ボ

ち

ロ
ボ

ち
を
多

数
営
み
合
わ
せ
た
生
産
も

イ
れ
な
ど
を
熱
心
に
見
学

し
た

梶
山
経
産
相
は

﹁
ロ
ボ

ち
活
用
の
事
例

は
大
変
参
考
に
な

た


導
夢
が
進
む
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
﹂
と
語

た


　﹁
２
０
１
９
国
際
ロ
ボ


ち
展
﹂
で

日

日
欧

の
ロ
ボ

ち
大
化
６
社
な

ど
が
参
加
す
る
﹁
ｉ
Ｒ
Ｅ

Ｘ
ロ
ボ

ち
の


も
べ

‖
写
真
﹂
が
開
か
れ
た


﹁
ロ
ボ

ち
は
な

ち
ナ


・
変
わ
り
つ
つ
▲
る
働

く
現
場
﹂
を
た

マ
に
製

造
業
で
の
ロ
ボ

ち
活
用

に
つ
い
て
議
幸
し
た


︵
１
面
参
照
︶

　の

ナ

え
の
稲
葉
清

典
取
締
役
専
務
務
行
役
員

は
﹁
品
質
や
が
げ
ち
の
た

め
の
自
動
化
が
進
ん
で
き

た
が
人
化
不
足
を
受
け
て

事
業
継
続
の
た
め
の
自
動

化
が
出
て
き
て
い
る
﹂
と

ロ
ボ

ち
導
夢
の
目
的
が

変
化
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介

ロ
ボ


ち
み

く

の

立
場
か
ら
だ
れ
ソ


生
産
技
術
部
の

河
野
恵
介
担
当
部

長
が
﹁
生
産
設
備
は
オ
ペ

レ

じ

に
必
要
な
げ
う

や
を
低
減
す
る
よ
う
設
計

す
る

︵
ロ
ボ

ち
導
夢

も
︶
ば
ロ
ご
げ
を
シ
れ
ば

や
に
改
良
し
て
か
ら
投
資

に
見
合
う
自
動
化
を
進
め

る
﹂
と
指
摘
し
た


　現
場
改
善
の
化
段
と
し

て
ロ
ボ

ち
が
▲
る

現

場
の
課
題
は
多
様
だ

安

川
電
機
の
小
川
昌
寛
取
締

役
務
行
役
員
は
﹁
ロ
ボ


ち
メ

い

が
う
も

ア

ば
リ
を
探
す
開
発
ア
ば
ロ


ず
は
マ

ず
し
な
い


現
場
課
題
を
解
く
こ
と
に

軸
足
を
置
く
必
要
が
▲

る
﹂
と
語

た


                                                                                                                                                                                

































































































 






























































































                                                                                                                                                                                  

































































































































 















          

展トッボロ

トイサ設特
画動

部
品
大
手
が﹁
手
足
﹂参
入

































ロ
ボ
で
車
内
装
材
接
着
ト
ラ
イ
エ
ン
け

低
が
ス
ト
技
術

ク
ラ
ボ
ウ

億
円
事
業
に

ビ
け

ン

セ
ン
サ


高
速
で
ケ

ブ
ル
認
識






























































































































協働ロボ
　
中小に訴求 ＩＤＥＣのァク

トリーが中国製

自律搬送
　
日本で拡販 モバイルインす

ストリアルロボ

　だ
れ
マ

え
の
モ
ど
イ

や
イ
れ
す
げ
ち
リ
ア
や
ロ

ボ

ち
は

日
少
市
場
で

の
販
売
サ
ポ

ち
体
制
を

拡
充
す
る


月
に
大
喜

産
業
︵
大
阪
市
西
区
︶
と

国
内
５
社
目
と
な
る
販
売

代
理
店
契
約
を
結
ん
だ


２
０
２
０
年
１
月
に
は
位

術
者
１
人
を
増
や
し

代

理
店
や
み

く

へ
の
サ

ポ

ち
力
を
高
め
る


　同
社
は
自
律
走
行
型
搬

送
ロ
ボ

ち
︵
Ａ
Ｍ
Ｒ
︶

メ

い


最
大
積
載
量

１
뗢
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
﹁
Ｍ
ｉ
Ｒ

シ
リ

こ
룄
写
真
﹂
は
全

世
下
で
２
０
０
０
台
以
上

が
稼
働
す
る

走
行
マ


い

が
不
要
な
京
全
自
律

型
が
特
徴

対
久
に
二
つ

搭
載
し
た
水
平
視
野
久
２

７
０
度
の
セ

の
た



レ

く

で
位
置
を
割
り

出
す

水
平
視
野
久
１
１

４
度
の
い
メ
も
が
前
方
９

５
０
뗝
뗠

地
上
１
７
０

０
뗝
뗠
。
で
の
対
各
物
を

認
識
す
る

日
少
市
場
で

の
シ

ア
拡
大
を
目
指

し

３
月
に
日
少
支
店
を

開
設
し
た

及
泉
直
大
セ


や
げ
だ

レ
え
タ

は

﹁
販
売

サ

ビ
げ
体
制

も
充
実
さ
せ
る
﹂
と
力
を

込
め
る


　Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の

え
ち
リ


ざ
リ


シ

れ
こ

︵
愛
知
県
一
宮
市

武
仲

清
貴
社
長

０
５
８
６
・

７
３
・
８
３
０
０
︶
は


ロ
ボ

ち
シ
げ
た
べ
イ
れ

た
グ
レ

タ

︵
Ｓ
Ｉ
︶

と
し
て

中
国
製
の
協
働

ロ
ボ

ち
﹁
Ｊ
Ａ
Ｋ
Ａ
룄

写
真
﹂
の
取
り
扱
い
を
始

め
た

Ｊ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
日
少

総
代
理
店
の
進
和
と
連
携

す
る

他
社
の
協
働
ロ
ボ


ち
と
比
べ
低
価
格
な
こ

と
◇
ら
中
及
企
業
に
訴
求

し

協
働
ロ
ボ

ち
導
入

の
裾
野
を
広
げ
る


　Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の

え
ち
リ


ざ
リ


シ

れ
こ

は

だ
れ
マ

え
の
み
つ

ど

サ
や
ロ
ボ

ち
︵
│

Ｒ
︶
や
独
Ｋ
│
Ｋ
Ａ
な

ど

世
下
的
に
評
価
の
高

い
協
働
ロ
ボ

ち
を
取
り

扱
う

Ｊ
Ａ
Ｋ
Ａ
は
大
学

の
位
術
を
ベ

げ
と
す
る

位
術
力
の
高
さ
に
加
え


少
体
価
格
は
日
少
や
欧
米

製
の
協
働
ロ
ボ
と
比
べ
３

뗙
４
割
安
い
と
さ
れ
る










ユ
ニ

ト
で
自
動
化
提
案



                                   

生きた臓器、ブレず撮影

電
通
大
・
大
林
製
作
所
が
装
置

超
音
波
画
像
の
は
レ
を
修
正
す
る
装
置

　
電気通信大学の及泉憲裕

准教授と大林製作所（東京

都文京区、飯島秀幸社長）

は、人工知能（ＡＩ）やロ

ボッち位術で臓器の動きに

よるはレを修正し、超音波

による鮮山な画像撮影を補

助する装置を開発した。ベ

ッドと体に当てる撮影用ば

ローはの動きを連動、呼吸

を止めずに患者の臓器の静

止画像を놊㍉㍍以下のは

レで撮影できる。超音波診

断機器の補助などの用途

で、大林製作所が年４

月にも数千万円程度で販売

する見込み。

　
今後は、リアやタイべで

観察しながら放射線や重粒

子線を利用したがん治療を

行うことも想定する。臓器

の位置をきれいに댼ねれ留

め댽した画像を得ること

で、患部に対しビーべを正

確に照射するなどの治療が

期待される。





ピ

キ
ン
グ
・
搬
送
ロ
ボ
に
商
機


























　◆
特
設
の
ｍ
ａ
ｋ
ｅ

　Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ

　Ｄ
Ｍ
Ｍ
룆
ｃ
ｏ
ｍ
︵
東
京
都
港
区

０
３

・
５
７
９
７
・
８
９
２
６
︶
東
京
都
江
東
区

の
東
京
ビ

グ
サ
イ
ち
で
開
催
中
の
﹁
２
０

１
９
国
際
ロ
ボ

ち
展
﹂
に

日
限
定
で
出

展
す
る

総
合
型
モ
で
づ
く
り
施
設
﹁
Ｄ
Ｍ

Ｍ
룆
ｍ
ａ
ｋ
ｅ

　Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
﹂
の
特
設
エ

リ
ア
と
し
て

特
安
セ
へ
ナ

や
体
験
よ


え
シ


ば
な
ど
を
行
う

特
安
セ
へ
ナ


で
は
﹁
ロ
ボ
た

え
げ
＆
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
社
会
課

題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
る
の
◇
？
뗙

課
題
解
決
型
組
織
の
作
り
方
﹂
と
題
し

Ｄ

Ｍ
Ｍ
룆
ｍ
ａ
ｋ
ｅ

　Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
岡
島
元

憲
エ
ヴ

れ
け

リ
げ
ち
が
講
演
す
る

げ

タ

ち
ア

ば
の
発
表
や
国
連
の
持
続
可
能

な
開
発
目
標
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︶
が
学
べ
る
体
験

よ

え
シ


ば
な
ど
も
開
く


　◆
把
持
方
向
検
出
に
新
機
能

　ピ

ス
ピ

キ
ン
グ
・
工
場
自
動
化
向
け

機
械
学
習
ソ
の
ト
ウ
エ
ア
の
米
オ
サ
ロ

　

﹁
２
０
１
９
国
際
ロ
ボ

ち
展
﹂
で
同
社
製

品
﹁
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｏ
・
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
﹂
の
新

機
能
﹁
オ
リ
エ
れ
た

シ

れ
ず


い


﹂
︵
把
持
物
体
の
方
向
検
出
機
能
︶
を
発

表
し
た

新
機
能
に
よ
り

乱
雑
状
態
に
▲

る
物
体
を
つ
◇
み
上
げ
る
ね

う
れ
グ
ロ
ボ


ち
は
物
体
の
向
き
を
単
一
の
い
メ
も
で
自

動
検
出
で
き
る

自
動
認
識
位
術
の
だ
れ
ざ


ウ


は
︵
愛
知
県
阿
久
比
町
︶
お
よ
び

半
導
体
関
連
事
業
の
イ
で
た

え
と
の
共
同

展
示
と
な
る


︵
ビ
け
て
げ
よ
イ
ヤ
︶

●上
樹
加
表
皮
に
熱
風
を
当
て
て
内
装
材

と
接
着
す
る
ラ

ピ
ン
グ
ロ
ボ
●下
国
際

ロ
ボ

ト
展
で
披
露
し
た
機
械
加
工
と

摩
擦
撹
拌
接
合
の
複
合
み
ニ

ト

３Ｄビけョンセンサー（上
部）を組み合わせ、ロボット
でケーはルをとンドリング

▲
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
４
本
と
ン
ド
の

シ
ス
た
ム
で
ピ

キ
ン
グ

を
自
動
化

　機
丈
要
素
部
品
大
化
が

ロ
ボ

ち
市
場
で
新
機
軸

を
打
ち
出
し
て
い
る

中

核
部
品
を
自
社
開
発
し
て

ロ
ボ

ち
と
し
て
み
つ


ち
化
し

人
化
不
足
に
悩

む
産
業
へ
の
解
決
利
と
し

て
提
案
す
る

一
方
で


要
素
部
品
に
さ
ら
な
る
磨

き
を
◇
け
る
◇

　４
少
の
と
れ
ド
が
箱
や

ビ
れ
を
つ
◇
む
と

ア


べ
が
機
敏
に
動
い
て
い
き

に
入
れ
て
い
く

Ｔ
Ｈ
Ｋ

は
ね

う
れ
グ
ロ
ボ

ち

と
れ
ド
シ
げ
た
べ
﹁
Ｐ
Ｒ

Ｓ
﹂
を
物
流
施
設
に
提
案

す
る

自
社
開
発
の
と
れ

ド
は
計

軸
で

さ
。
ざ

。
な
形
状
を
つ
◇
め
る


ベ

げ
み
つ

ち
な
ど
と

一
体
で
シ
げ
た
べ
化
し

た

﹁
ね

う
れ
グ
は
自

動
化
が
進
ん
で
い
な
い
﹂

︵
担
当
者
︶
点
に
商
機
を

見
い
だ
す


　無
人
搬
送
車
︵
Ａ
Ｇ

Ｖ
︶
も
東
急
建
設
と
共
同

開
発
し
た

経
路
の
制
御

が
特
徴
で

サ
イ
れ
ポ
げ

ち
に
向
け
て
Ａ
Ｇ
Ｖ
が
自

律
走
行
す
る

サ
イ
れ
ポ

げ
ち
を
移
動
す
れ
ば
経
路

を
仕
単
に
変
更
で
き

建

設
現
場
で
資
機
材
を
搬
送

す
る
用
途
に
最
適
と
見
込

む

２
０
２
０
年
春
の
商

用
化
を
計
画
す
る


　日
少
精
工
も
Ａ
Ｇ
Ｖ
に

注
目
す
る

台
車
型
の
自

動
移
動
ロ
ボ

ち
に
向

け

す
イ
レ
え
ち
ド
も
イ

は
뗊Ｄ
Ｄ
뗋モ

タ

で
車

輪
を
駆
動
す
る
み
つ

ち

を
提
案
す
る

減
速
機
が

な
い
た
め

走
行
時
の
騒

音
や
振
動
が
少
な
い

接

触
し
た
際
な
ど
に
人
が
台

車
を
押
し
の
け
ら
れ
る
よ

う

化
押
し
操
作
を
可
能

に
す
る
な
ど
安
全
性
に
も

こ
だ
わ

た

病
院
や
図

書
館

空
港
な
ど
多
く
の

人
が
行
き
交
う
場
所
で
の

利
用
を
見
込
む


　人
口
減
少
に
伴
う
人
化

不
足
を
背
景
に

病
院
な

ど
で
は
製
造
現
場
に
普
及

し
た
Ａ
Ｇ
Ｖ
を
物
品
管
理

に
使
お
う
と
す
る
動
き
が

出
て
い
る
뗇そ
こ
で
뗆人
の

近
く
で
走
行
し
て
も
違
和

感
が
な
い
仕
様
を
追
求


み

く

と
検
証
を
重

ね

実
用
化
を
目
指
す


　ア
イ
エ
イ
ア
イ
︵
静
岡

市
清
水
区
︶
は

が
れ
ち

ロ

も

内
蔵
型
電
動
ア

え
ず

エ

タ

﹁
エ
レ

シ
リ
れ
す

︵
Ｅ
Ｃ
︶
﹂

で
空
気
圧
シ
リ
れ
す

◇

ら
の
切
り
替
え
を
訴
え

る

空
気
圧
式
で
は
難
し

い

加
速
度

速
度

減

速
度
そ
れ
ぞ
れ
の
大
意
の

設
定
が
仕
単
に
で
き

サ

イ
え
や
タ
イ
べ
の
短
縮
や

長
寿
命
化
が
で
き
る

低

価
格
も
特
徴
だ


　開
催
中
の
﹁
２
０
１
９

国
際
ロ
ボ

ち
展
﹂
で

は

Ｅ
Ｃ
で
速
度
や
始
点

・
区
点
な
ど
を
ボ
タ
れ
操

作
で
仕
単
に
設
定
で
き
る

タ
イ
ば
﹁
だ
け
タ
や
げ
ね

が
れ
﹂
や
高
速
・
大
荷
重

タ
イ
ば
な
ど
近
く
発
売
す

る
新
仕
様
も
披
露
し
た


さ
ら
に
無
線
式
ば
ロ
グ
も

マ
は
や
・
ロ
け

え
・
が

れ
ち
ロ

も

︵
Ｐ
Ｌ

Ｃ
︶
な
ど
の
新
位
術
も
紹

介

電
動
が
れ
ベ
ヤ

の

物
流
シ
げ
た
べ

直
交
ロ

ボ

ち
な
ど
を
含
め
実
用

例
も
多
数
展
示
し

注
目

さ
れ
た
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日떵金

　
曜

　
日

　　
││ │ │ │ │

　え
も
ボ
ウ
は
お

は
や

の
形
状
を
高
速
で
認
識
す

る
３
次
元
︵
３
Ｄ
︶
ビ
け


れ
セ
れ
サ

﹁
え
も
セ

れ
げ
﹂
の
事
業
を
少
格
化

す
る

２
０
２
５
年
度
に

も
売
上
高

億
円
規
模
を

目
指
す

同
セ
れ
サ

は

と
れ
ド
リ
れ
グ
ロ
ボ

ち

と
組
み
合
わ
せ

お

は

や
を
つ
◇
ん
で
加
工
す
る

作
業
の
精
度
を
向
上
で
き

る


年
４
月
に
発
売

し

各
種
お

は
や
を
扱

う
自
動
車
や
電
子
機
器
な

ど
の
業
下
向
け
に
訴
求
す

る

ロ
ボ

ち
に
組
み
込

む
シ
げ
た
べ
開
発
な
ど
周

辺
分
野
も
含
め
提
案
し


事
業
の
裾
野
を
広
げ
る


　開
催
中
の
﹁
２
０
１
９

国
際
ロ
ボ

ち
展
﹂
に
出

展

直
径
１
뗝
뗠
の
光
の


イ
ど

を
同
２
뗝
뗠
の

穴
に
通
す
作
業
を

ロ
ボ


ち
に
よ

て
約
３
秒
で

達
成
す
る
だ
モ
を
実
演


会
場
で
は
同
様
の
作
業
を

ロ
ボ

ち
と
人
が
同
時
に

行

て
競
争
さ
せ

高
速

性
を
ア
ね

や
す
る


　え
も
ボ
ウ
は
祖
業
の
繊

維
事
業
に
お
い
て

色
の

再
現
性
な
ど
を
高
め
る
必

要
性
◇
ら

物
体
の
色
や

形
状
を
認
識
す
る
ビ
け


れ
セ
れ
サ

位
術
を
発
展

さ
せ
て
き
た

近
年
は
同

位
術
を

お

は
や
な
ど

の
協
軟
な
線
状
構
造
物
を

と
れ
ド
リ
れ
グ
す
る
用
途

で
の
研
究
開
発
を
進
め
て

い
る


機
械
加
工
ロ
ボ

事
業
が
軌
道
に

　ち
も
イ
エ
れ
け
つ
ア
リ

れ
グ
は

ロ
ボ

ち
に
切

削
や
研
磨
を
さ
せ
る
ロ
ボ


ち
シ
げ
た
べ
の
事
業
が

軌
道
に
乗
り
始
め
た

２

０
１
７
年
の
発
売
以
来


右
肩
上
が
り
で
受
注
を
増

や
し
累
計
販
売
は

台
と

な

た


　納
入
先
は
自
動
車
部
品

加
工
が
中
心
で

住
宅
部

材
や
造
船
◇
ら
の
引
き
合

い
も
増
え
て
い
る

開
催

中
の
﹁
２
０
１
９
国
際
ロ

ボ

ち
展
﹂
で
は
ア

べ

先
端
に
機
丈
加
工
と
摩
擦

撹
拌
接
合
︵
Ｆ
Ｓ
Ｗ
︶
の

は
ん

◇
く子

合
み
つ

ち
を
実
演
し

注
目
を
浴
び
た


　加
工
精
度
は
﹁
エ
れ
け

れ
周
り
を
除
け
ば
仕
上
げ

加
工
。
で
で
き
る
﹂
︵
岡

丈
晴
取
締
役
︶
レ
ベ
や



年
度
は
単
年
で

台
の

販
売
を
目
指
す


　ち
も
イ
エ
れ
け
つ
ア
リ

れ
グ
︵
名
古
屋
市
守
山

区

片
山
誠
二
社
長

０

５
２
・
７
２
５
・
８
１
１

１
︶
は

専
用
機
◇
人
化

に
頼

て
い
た
自
動
車
内

装
材
の
樹
加
表
皮
の
処
理

作
業
を
ロ
ボ

ち
で
自
動

化
す
る
位
術
﹁
ロ
ボ

ち

ロ

も

も

ね
れ
グ
﹂

を
自
動
車
メ

い

と
共

同
で
開
発
し
た

自
動
車

メ

い

と
と
も
に
早
期

の
実
用
化
を
目
指
す


　内
装
材
の
母
材
と
な
る

樹
加
部
品
に
貼

た
樹
加

表
皮
の
端
を

ヘ
も
と
ロ


も

で
内
側
に
折
り
な

が
ら

１
０
０
뗙
１
５
０

度
Ｃ
の
熱
風
を
表
皮
に
▲

て
て
溶
◇
し

樹
加
部
品

に
接
着
す
る

自
動
車
板

金
部
品
の
端
を
処
理
す
る

同
社
の
独
自
位
術
﹁
ロ
ボ


ち
ヘ
へ
れ
グ
シ
げ
た

べ
﹂
を
応
用
し
た


　従
来
の
同
内
装
材
の
自

動
化
は
高
価
な
専
用
機
で

し
◇
で
き
な
◇

た

生

産
量
の
多
い
部
品
に
し
◇

採
用
で
き
ず

そ
の
他
は

人
化
で
接
着
剤
で
処
理
し

て
い
た

ロ
ボ

ち
ロ


も

も

ね
れ
グ
は
ア
タ


ず
メ
れ
ち
を
変
え
る
だ

け
で
少
量
の
部
品
向
け
も

低
が
げ
ち
で
自
動
化
で

き

接
着
剤
も
不
要
に
で

き
る


12月19日付　2面

12月20日付　12面
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革
新
的
技
術
の
事
業
化

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
取
り
組
み

　

参
考
に































  




























                       

Ｅ Ｙ
　

Ｊ ａ ｐ ａ ｎ

アソシエートなートナー

園
その

田
だ

　
展
ひろ

人
と

　早
稲
田
大
学
客
員
教
授

う
ヤ

で
れ
な
ど
を
経
て
現
職

Ｅ
Ｙ

　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
オ

グ
メ
れ
た


ド
・
イ
れ
た
リ
け

れ
げ
＆
イ
で

ひ

ぐ

れ
を

リ

ド

﹃
人

工
知
能
の

未

来
﹄
﹃
ロ
ふ


ち
の
未
来

﹄

﹃
ほ
ビ
リ
た



の
未
来
﹄
な

ど
著
書
多
数


︵
金
曜
日
に
掲
載
︶

さ
ら
な
る
発
展
へ

　高
齢
化
と
人
口
減
少
が

世
下
で
も
ま
れ
に
み
る
げ

ピ

ド
で
進
々
日
少
は


ロ
ふ

ち
技
術
や
超
人
化

︵
人
間
拡
張
︶
技
術
を
社

会
に
広
く
応
用
す
る
こ
と

で
生
産
性
を
高
め
る
し
か

現
在
の
経
済
員
長
を
維
持

す
る
術
は
な
い


　こ
の
考
え
は
す
で
に
多

く
の
人
に
共
有
さ
れ
て
い

る

問
題
は

さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
何
を
す
る

か
だ

筆
者
は
こ
こ
ま
で

の
連
載
で

二
つ
の
げ
じ


ち
ア

ば
を
例
に

産

業
競
争
力
の
向
上
の
鍵
を

握
る
の
が
だ

じ
活
用
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き

た
　着

眼
点
に
優
れ

気
概

に
も
あ
ふ
れ
る
げ
じ

ち

ア

ば
は
日
少
で
今

次

々
と
生
ま
れ
て
い
る

し

か
し

こ
の
目
覚
ま
し
い

勢
い
に
比
べ

日
少
の
大

企
業
や
官
庁
の
動
き
は
売

い

筆
者
が
常
々
残
念
に

感
じ
て
い
る
点
で
あ
る


　日
少
の
大
企
業
や
官
庁

に
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
は

Ｄ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ａ
︵
米
国
寺
高
等
研
究

計
画
局
︶
の
取
り
営
み

だ

軍
事
研
究
を
担
う
機

関
だ
か
ら
日
少
に
は
関
係

な
い
と
思
わ
れ
る
向
き
も

あ
る
が

そ
ん
な
こ
と
は

な
い

軍
事
・
非
軍
事
を

問
わ
ず
革
新
的
技
術
の
事

業
化
を
強
力
に
ど

え
ア


ば
し
て
き
た
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
決
し
て
軽
視
す
べ
き

で
は
な
い


産
業
競
争
力
向
上

　ド
イ
そ
が
進
め
る
製
造

業
の
だ

じ
化

オ

ち

メ

ぐ

れ
化
の
取
り
営

み

﹁
イ
れ
す
げ
ち
リ


４
・
０
﹂

日
少
で
も
関

心
が
高
い
が

そ
の
源
流

が
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か


　そ
れ
は
１
９
９
０
年
代

後
半

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
進

め
て
い
た
﹁
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︵
ソ

の
ち
ウ
エ
ア
・
イ
て
イ
は

や

ド

・

が

れ

ち

ロ



や
︶
﹂
と
呼
ば
れ
る
研
究

ば
ロ
け

え
ち
だ

ソ
の

ち
ウ
エ
ア
工
学
と
制
御
工

学
の
融
合
を
目
指
す
も
の

で

そ
の
員
果
の
一
つ

が

現
在
飛
行
ロ
ふ

ち

︵
ド
ロ

れ
︶
と
呼
称
さ

れ
る
│
Ａ
Ｖ
︵
無
人
共
空

機
︶
で
あ
る


　Ｓ
Ｅ
Ｃ
を
主
導
し
た
ヘ

レ
れ
・
け
や
氏
は
Ｄ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ａ
か
ら
Ｎ
Ｓ
Ｆ
︵
全
米

科
学
分
団
︶
に
移
り

２

０
０
６
年
頃
に
﹁
Ｃ
Ｐ
Ｓ

︵
ぎ
イ
ど

・
の

け
い

や
・
ぐ
げ
た
べ
こ
︶
﹂
を

提
唱
す
る


　Ｃ
Ｐ
Ｓ
は
だ

じ
を
通

じ
て
ぎ
イ
ど

空
間
と
の


け
い
や
︵
現
実
空
間
︶

に
閉
じ
た
や

ば
を
回
す

こ
と
を
表
す
概
念
で

け

や
氏
は
米
国
の
産
業
競
争

力
を
向
上
す
る
た
め
に
Ｃ

Ｐ
Ｓ
を
実
現
す
る
研
究
や

教
育
に
投
資
す
べ
き
で
あ

る
と
訴
え
た


　こ
の
動
き
を
注
意
周
く

見
て
い
た
ド
イ
そ
が



年
に
イ
れ
す
げ
ち
リ

４

・
０
を
始
動
さ
せ
た
の
で

あ
る


　大
局
的
な
ビ
け

れ
を

掲
げ

軍
事
分
野
は
も
ち

ろ
ん
だ
が

非
軍
事
分
野

で
も
米
国
の
競
争
力
を
強

化
す
る
た
め

積
極
的
に

基
盤
研
究
に
投
資
し

事

業
化
へ
橋
渡
し
す
る
の
が

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
役
割
だ


　日
少
が
ロ
ふ

ち
技

術

超
人
化
技
術
の
基
盤

研
究
に
お
い
て
は
世
下
を

リ

ド
し
て
い
る
の
は
確

か
で
あ
る

し
か
し
事
業

化
ま
で
視
野
に
入
れ
る
と

心
も
と
な
い

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
化
法
に
学
ぶ
べ
き
点

は
多
い

次
回
は
Ｄ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ａ
が
進
め
る
﹁
Ａ
Ｉ
て

え
げ
ち
う

れ
ペ

れ

︵
Ａ
Ｉ
て
え
げ
ち
︶
﹂
に

つ
い
て
史
介
し
よ
う


提
案
力
で
こ
じ
開
け
ろ

ロボＳＩ、多彩な用途開拓

　
　各
社
独
自
色
に
知
恵
絞
る

終わりなきアイデア勝負
























































































                                                    

ハイオス

とジ締め
　
ロボ実演

メ

カ

３
社
と
コ
ラ
ボ

Ｔ
Ｈ
Ｋ
ブ

ス
の
ネ
け
締
め
実
演

　と
イ
オ
げ
︵
東
京
都
墨
田

区

戸
津
勝
行
社
長

０
３

・
６
６
６
１
・
８
７
７
７
︶

は

開
催
中
の
﹁
２
０
１
９

国
際
ロ
ふ

ち
展
﹂
で
ロ
ふ


ち
に
よ
る
て
け
締
め
自
動

化
の
だ
ほ
れ
げ
ち
レ

ぐ


れ
を
披
露
し
た

ロ
ふ

ち

に
よ
る
て
け
締
め
は
化
作
業

と
比
べ
微
調
整
が
優
か
ず


不
良
が
起
こ
り
や
す
い

同

社
は
自
動
化
に
お
け
る
て
け

締
め
の
重
要
性
や
推
参
製
品

の
情
報
発
信
の
た
め

ロ
ふ


ち
メ

い

と
の
協
働
に

力
を
入
れ
て
い
る


　ロ
ふ

ち
メ

い

３
社

の
は

げ
に
共
同
で
出
展
し

た

各
社
は

げ
で
は
て
け

締
め
の
自
動
化
適
合
て
け

﹁
イ
れ
じ
ち
や
え
﹂
を
使

用

三
菱
電
機
は

げ
で
は

イ
リ
ソ
電
子
工
業
と
た

え

メ
イ
え
︵
東
京
都
武
蔵
村
山

市
︶
と
産
業
用
ロ
ふ

ち

﹁
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ａ
﹂
ぐ
リ

こ

を
活
用
し

及
ロ

ち
多
品

種
製
品
の
営
み
立
て
作
業
を

自
動
化
し
た


　Ｔ
Ｈ
Ｋ
は

げ
で
は
Ｔ
Ｈ

Ｋ
イ
れ
た

え
げ
︵
同
港

区
︶
が
販
売
す
る
い
よ
す
ロ

ふ
た

え
げ
︵
同
台
東
区
︶

の
協
働
双
店
ロ
ふ

ち
﹁
て

え
げ
た

け
﹂
を
使
い

金

属
板
へ
の
て
け
締
め
を
実

演

川
崎
重
工
業
は

げ
は

東
京
ご
れ
ず

リ


日
新

ぐ
げ
た
べ
こ
︵
京
都
市
下
京

区
︶
な
ど
と
川
崎
重
工
の
人

共
存
型
双
店
ロ
ふ

ち
﹁
だ


ア
ロ
﹂
を
使

た
﹁
だ


ア
ロ
て
け
締
め
な

お


け
﹂
を
披
露
し
た


　と
イ
オ
げ
の
少
社
営
業
部

の
下
宿
敦
史
主
大
は
﹁
ロ
ふ


ち
に
よ
る
自
動
化
で
失
奨

が
多
い
の
が
て
け
締
め
だ


自
動
化
に
適
し
た
て
け
が
あ

る
こ
と
を
知

て
ほ
し
い
﹂

と
強
調
し
た






自
律
分
散
型
モ
ノ
づ
く
り

安
川
電

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
活
用

















石
材
運
搬
向
け

　﹁
ア
イ
だ
ア
勝
負
し
か

な
い

ど
の
は

げ
も
素

晴
ら
し
い

ロ
ふ
を
扱
え

る
だ
け
で
は
差
安
化
に
な

ら
な
い
﹂
と

い
れ
じ
べ

・
ウ
ぐ
い
じ
︵
横
浜
市
都

筑
区
︶
の
松
井
重
憲
ロ
ふ

た

え
げ
事
業
部
統
括
部

長
は
Ｓ
Ｉ
の
競
争
の
激
し

さ
に
苦
台
い
す
る

ぐ
げ

た
べ
を
営
め
る
だ
け
で
は

差
安
化
で
き
ず

各
社
は

独
自
色
を
い
か
に
出
す
か

知
恵
を
絞
る


　同
社
は
新
し
い
用
途
開

拓
を
進
め
る

建
設
資
材

メ

い

向
け
に
７
・
５

뗞
뗡
石
材
搬
送
の
だ
ほ
を

用
意
し
た

切
り
出
し
た

石
材
は
重
く

学
ま
み
れ

だ

普
通
の
吸
盤
で
は
扱

い
が
難
し
い

そ
こ
で
協

働
ロ
ふ
に
だ
れ
マ

え
の

Ｏ
ｎ
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
︵
オ
れ

ロ
ふ

ち
︶
の
二
分
岐
と

れ
ド
を
採
用
し
た

片
方

に
と
お

も
う
片
方
に
真

空
グ
リ

な

を
搭
載


と
お
で
学
を
拭
い
て
吸
い

上
げ
る

松
井
部
長
は

﹁
石
材
の
研
磨
工
程
な
ど

に
提
案
し
て
い
く
﹂
と
力

を
込
め
る


飲
料
お
し

れ
に

　は
も
イ
ち
が
ア
︵
東
京

都
港
区
︶
は
が

に

や

が

も
な
ど
の
飲
料
を
注

ぐ
ぐ
げ
た
べ
﹁
ｙ
ａ
ａ

ｍ
﹂
を
提
案
す
る

協
働

ロ
ふ
が
ば
も
げ
ず

え
い


ば
を
ご

ち
す
る
と


い

ば
の
底
の
穴
か
ら
炭

酸
や
飲
料
を
流
し
込
々


液
体
を
発
光
す
イ
オ

ド

︵
Ｌ
Ｅ
Ｄ
︶
で
光
ら
せ
て

お
し

れ
に
演
出
す
る


　イ
き

や
・
ぶ
ぶ
ろ



ず
社
長
は
﹁
接
客
ぎ


ビ
げ
に
ロ
ふ

ち
を
導
入

し
た
い

飲
み
存
は
ち


う
ど
い
い
た

マ

み
な

面
白
が

て
く
れ
る
﹂
と

引
き
合
い
は
多
い
よ
う

だ
　い


ば
供
給
に
加
え


が

に

の
と
れ
ド
ド
リ


ば
も
ロ
ふ

ち
化
し
て

い
く


日
に
は
会
場
で

ビ

や
を
注
ぐ
予
定
だ


Ａ
Ｉ
で
介
護
予
防

　人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
ひ

れ
ず


の
エ
え
ぎ
ウ


く

こ
︵
東
京
都
港
区
︶

は

女
優
の
い
と
う
ま
い

子
さ
ん
と
介
護
予
寺
ロ
ふ

を
開
発

ぐ


ば
の
ロ

ふ
ホ
れ
の
指
示
に
従

て

げ
え
よ

ち
を
す
る
と


Ａ
Ｉ
で
姿
勢
の
良
否
を
判

定
す
る

い
と
う
ま
い
子

さ
ん
は
﹁
運
動
が
大
切

と

わ
か

て
い
て
も
続

か
な
い

Ａ
Ｉ
の
指
導
で

朝
昼
晩

運
動
を
強
制
し

て
人
生
１
０
０
年
時
代
を

生
き
抜
く
﹂
と
力
を
込
め

る
既

存
業
界
に
も

　既
存
の
製
造
業
や
存
流

業
へ
の
提
案
も
盛
ん
だ


旭
興
産
︵
山
口
県
岩
国

市
︶
は
が
れ
な
え
ち
な
高

速
ピ

う
れ
グ
ぐ
げ
た
べ

を
提
案

ひ
や
ち
が
れ
ひ

ヤ

に
流
れ
る
ピ

げ
を

画
像
認
識
し
て
水
平
多
関

節
︵
げ
い
も
︶
ロ
ふ
で
仕

分
け
る

ホ
た
や
用
歯
磨

き
学
ず


は
の
包
装
も

イ
れ
に
採
用
さ
れ
た

上

尾
直
己
課
長
は
﹁
高
速
ほ


ド
は
１
ピ

う
れ
グ
が

０
・

秒
﹂
と
処
理
能
力

の
速
さ
に
胸
を
張
る


　豊
電
子
工
業
︵
愛
知
県

刈
谷
市
︶
は
ぶ
つ
か
ら
な

い
産
ロ
ふ
を
披
露
す
る


来
場
者
は

２
台
の
産
ロ

ふ
の
軌
道
を
変
え
て
ぶ
つ

か
ら
な
い
か
試
す
こ
と
が

で
き
る

ロ
ふ
の
軌
道
が

交
差
す
る
と

軌
道
を
再

計
算
し
て
衝
突
を
回
避
す

る

再
計
算
時
間
は
約
５

뗝
秒

員
瀬
雅

輝
常
務
務
行
役

員
は
﹁
人
と
協

働
ロ
ふ
の
衝
突

回
避
に
応
用
し

て
い
く
﹂
と
説

山
す
る


　Ｓ
Ｉ
の
知
恵

比
べ
に
は
区
わ

り
が
な
い

こ

の
競
争
に
鍛
え

ら
れ
て
き
た
提

案
力
で

新
し

い
市
場
を
こ
じ

開
け
よ
う
と
し

て
い
る


　﹁
２
０
１
９
国
際
ロ
ふ

ち
展
﹂
で
は
ぐ
げ
た
べ
イ
れ
た
グ
レ

じ

︵
Ｓ
Ｉ
︶
が
多
彩
な
用
途
を
提

案
し
て
い
る

Ｓ
Ｉ
は
用
途
開
拓
の
先
陣
を
切

て
き
た

近
年
は
製
造
業
の
次
の
市
場
と
し
て
食
品
な

ど
の
﹁
三
品
産
業
﹂
の
開
拓
を
進
め
て
き
た

こ
の
次
の
市
場
は
ど
こ
か

Ｓ
Ｉ
の
提
案
力
に
は
ロ
ふ


ち
の
未
来
が
か
か

て
い
る


︵
及
寺
貴
之

２
面
参
照
︶

い
れ
タ
ム
・
ウ
シ
い
タ
の
石
材
ハ
れ
ド
リ
れ
グ

豊
電
子
工
業
の
ぶ
つ
か
ら
な
い
産
ロ
ボ

移
動
自
販
機
ロ
ボ

日
本
で
来
春
発
売

な
れ
ゴ
リ
れ
・
ロ

ボ

ト
・
け

な
れ

　な
れ
き
リ
れ
・
ロ
ふ


ち
・
け

な
れ
︵
東
京
都

調
布
市

丁
勁
松
社
長


０
４
２
・
４
２
６
・
８
０

５
０
︶
は

移
動
自
販
機

ロ
ふ

ち
を
日
少
で
２
０

２
０
年
３
月
を
め
ど
に
発

売
す
る
計
画
を
山
ら
か
に

し
た

自
律
走
行
の
配
膳

ロ
ふ

ち
と
同
程
度
の
大

き
さ
で

少
体
内
部
に
飲

料
な
ど
の
商
品
を
搭
載


上
部
の
い
メ
も
で
顔
認
証

し
て
個
人
を
特
定

注
文

と
支
払
い
は
オ
れ
も
イ
れ

で
行
い

分
布
も
げ
マ


ち
の

れ
も
必
要
な
い
と

い
う

口
費
税
抜
き
の
価

格
は
１
０
０
局
円
程
度
を

予
定


　中
国
・
江
蘇
省
の
親
会

社
は
案
内
ロ
ふ

ち
や
配

膳
ロ
ふ

ち
を
化
が
け


ぐ


ピ
れ
グ
ほ

や
や

レ
げ
ち
も
れ
な
ど
へ
販
売

し
て
い
る

配
膳
ロ
ふ
は

客
の
注
文
を
聞
い
て
後
か

ら
料
理
を
持

て
く
る
げ

じ
イ
や
だ
が

自
販
機
ロ

ふ
は
そ
の
場
で
商
品
を
受

け
取
れ
る
の
が
メ
リ


ち
　中

国
は
個
人
の
顔
認
証

制
度
が
広
く
普
及
し
て
い

る
が

日
少
の
場
合
は
顔

認
証
の
利
用
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め

普
及
の
課
題

と
な
り
そ
う
だ

た
だ


広
い
げ
ペ

げ
内
を
動
く

空
港
ビ
や
内
の
販
売
や


い
も
オ
お
ふ

え
げ
店
の

需
要
な
ど
は
あ
る
と
見
て

い
る


安
川
電
機
の

﹁
ア
イ
キ



ブ
メ
い
ト

ロ
つ
ク
ス
﹂

　安
川
電
機
は

開
催
中

の
﹁
２
０
１
９
国
際
ロ
ふ


ち
展
﹂
で

﹁
だ
け
じ

や
そ
イ
れ
﹂
と
呼
ば
れ
る

仮
想
介
境
を

使
い

状
況

に
応
じ
て
生

産
体
制
を
協

軟
に
変
え
て

生
産
を
優
率

化
す
る
事
例

を

史

介

し

た

仮
想
空

間
に
ロ
ふ

ち
や
搬
送
装

置
で
構
員
す
る
生
産
ご
や

を
再
現
し

実
際
の
設
備

の
稼
働
だ

じ
を
同
空
間

に
リ
ア
や
じ
イ
べ
に
反

映

計
画
変
更
に
も
ロ
ふ


ち
が
状
況
に
応
じ
て
作

業
内
容
を
変
え
る
自
律
分

散
型
の
ほ
で
づ
く
り
を
実

演
し
た


　棚
か
ら
は
ロ

え
を
取

り

並
べ
て
１
つ
の
不
柄

を
営
み
立
て
る
工
程
に
３

つ
の
ご
や
を
配
置

各
ご

や
で
台
車
や
無
人
搬
送
車

︵
Ａ
Ｇ
Ｖ
︶
に
載
せ
た
協

働
ロ
ふ

ち
が
作
業
す

る
　各

ご
や
を
統
合
が
れ
ち

ロ

も

が
制
御
し

仮

想
空
間
に
稼
働
だ

じ
を

反
映

計
画
変
更
の
指
示

を
受
け
た
ロ
ふ

ち
が
周

囲
の
状
況
を
認
識
し
な
が

ら
安
の
ご
や
に
移
動
し
て

作
業
す
る
な
ど

計
画


制
御

結
果
を
だ

じ
で

つ
な
ぎ

変
種
変
量
生
産

に
も
協
軟
に
対
応
で
き
る

自
律
分
散
型
の
ほ
で
づ
く

り
を
実
現
し
た
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象

蟻
と

の

戦
挑

﹂
発
開
ア
ド
ム

ホ
﹁
東
Ｒ
Ｊ

■４

公
共
性
高
く
社
員
に
や
り
が
い

相思相愛댼昇り龍댽生む




















瀧
口
製
作
所
の
ホ

ム

ペ

け
が
Ｊ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
の

村
木
を
惹
き
つ
け
る

急
な
打
診

　﹁
こ
れ
は
何
と
し
て
で
も

や
る
べ
き
だ
﹂

２
０
１
５

年
夏

瀧
口
製
作
所
︵
東
京

都
大
田
区
︶
社
長
の
古
田
茂

樹
は
Ｊ
Ｒ
東
日
少
メ
い
ち
ゆ

つ
え
げ
︵
Ｊ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
︶
の
村

木
克
行
を
前
に
心
の
中
で
呟

い
た


　駅
の
ホ

べ
ド
ア
を
共
同

開
発
し
て
貰
え
な
い
◇

急

な
打
診
だ

た

１
９
３
６

年
に
創
業
し

公
衆
電
話
伝

の
筐
体
な
ど
多
く
の
製
品

た
い

き

う

を
受
託
生
産
し
て
き
た

無

理
難
題
と
も
思
え
る
要
望
に

も
応
え
て
き
た
自
負
が
あ


た

鉄
道
分
野
は
屋
経
験
だ

が

迷
い
は
な
◇

た


　古
田
は
２
０
１
３
年
の
社

長
就
大
時
に

社
会
典
献
を

一
つ
の
柱
と
し
て
打
ち
出
し

た

Ｏ
Ｅ
Ｍ
︵
相
化
先
は
も

れ
ド
生
産
︶
メ

い

だ
け

に
化
が
け
た
製
品
を
声
高
に

ア
ね

や
す
る
伝
会
は
友
な

い
が

公
共
性
の
高
い
事
業

の
受
託
は
社
員
の
や
り
が
い

に
も
つ
な
が
る


決
意
揺
る
が
ず

　Ｊ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
◇
ら
は
実
用
化

ど
こ
ろ
◇

試
行
導
入
も
決

ま

て
な
い
試
作
品
と
念
を

押
さ
れ
た
が

古
田
の
決
意

は
揺
る
が
な
◇

た

瀧
口

の
社
内
で
も
商
売
に
つ
な
が

る
◇
わ
◇
ら
な
い
案
件
だ
け

に
不
安
視
す
る
声
も
あ

た

が

古
田
は
快
諾
し
た


　﹁
鉄
道
を
知
ら
な
い
会
社

に
頼
み
た
◇

た
﹂

Ｊ
Ｒ

Ｅ
Ｍ
の
村
木
は
瀧
口
を
選
ん

だ
理
由
を
語
る

Ｊ
Ｒ
東
グ

や

ば
が
こ
れ
ま
で
設
計
◇

ら
生
産
ま
で
一
貫
で
委
託
し

て
い
た
企
業
は
付
加
価
値
の

高
い
設
計
開
発
を
自
分
た
ち

で
や
り
た
い
は
ず

誘
い
に

乗
る
と
は
思
え
な
◇


た
　常

識
に
と
ら
わ
れ

ず

ず

レ
れ
け
精
神

あ
ふ
れ
る
会
社

そ
う

し
た
企
業
は
な
い
◇


血
眼
に
な

て
探
し


た
ど
り
つ
い
た
の
が
瀧

口
だ

た
뗇뗒お
客
さ
ま

の
や
り
た
い
こ
と
を
お

化
伝
い
す
る
﹂

﹁
自
ら
考

え

域
案
す
る
げ
び
シ

リ

げ
ち
뗓뗇ホ

べ
び

け
◇
ら

に
じ
む
瀧
口
の
企
業
と
し
て

の
姿
勢
に
俊
を
打
た
れ
た


意
気
込
み
響
く

　も
ち
ろ
ん

村
木
の
一
存

で
鉄
道
の
実
績
が
全
く
な
い

企
業
と
域
携
で
き
な
い

瀧

口
を
含
め
計
５
社
の
企
業
に

に
ア
リ
れ
グ
を
重
ね
た
が


瀧
口
の
ホ

べ
ド
ア
試
作
に

◇
け
る
意
気
込
み
が
村
木
に

は
最
も
響
い
た

瀧
口
以
世

に
考
え
ら
れ
な
◇

た

経

営
陣
も
理
解
を
示
し


年


月
に
瀧
口
が
な

ち
ナ


に
決
ま

た


　共
同
開
発
は
昇
り
龍
の
よ

う
な
員
長
を
願
い
﹁
ド
も
き

れ
ば
ゆ
け

え
ち
﹂
と
瀧
口

の
社
内
で
名
付
け
ら
れ
た


だ
が

相
思
相
愛
で
生
ま
れ

た
﹁
ド
も
き
れ
﹂
は
こ
の

後

数
い
月

飛
翔
す
る
気

配
を
見
せ
な
◇

た


︵
敬
称
略
︶

















































































































Ｌ
Ｎ
Ｇ
関
連
で
連
携

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
中
国
社
と
覚
書

ロ
ボ
が
拓
く
ス
マ

ト
農
業
の
未
来　

　
　
　
　ロ
ボ

ト
工
業
会
な
ど

期待や課題 議論

　日
少
ゆ
ふ

ち
工
業
会

と
日
刊
工
業
呟
聞
社
は


日

﹁
ゆ
ふ

ち
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
拓
く
げ
マ

ち
農
業

ひ
ら

の
屋
来
﹂
を
た

マ
に
し

た
な
て
や
だ

げ
い

シ


れ
を
﹁
２
０
１
９
国
際

ゆ
ふ

ち
展
﹂
の
会
場
内

で
開
催
し
た

︵
写
真
︶


げ
マ

ち
農

業
へ
の
期
待

や
課
題
に
つ

い
て
議
論
を

交
わ
し
た


　Ｉ
Ｔ
が
れ
サ
や
た

れ

グ
を
化
が
け
る
の


ず



の
金
丸
恭
文
会
長
兼

社
長
は
﹁
農
林
水
産
存
は

う
も

が
れ
た
れ
そ

こ

の
分
野
の
員
長
産
業
化
は

最
重
要
﹂
と
説
明

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゆ
ふ

ち
ビ
け
て

げ
支
援
伝
構
︵
ゆ
ビ
け


︶
の
源
田
浩
理
事
は

﹁
だ
け
じ
も
イ
さ

シ


れ
に
よ

て
リ
げ
え
が
見

え
る
よ
う
に
な
り

農
業

の
安
定
性
が
向
上
す
る
﹂

と
げ
マ

ち
農
業
の
意
体

を
訴
え
た


　オ
ば
た

べ
の
菅
谷
俊

二
社
長
は
﹁
生
産
者
に
リ

げ
え
を
負
わ
せ
て
い
る

と

農
業
は
も
う
◇
ら
な

い
﹂
と
し

自
社
が
展
開

す
る
飛
行
ゆ
ふ

ち
︵
ド

ゆ

れ
︶
を
活
用
し
た
農

業
ソ
リ


シ

れ
を
説

明

末
松
広
行
農
林
水
産

事
務
次
官
は
﹁
農
業
に
お

け
る
だ

じ
利
活
用
の
共

通
基
盤
を

農
水
省
が
先

頭
に
立

て
整
備
す
る
﹂

と
方
針
を
示
し
た































































































































東
広
島
市
新
電
力
会
社

広
島
ガ
ス
な
ど
と
２
月
設
立

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
で
ベ
ト
ナ
ム
進
出

５
年
後
げ

ア
ト

プ
狙
う

エア・ウォーター

덀
抱
え
上
げ
る
덁Ａ
Ｇ
Ｖ

ス
キ


ズ

積
み
降
ろ
し
不
要
に






















































































































































西川氏

　エ
ア
・
ウ


じ

は

日

液
化
石
油
ガ
げ

︵
Ｌ
Ｐ
ガ
げ
︶
事
業
で
現
地
企
業
と
じ

グ
を
営

み

ひ
ち
ナ
べ
に
進
出
す
る
と
発
表
し
た

な
シ

の


え
び
ち
ゆ
︵
ホ

ず
へ
れ
市
︶
の
Ｌ
Ｐ
ガ

げ
事
業
の
承
継
会
社
に

日
付
で

％
出
資
す

る

株
式
取
得
乗
は
約

億
円

２
０
２
０
年
１

月
に
始
動
し
﹁
主
力
市
場
の
ホ

ず
へ
れ
市
で


５
年
後
に
Ｌ
Ｐ
ガ
げ
販
売
量
を
現
状
比
２
倍
の
年


万
뗢
に
し

シ

ア
を
現
在
の
２
番
化
◇
ら
ち


ば
を
目
指
す
﹂
︵
梶
働
克
己
常
務
︶
計
画
だ


田中氏

■
政
治
・
経
済
■

◇
閣
議
︵

年
度
予
算
案

決
定
︶

◇

月
の
月
例
経
済
報
写

︵
内
閣
府
︶

◇
安
倍
首
相
が
イ
も
れ
の

ゆ
ウ
と
つ
大
統
領
と
首
脳

会
談■

産
業
・
企
業
■

◇
で

ひ
や
化
学
合
を
受

合
し
た
吉
野
彰
旭
化
員
名

誉
の

ゆ

会
見
︵
９
時

半
・
日
少
記
者
え
も
は



時
떶世
国
特
派
員
協
会
뗋

◇

月
の
全
国
百
貨
店
売

上
高
︵

時
半

百
貨
店

協
︶

■
国

　際
■

◇
中
国
へ
の
マ
い
オ
返
還


年

習
主
席
が
式
典
出

席
︵
マ
い
オ
︶

︵
時
間
は
日
少
標
準
時

︿
Ｊ
Ｓ
Ｔ
﹀
︶

サ
で
の


　岩
屋
氏

　岩
屋

　孝
彦
氏
︵
い
わ

や
・
た
◇

ひ
こ
︶


年

︵

平

２
︶
東
大

法
卒

同
年
厚
生
省
︵
現

厚
生
労
働
省
︶
入
省



年
サ
で
の

入
社
뗇
歳
뗇

　▽
け


え
・
ナ
ち
れ

社
長
は
仏
サ
で
の

少
社

に
異
動
▽
交
代
理
由
‖
グ

や

ば
人
事
の
一
環
▽
就

大
日
‖

年
１
月
１
日
▽

少
社
‖
東
京
都
呟
宿
区
西

呟
宿
３
の

の
２
뗊製
薬
뗋

東
洋
技
研

　
　令
氏

　令

　高
宏
氏
︵
せ
き
・

た

◇

ひ

ろ
︶

年

︵
平
７
︶

東
三
大
開

発
工
学
卒

同
年
諏
訪
市

役
所
入
庁


年
東
洋
技

研
入
社


年
取
締
役



年
専
務

長
野
県
出

身


歳


　▽
花
岡
孝
社
長
は
代
表

権
の
あ
る
会
長
に
▽
交
代

理
由
‖
経
営
体
制
の
強
化

▽
就
大
日
‖

月

日
▽

少
社
‖
長
野
県
岡
谷
市
長

地
権
現
町
４
の
８
の
７

︵
工
業
用
端
子
台
等
製

造
︶

　　


　　
│ │

　
☆

　　


　
月

　


　
日떵金

　
曜

　
日

　
２０１９年

　
（

　
令

　
和元年

　
）

　
│
　　　 　

│
　
第３種郵便物認可

　
││ │ │ │ │

会
見
す
る
エ
ア
・
ウ



タ

の
梶
原
常
務
㊥

会
長
に
西
川
氏

第
二
地
銀
協

　第
二
地
方
銀
行
協
会
は


日

次
期
会
長
と
し
て

愛
媛
銀
行
の
西
川
体
教
頭

取
︵

︶
を
内
定
し
た
と

発
表
し
た

２
０
２
０
年

６
月
の
理
事
会
で
正
式
に

選
大
す
る

大
期
は
１

年

現
在

第
二
地
銀
協

会
長
は
名
古
屋
銀
行
の
藤

働
一
朗
頭
取
︵

︶
が
務

め
て
い
る


学
長
に
田
中
氏

東
京
医
科
歯
科
大

　東
京
医
科
歯
科
大
学
は


日

吉
沢
靖
之
学
長

︵

︶
の
２
０
２
０
年
３

月
末
の
大
期
満
了
に
伴

い

田
中
雄
二
郎
理
事
・

副
学
長
︵

︶
を
次
期
学

長
に
決
定
し
た
と
発
表
し

た

大
期
は

年
４
月
１

日
◇
ら
３
年
間

専
門
は

内
科
学


　東
京
電
力
の

エ
や
＆

な
よ

︵
Ｆ
Ｐ
︶
と
中
部

電
力
が
共
同
出
資
す
る
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
は

日

中
国
国

営
の
中
国
石
油
天
然
気
集

団
︵
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
︶
傘
下
の

び
ち
ゆ
ず

イ
ナ
と
液
化

天
然
ガ
げ
︵
Ｌ
Ｎ
Ｇ
︶
ビ

け
て
げ
連
携
に
向
け
た
覚

書
を
結
ん
だ
と
発
表
し

た

ア
け
ア
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
調
達

発
電
な
ど
の
ど

リ


ず


れ
事
業

や

Ｌ
Ｎ
Ｇ
運
搬
船
の
運

用
な
ど
で
連
携
で
き
る
◇

協
議
す
る


　中
国
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要

が
急
増
し
て
お
り
国
際
エ

て
や
ギ

伝
関
뗊Ｉ
Ｅ
Ａ
뗋

は
２
０
２
４
年
ま
で
に
中

国
の
輸
入
量
が
日
少
を
上

回
る
と
予
想
す
る

び
ち

ゆ
ず

イ
ナ
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

輸
入
を
拡
大
し
て
お
り


Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
ア
け
ア
で
の

共
同
事
業
を
見
据
え
覚
書

を
結
ん
だ


　船
舶
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
燃
料

と
し
て
供
給
す
る
ど
れ
い

リ
れ
グ
で
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
る

国
際
三
事
伝

関
︵
Ｉ
Ｍ
Ｏ
︶
が

年
１

月
に
船
舶
燃
料
の
環
境
規

制
を
強
化
す
る
た
め

Ｌ

Ｎ
Ｇ
燃
料
船
が
増
え
る
こ

と
を
見
込
む


　︻
広
島
︼
東
広
島
市
は


日

い
わ
ゆ
る
自
治
体

呟
電
力
会
社
を
２
０
２
０

年
２
月
に
設
立
す
る
こ
と

で
広
島
ガ
げ
や
中
国
電
力

子
会
社
２
社
な
ど
と
株
主

間
契
約
を
結
ん
だ

太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
た

市
内
の
家
庭
◇
ら
電
力
を

買
い
取

て
市
の
施
設
に

供
給
す
る
ほ
◇

省
エ
て

や
ギ

支
援
サ

ビ
げ

︵
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
︶
事
業
を
化

が
け
る


　呟
会
社
﹁
東
広
島
げ
マ


ち
エ
て
や
ギ

﹂
は
資

少
金
１
０
０
０
万
円

市

が

％

広
ガ
げ
と
中
電

技
術
が
れ
サ
や
じ
れ
ち

︵
広
島
市
南
区
︶

エ
て

や
ギ
ア
・
ソ
リ


シ


れ
・
ア
れ
ド
・
サ

ビ
げ

︵
広
島
市
中
区
︶

賀
茂

地
方
森
林
営
合
︵
広
島
県

東
広
島
市
︶
が

％
ず

つ

広
島
銀
行
が
５
％
を

出
資
す
る


　一
般
家
庭
◇
ら
の
再
生

可
奉
エ
て
や
ギ

固
定
価

格
買
い
取
り
精
度
︵
Ｆ
Ｉ

Ｔ
︶
が

月
以
内
順
次
期

限
切
れ
を
迎
え
る
た
め


１
뗞
뗦
時
当
た
り
９
円
で

買
い
取

て
市
の
施
設
で

使
う


　
年
度
に
期
限
切
れ
と

な
る
市
内
の
約
４
３
０
０

件
の
太
陽
光
発
電
設
置
家

庭
と
買
電
契
約
し

市
の

電
力
使
用
量
の

％
の
供

給
を
目
指
す

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

は
広
ガ
げ
と
中
電
が
れ
サ

や
が
担
当

森
林
営
合
◇

ら
木
勢
ず

ば
を
調
達
し

温
水
ば

や
の
燃
料
に
す

る
ほ
◇

給
食
ご
れ
じ


に
が

け

て
レ

シ


れ
︵
熱
電
併
給
︶
シ
げ
た

べ
を
導
入
す
る


口
座
管
理
費
用

上
昇
は
事
実

全
銀
協
会
長

　全
国
銀
行
協
会
︵
全
銀

協
︶
の
高
島
誠
会
長
︵
三

井
住
友
銀
行
頭
取
︶
は


日
都
内
で
会
見
し

口
座

化
数
料
や
通
帳
発
行
化
数

料
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
銀
行
が
あ
る
と
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
﹁
一
般
論

で
言
え
ば

マ
て

ゆ
れ

す
リ
れ
グ
︵
資
金
洗
浄
︶

対
利
の
高
度
化
の
要
請
に

伴
い

口
座
管
理
が
げ
ち

が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
は

事
実
﹂
と
述
べ
た

三
井

住
友
銀
の
立
場
と
し
て
は

﹁
仕
営
み
や
影
響
な
ど
を

研
究
し
て
い
る
が

導
入

の
是
非
を
含
め

何
ら
方

針
を
決
め
て
い
な
い
﹂
と

語

た


　出
資
し
合
弁
会
社
化
し

た
の
は
﹁
な
シ
の


え

び
ち
ゆ
輸
出
入
貿
易
社
뗓
뗇

卒
業
員
１
０
０
人
で

エ

ア
・
ウ


じ

は

年

１
月
◇
ら
副
社
長
と
営
業

責
大
者
と
な
る
２
人
を
派

遣
す
る


　
年

月
期
の
売
上
高

は
約

億
円
で
﹁
５
年
後

に

億
円
へ
拡
大
す
る
﹂

︵
梶
働
常
務
︶
方
針


　ひ
ち
ナ
べ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
げ

市
場
は
年
間
約
２
０
０
万

뗢
で

家
庭
向
け
中
心
に

年
率
８
％
以
上
の
伸
び
が

あ
る

エ
ア
・
ウ


じ


は
な
シ
の


え
び
ち

ゆ
の
は
も
れ
ド
力
を
生
◇

し
つ
つ

主
導
権
を
握

り

卒
来
の
卸
売
り
に
加

え
小
売
り
に
も
参
入
す

る
　日

少
流
の
技
術
力
を
生

◇
し

マ
れ
シ

れ
や
病

院

ホ
た
や

工
業
団
地

に
進
出
す
る
日
系
企
業
な

ど
に
も
Ｌ
Ｐ
ガ
げ
を
売
り

込
ん
で
い
く

エ
ア
・
ウ



じ

の
日
少
で
の
Ｌ

Ｐ
ガ
げ
販
売
量
は
北
三
道

主
体
に
年
間
約

万
뗢
あ

る
と
い
う


　げ
う


こ
︵
京
都
市

南
区

川
田
員
範
社
長


０
７
５
・
６
９
４
・
０
１

０
１
︶
は

車
輪
付
き
の

搬
送
存
を
下
◇
ら
抱
え
上

げ
る
方
式
で
搬
送
す
る
呟

構
造
の
無
人
搬
送
車
︵
Ａ

Ｇ
Ｖ
︶
を
開
発
し

２
０

２
１
年
度
に
も
発
売
す

る

Ａ
Ｇ
Ｖ
に
搬
送
存
を

移
す
積
み
内
ろ
し
工

程
を
不
要
に
で
き
る

ほ
◇

小
回
り
の
き

く
方
向
転
換
な
ど
も
で
き

る

Ａ
Ｇ
Ｖ
運
用
に
あ
た


て
の
設
定
作
業
を
仕
素

化
し

担
当
者
の
負
担
軽

減
を
見
込
む

食
品
加
工

業
下
向
け
を
中
心
に
域
案

す
る


　Ａ
Ｇ
Ｖ
の
下
部
の
金
具

が

車
輪
付
き
搬
送
存
の

片
方
を
抱
え
上
げ

そ
の

ま
ま
の
状
態
で
移
動
す

る

最
大
可
搬
重
量
は
２

０
０
뗞
뗡

方
向
転
換
の

際
に

搬
送
存
を
軸
に
旋

回
す
る
こ
と
で

可
搬
重

量
を
大
き
く
し
て
い
る


　搬
送
存
を
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
上

部
に
搭
載
す
る
じ
イ
ば

は

積
み
内
ろ
し
作
業
を

行
う
た
め
の
ゆ
ふ

ち
を

ご

ち
で
用
意
す
る
必
要

が
あ
る

け
ん
引
じ
イ
ば

は
ち
も

え
の
よ
う
に
連

結
し
た
構
造
と
な
る
た

め

搬
送
経
路
が
い

は

す
る
際
に

十
分
な
げ
び


げ
を
確
保
し
な
い
と
回

り
切
れ
な
い
と
い
う
課
題

が
あ

た

呟
構
造
の
Ａ

Ｇ
Ｖ
は

こ
う
し
た
課
題

の
解
口
が
見
込
め
る


　げ
う


こ
は
呟
構
造

の
Ａ
Ｇ
Ｖ
に

独
自
開
発

の
双
店
ゆ
ふ

ち
も
ご


ち
で
域
案
す
る

両
ゆ
ふ


ち
を
自
社
一
貫
で
化
が

け
て

一
つ
の
ゆ
ふ

ち

が
れ
ち
ゆ

も

で
制
御

可
奉
に
す
る
こ
と
で

た



ず
れ
グ
な
ど
の
作
業

負
担
の
軽
減
も
見
込
む


対
象
物
を
抱
え
込
ん

で
搬
送
す
る
新
構
造

の
Ａ
Ｇ
Ｖ

大
阪
活
力
グ
ラ
ン
プ
リ

百
商
鳥
・
古
市

古
墳
群
を
選
定

大

　商

　大
刊
商
工
会
議
所
は


日

大
刊
の
産
業
や
地
域

経
済
に
大
き
く
典
献
し
た

個
人
や
法
人
な
ど
を
表
彰

す
る
﹁
大
刊
活
力
グ
も
れ

ば
リ
２
０
１
９
﹂
の
表
彰

式
を
大
刊
市
内
で
開
い

た

７
月
に
大
刊
初
の
世

下
遺
産
登
録
に
選
定
さ
れ

た
百
商
鳥
・
古
市
古
墳
群

が
グ
も
れ
ば
リ
に
輝
い

た
　大

刊
府
広
報
担
当
副
知

事
の
﹁
も
ず
や
ん
﹂
な
ど

ご
当
地
ゆ
る
う

も
４
体

を
表
彰
し
た
뗊写
真
뗋
大

商
は
選
定
理
由
を
﹁
府
民

・
市
民
の
象
徴
と
し
て


世
下
遺
産
登
録
へ
の
伝
運

醸
員
に
典
献
し
た
た
め
﹂

と
し
て
い
る

受
合
者
を

代
表
し

堺
市
と
つ
よ
部

長
・
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
﹁
府
民
・

市
民
の
総
意
と
し
て
光
栄

に
思
う
﹂
と
述
べ
た


　表
彰
状

ち
ゆ
の



の
ほ
◇
今
宮
戎
神
社
︵
大

刊
市
浪
速
区
︶
の
十
日
戎

に
奉
仕
す
る
福
娘
よ
り


記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た


同
グ
も
れ
ば
リ
は
２
０
０

２
年
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る


　田
中

　雄
二
郎
氏
︵
た

な
◇
・
ゆ
う
じ
ろ
う
︶


年
︵
昭

︶
東
京
医
科
歯

科
大
院
医
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了


年
同
大
医

学
部
付
属
病
院
教
授



年
同
病
院
長


年
同
大

理
事
・
副
学
長

医
学
博

士

愛
知
県
出
身


                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                 

国
際
ロ
ボ

ト
展
　

開
幕
　

のァナック
　

使いやすさ
　
追使

運ぶ・つかむ
　
モノづくりの未来

三
菱
電
機

　
　人
が
入
る
と
回
避
行
動

オ
ム
ロ
ン

　
　
　　

　
　
　協
調
や
イ
ン
披
露

川
崎
重
工
業

　
　
　
　ヒ


マ
ノ
イ
ド
公
開

と

ト
経
由
で
メ
ン
テ

ダイヘン
不
二
越

　
　
　
　

セ
イ
コ

エ
プ
ソ
ン

分光カメや搭載

幅広い用途に対応

東芝機械
　 　 　 　 　

両手作業を自動化
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１面参照

　
日に開幕した「国際ロボッち展」の会場では、人化不足や

生産性向上などの課題に対しロボッちを使いどの」うに解決してい

くかが示されている。協働ロボッちでは使いやすさを高める新たな

機能が追加され、人との協調作業をしやすくした。分光いメもや人

工知能（ＡＩ）などを使いロボッちの適用範囲を広げ、多様な自動

化つーこに応える。にューマでイド（人型ロボッち）の実演は社会

の未来への想像をかき立てる。

　
のァっッえは、使いやすさを追求した協働ロボッち「ＣＲＸ

―ｉＡ」を開発した。タッチなてやでアイがれを操作する」
うに指で簡単にたィーチれグでき、とれドなど周辺製品との接
続性も高めた。可搬質量は㌔㌘。重量は㌔㌘㌔下と軽量。
稲葉清典取締役専務務行役員は「協働ロボッちのための協働ロ
ボッち」と自信を示す。

　
川崎重工業は、量産ロボッちメーいー

では唯一同社が化がけているというにュ
ーマでイドを公開した。身長や体重が大
柄な員人男性ほどのため、人間用の道具

をその。。使える。災害現場を想定した
だほでは、障害物を取り除き、負傷者
（人形）を両腕で抱え上げて安全な場所
へと避難させた。

　
三菱電機は、人協働ロボッちや産業用ロボッちにＡＩやほーショればもれつれ

グ技術を組み合わせた「げマーちのァえちリー」を展示した。ロボ９台でオほチ
ャの部品ピッうれグから組み立て、てけ締め、検査、包装などを行う。人が途中
で入ってもいメもで検知して回避行動をとって作業を続け、作業効率が低下しな
い。

　オ
べ
ロ
れ
は

人
と
ロ
ボ

ち
が
協
調
し
て
作
業
す
る
構
員
の
も

イ
れ
を
展
示
し
た

全
工
程
を
ロ
ボ

ち
で
自
動
化
す
る
の
で
は
な

く

部
品
供
給
や
部
分
的
な
て
け
締
め
な
ど
の
一
部
工
程
は
人
が
行

う
こ
と
で

」
り
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

既
に
国
内
外

の
自
社
工
場
で
一
部
導
入
済
み

２
０
２
０
年
秋
に
も

こ
う
し
た

も
イ
れ
構
築
を
外
部
顧
客
へ
域
案
す
る
方
針
だ


　
東芝機械は、人型と水平多関節（げいも）型の双腕型協働

ロボッちで、人が両化でする作業の自動化を域案する。人型
は腰の部分を傾けられ、足元に障害物がある場合でも対象に
アえセげしやすく容易に導入できる。げいも型はばも箱の組
み立てなども可能。協働ロボッちの認証待ちで、年月に
発売する予定だ。

　す
イ
ヘ
れ
は

産
業
用
ロ
ボ

ち
の
メ
れ
た
っ
れ
げ
を

イ
れ
タ

て

ち
経
由
で
行
う
サ

ビ
げ
を
実
演
し
た


ち
も
は
や
発
生
時
に
現
場
の
た


チ
ペ
れ
す
れ
ち
を


サ
ポ

ち
セ
れ
タ

か
ら
直
接
操
作
す
る
こ
と
で

早
期

に
解
決
で
き
る

ロ
ボ

ち
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
な
い
中

小
企
業
向
け
に
訴
求
す
る

今
後

常
時
接
続
に
」
る
監

視
な
ど

機
能
追
加
も
検
討
し
て
い
る


　
不二越は、６軸垂直多関節ロボッち「ＭＺシリーこ」の最新製品「ＭＺ

」を披露した。可搬質量㌔㌘はシリーこ最高。従来は同㌔㌘だった。
大型の加工対象物（よーえ）やとれドに対応し、よーえの着脱、どリ取りな
ど幅広い用途を狙った。会場にはＭＺシリーこ製品群を並べ、新型水平多関
節（げいも）ロボッちも出品した。

　
セイがーエばソれは、分光いメもを搭載し色味検査を自動化する製造もイ

れを出展した。可視光領域の色を定量化して目視検査時の作業者に」る検査
のばらつきやへげを解決。小型・軽量で導入しやすい。ロボッちやソのちを
含めちータやで域供できる뙙化粧品やアなレやメーいーなどに域案뙙年度の
市場投入を目指す。

　　


　　
│ │

　　 　　


　
月
　


　
日떵木

　
曜
　
日
　
２０１９年

　
（

　
令

　
和元年

　
）

　
│
　　　　 　 　

│
　
第３種郵便物認可

　
││ │ │ │ │

12月20日付　8面

12月20日付　3面

12月19日付　5面
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iREX Da i l y 会期中、主催者発行新聞として来場者に配布。（日英併記）
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公式Webサイト

英語版 英語版
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特設Webサイト・公式アプリ

■	特設Webサイト

■	公式アプリ
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会場風景
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総合事業局イベント事業部

2021国際ロボット展
■会　　期：2021年 12月上旬

■会　　場：東京ビッグサイト 東ホール

次回開催告知


